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新 田 遺 跡



序 文

当埋蔵文化財調査センタ ーでは今年度6件の発掘調査を実施いたしました。 諸般の事情から

4月早々新田・ 山王・市川橋の三遺跡の調査に同時に著手しなければならず、 調査体制の不備、

作業員の不足など多くの問題をかかえてのスタ ー トでした。

来年度以降も仙塩道路関係遺跡の調査、 多賀城跡周辺の区画整備事業計画等、 大規模な事業

に直面し 、 今年以上に厳しい情況が予想されますが、 職員一同一丸となって文化財に対する適

確な対応を心掛けていく所存です。 関係者各位のご指導• ご協力を切に願うものであります。

さて、 今年度調査を実施した新田遺跡の11次調査報告書を上梓することができました。 また、

昭和59年度に調査を実施して以来 、 未報告のままとなっていた第4次調査の成果につきまして

も、 株式会社大東ならびに関係者各位の御高配により、 併せて本書に収録することができまし

た。 発見された資料は今後当センタ ーにおいて広く一般の方々に公開してまいりますので、 当

市の歴史を考える材料として大いに活用していただきたいと願っております。

最後になりますが、 発掘調査から本害の作成に至るまで、 東北歴史資料館• 宮城県多賀城跡

調査研究所をはじめ多くの諸機関及び諸氏より多大なるご指導• ご協力を頂戴致しました。 ま

た、 実際に発掘調査に携わった皆様に対しても衷心よりお礼を申し上げ、 ごあいさつのことば

と致します。

平成2年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長 斎 藤 一 司



例 言
1 . 本書は新田遺跡第4次調査と第11次調査の報告を収録したものである。 第4次調査は昭和

5 9年度、 第11次調査は平成元年度に株式会社大東からの受託事業として実施している。

2. 第ID·N章はそれぞれ第4次• 第11次調査の成果について事実を中心とした記載を行ない、

第 V 章で両者を合せて考察を行なっている。

3. 写真図版のうち 、 遺物については第4次調査分と第11次調査分とを合せ 、 種類ごとに構成

した。

4. 遺構の名称は第 1 次調査からの一連番号とし、 その前に遺構であることを示すSと、 種類

を示すアルファベッ ト記号を付した。 記号は宮城県多賀城跡調査研究所が現在用いているも

のにならった。

SA …柱列 、

SF …築地

ピッ ト群、 柵

SH …広場

SB …建物

SI …竪穴住居

SC …廓 SD··· 溝

SK …土壊

SE ... 井戸

SX··· その他

（宮城県教育委員会•宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城跡ー政庁跡本文編 一 』 1982)

5 . 遺物の登録番号は、 調査年度ごとに、 土器・陶磁器• 石製品と木製品に対しそれぞれ付し

ている。

6. 発掘基準線は国家座標の方向をとっており 、 南北基準線 (Y =11, 750) と東西基準線 (X

=189 ,050) の交点を原点とした。

遺構の位置は原点からの距離で示しており 、 例えば南北碁準線から東へ50mの位醤はE50、

南へ20mの位置は S20のように表示している。

7 .  断面図の甚準レベルはすべて標高5,800mに統一している。

8 .  土色は『新版標準土色帖』 （小山正忠• 竹原秀雄： 1 976)を参照した。

9. 第4次調査出土の石製品については仙台市科学館の佐々木隆氏に肉眼鑑定していただいた。

10. 第11次調査出土の動物遺体については鹿児島大学農学部の西中川 駿氏にご教示いただき、

墨書のある礫については国立歴史民俗博物館の平川 南、 佐伯昌紀両氏にご教示いただいた。

礫の赤外線写真は同館の勝田 徹氏の撮影によるものである。

11. 発掘調査及び報告書作成にあたっては下記の方々より多くの指導• 助言を得た

順不同） 。

（敬称略、

楢崎彰ー（名古屋学院大学） 三上次男（故人 、 当時出光美術館）

渡辺 誠• 斉藤孝正（名古屋大学） 伊藤嘉章（東京国立博物館）



大石直正（東北学院大学） 入間田宣夫（東北大学）

赤羽一郎（愛知県教育委員会） 小野田勝一（元田原東部中学校）

大橋康二（九州陶磁文化館） 伊藤 晃（岡山県教育委員会）

中野晴久（常滑市民俗資料館） 吉村正親・百瀬正恒（京都市埋蔵文化財研究所）

井上光夫（名古屋市博物館） 足立順司（静岡県埋蔵文化財調査研究所）

内野 正（東京埋蔵文化財センタ ー ）

河野真知郎・斎木秀雄・馬淵和雄（鎌倉考古学研究所） 田中則和（仙台市教育委員会）

佐藤芳彦• 藤沼邦彦・小井111和夫・吉沢幹夫• 佐久間広恵（東北歴史資料館）

桑原滋郎•高野芳宏・丹羽 茂• 古川雅消・後藤秀一（宮城県多賀城跡調査研究所）

進藤秋涸•白鳥良一•佐藤則之•菅原弘樹（宮城県教育委員会文化財保護課）

吉岡康暢•小野正敏（国立歴史民俗博物館） 山田しょう（東北大学）

12. 資料の整理については、 瀧口裕子（第 4 次調査分）、 佐藤悦子・柏倉霜代・須藤美智子・

熊谷純子・黒田啓子（第4次・11次調査分）、 菊池 豊• 林 久子・山田紀子（第11次調査

分）の協力を得た。 特に第11次調査出土の石製品については沢田 敦•津島秀章（東北大学

考古学研究室）の全面的な協力を得た。

13. 本害作成については、 第Il[章を石川俊英• 相沢清利・千葉孝弥、 その他を千葉が執筆・編

集した。

14. 調査・整理に関する諸記録、 及び出土遺物は多賀城市教育委員会が一括して保管している。

15. 本書と現地説明会資料及び他の発表資料等とで見解が異なる場合は 、 本書の記述内容が優

先するものである。
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第 I 章 遺跡の立地と周辺の環境

遺跡の立地：新田遺跡は、 仙台市の中心部

から北東へ約10km、 多賀城市の西端部に所在

する。 仙台市岩切から塩釜市方面へ通じる県

道泉～塩釜線沿い、 及び仙台市との境界をな

す七北田川東岸に「＜」の字形に展開してい

る。 その範囲は南北1.6km、 東西0. 8kmにわた § 
り、 面積は約1.3固である。

地理的環境：多賀城市の地形は、 東半部が

低丘陵、 西半部が沖積地と東西に大きく二分 第1図 遺跡の位置

されている。 地理的にみると、 東半部の丘陵は塩釜丘陵と呼ばれる標高80m未満の緩やかな丘

陵で（註1) 、 大小の谷が複雑に入り組んだ地形である。 一方、 西半部の沖積地は仙台平野の

中の宮城野原平野と呼ばれているものである。 これは、 海岸線に平行して分布する砂浜海岸や

浜堤、 浜堤間の後背湿地、 複雑な分布を示す自然堤防、 旧河道 、 後背湿地などで特徴づけられ

ると言われている（註2)。 本遺跡はこの宮城野原平野の最北端に位四し、 仙台市岩切から多

賀城市山王にかけて東西に細長くのびる微高地、 即ち県道泉～塩釜線に沿った地域及び七北田

川の東岸に形成された微高地上に立地している。 両微高地の内 、 前者は、 かつて本遺跡の南側

を東流していたという旧七北田川の沖積作用によって形成されたと考えられているものである。

その北側と南側は いずれも後背湿地となっており 、 南側では小さな微高地が島状にいくつか認

められるが、 北側では利府町との境界に至る広い範囲一帯が湿地となっている。 本遺跡は、 一

部低湿地も含んでいるが大部分は海抜5-6mの微高地上に立地しており 、 東側に接する山王

遺跡とともに広大な範囲を占めている。

歴史的環境：多賀城市において、 旧石器時代に遡る遺跡は東部の丘陵上でいくつか知られて

いる。 その内、 発掘調査が行なわれた志引遺跡と柏木遺跡はいずれも10万年以上も前の遺跡で

あると考えられている。 縄文 · 弥生時代の遺跡は周辺の他の市町村に比べて数は少ないが、

海岸部に近い大代地区では縄文時代晩期の橋本囲貝塚、 弥生時代中期の桝形囲貝塚などの小規

模な貝塚や弥生時代の大代洞窟遺跡などが知られている。 この内 、 橋本囲貝塚と桝形囲貝塚は

大正8年に長谷部言人氏によって発掘調査されている。 桝形囲貝塚は、 山内清男氏の 「 石器時

代にも稲あり」の論文（註3)で学史的にも有名である。 なお 、 縄文• 弥生時代の選物は、 多

賀城跡の所在する丘陵部においても発見されており 、 今後新たな遺跡の発見される可能性は高

ぃ。
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国砂岩・軽石凝灰岩及び礫岩

厘冒蛉(lll灰岩蒋階を挟む）

．．土砂（埋谷土）

匿冒郎・郷岩・シルト岩・亜炭及＂畏岩又は礫混土

二砂（自然堤防堆積物）

．．火山角礫岩及び凝灰角礫岩

ビ砂岩及び礫岩

闊璽軽石凝灰岩

第2図 周辺の地形

疇火山円礫岩・凝灰岩及び凝灰質砂岩

匿璽頁岩 •砂質頁岩及び砂岩

置冒デイサイト質角礫岩及び甜灰質砂岩

匿シルト岩•砂質シルト岩·涎灰岩及び砂岩
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本遠跡が所在する微高地上においては、 最も古い段階の遺構として古墳時代前期（塩釜式期）

まで遡るものがいくつか知られている。 本遺跡南寿福寺地区では、 住居跡は未発見であるが土

壊が数基発見されており、 土師器杯•高杯・器台・ 壺・ 甕・甑などが出土している。 この時期の遺

構としては、 多賀城跡や多賀城廃寺跡の立地する丘陵部において方形周溝裟や竪穴住居跡が発

見 されているが、 本遺跡の立地する沖積地ではまだあまり知られていない。 続く中期（南小泉式

期）になると、 微高地上のほぼ全城に亘って造構が発見 されている。 本遺跡西端部の後地区では、

昭和39年の土取り工事の際に大量の土器が発見され、 緊急調査が行なわれている。 住居跡は発

見 されなかったが、 石製模造品とともに土師器壺• 高杯などが出土し、 祭祀遺跡と考えられた

（註4) 。 隣接する山王遺跡においても良好な資料が発見されており、 同遺跡西町浦地区から

は、 竪穴住居跡や方向に規則性のある細長い土横などが発見され、 大量の遺物が出土している。

同地区では、 各遺構及び堆積層から石製模造品のみならずその原石や未製品も発見されており、

模造品を作っていた住居跡も確認されている。 山王遺跡東町浦地区では幅約 3mで「コ」の字

形にめぐる溝跡が発見されている。 東西約40 mを計る大規模な遠構であり、 その周辺からは古

式須恵器の杯身、 杯蓋、 迎、 把手付椀、 甕などが複数発見されている。 新田 ・ 山王迫跡の立地

するこの微高地は、 古墳時代中期にはまだ沖積作用が進行中であり、 山王遺跡東町浦地区では

現在の地表から約1.4 m掘り下げたところで堰状の遺構が発見されている。 この微高地が現在

の姿とほぼ変わらない状況になるのは古墳時代後期頃であろう。 後期（栗囲式期） の遺構とし

ては、 本遺跡後地区において、 約200 点の土器を浅いくぼみに据えた祭祀追構が発見されてい

る。 また、 同地区では先に述べた昭和39年の土取り工事の際にこの時期の土器も発見されてい

る（註5) 。 しかし、 他の遺跡において該期の資料はあまり知られておらず 、 わずかに八幡沖

遺跡の西側に接した地点や館前遺跡などから少磁出土しているにすぎない（註6) 。 ま た、 後

期でも一段階古い住社式期の遠構・ 遠物はこれまで市内では全く発見されていない。 古墳時代

後期の様子については今後の発見に期待するところが大きい。

奈良•平安時代の遺構は市内のほぼ全域に広く分布しており、 中には集中している地域もみ

られる。 本遺跡の東方約1.5 kmの低丘陵上に立地する多竹城跡は、 陸奥国府と鎮守府が瞳かれ

たところで、 その周辺に立地する高崎遺跡、 市川橋遺跡、 山王遺跡そして本遺跡では厖大な数

の遺構や遠物が発見されている。 市川橋遺跡水入地区では掘立柱建物跡によって構成されるプ

ロックがあり、 それらとセットになる井戸跡も発見 されている。 また同遺跡高平地区では微高地

に立地しているところには掘立柱建物跡や竪穴住居跡があり、 低湿地部分は水田となっている

ことが判明している。 新田・ 山王遺跡は、 各地区で掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 井戸跡、 溝跡

などが発見されており、 新田遺跡北寿福寺地区と山王遺跡東町浦地区では東西方向にのびる幅

12mの道路跡も発見 されている。 山王遺跡発見の道路跡は多賀城外郭南辺築地と同方位をとっ
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番号 遺跡名 種別 時代 番号 遺跡名 種別 時代 番号 遺跡名 種別 時代
1 新田遺跡 包含地 古墳 、 奈良、 平安、 中世 10 高崎遺跡 包含地、 城館 奈良 、 平安、 中世 19 法性院遺跡 包含地、 寺院跡 古代
2 安楽寺遺跡 寺院跡 古代末～中世 11東田中窮前遺跡包含地、 城館 古代、 中世 20 高原遺跡 包含地 古代、 中世
3 山王遺跡 包含地 古墳、 奈良、 平安 12 志引遺跡 包含地、 城館 旧石器、 古代、 中世 21 小沢原遺跡 包含地 古代
4 内館館跡 城 館 中世 13 稲荷殿古墳 円墳 古墳後 22 野田遺跡 包含地、城館 古代、 中世
5 特別史跡多賀城路 城柵踪、国府跡 奈良、 平安 14 桜井館跡 城館 中世 23 矢作ケ館跡 包含地、 城館 古代、 中世
6 西沢遺跡 包含地 古代 15 大日北遺跡 包含地 古代 24(仙台市）国史跡岩切城跡城館 鎌倉～室町
？市)I(ほ遺跡 包含地 縄文、 弥生、 古墳、奈良、 平安 16 六貫田遺跡 包含地 古代 25(仙台市）洞ノロ遺跡 包含地 平安、 中世、 近世
8 丸山囲古墳群 円墳 古墳中・ 後 17 八幡館跡 包含地、 城館 古代、 中世 26(仙台市）洞ノロ古碑群 鎌倉
9 特別史跡多買城脱寺格寺院跡 奈良、 平安 18 留ケ谷遺跡 包含地、 城館 奈良 、 中世、 近世

第3図 遺踪分布図



ており、 新田・ 山王遺跡で発見されている建物跡や溝跡にも それと同方位のものがあることか

ら 、 多賀城周辺には計画的な地割が存在した可能性が考え られる。 また、 多賀城跡及びそれを

とりま く新田 ・ 山王• 市川橋• 高崎遺跡では、 中 国 陶 磁、 及び灰釉 ・ 緑釉陶器など高級な食器

類の出土屈が県内総出土嶽の過半数以上を占め、 銘帯や石帯な ど官人階級の所持品とみ られる

ものも各地区か ら 出土している。 こ の こ とは、 新田・ 山王 ・ 市川橋 • 高崎遺跡には多賀城 にか

かわりのある人々が住んでいたことを示唆するものであろう。

鎌倉• 室町 時代の遺構も市内各地にみられる。 特 に 本遺跡では周囲 に溝をめぐ ら せた武士の

屋敷跡が数か所で発見されており、 陶磁器をは じ め 、 古銭、 鉄製品、 石製品 、 木製品が大量に

出土している。 特に北寿福寺地区か ら 南寿福寺地区 にかけては、 周辺一帯の中心的な追構と見

ら れる大規模な屋敷跡が発見されており、 注目される。 昭和36年撮影の航空写真及び明治19年

作成の地籍図 （条賀城市役所税務課保管） を参考にすると、 そのような屋敷跡は本遺跡か ら 山

王遺跡西町浦地区にかけてほぼ連続して連なっている様子がうかが える。 その他の屋敷跡、 館

（たて） 跡としては、 本遺跡の東方約 0.8 kmの地点に内館跡、 西方約 1 kmの地点 に 洞 ノ ロ遺跡

（仙台市岩切） が所在している。 いずれも発掘調査は実施されていないが、 低湿地に突き出た

微高地上に立地しており 、 地籍及び航空写真を参考にすると周辺に溝をめ ぐ ら せていた様子が

うかがえる （註7 ) 。 以上のような生活の跡とは別に人々の信仰にかかわる遠跡 ・ 遺物もみら

れる。 本遺跡及び山王遠跡は中世の1共養碑である板碑の多い地域として知ら れている。 市内で

確認されている50基の内、 24基が新田・ 山王遺跡内 に所在 し ている。 特 に 本遺跡の南側にある

安楽寺古碑群には 8 基の板碑があり 、 最も古いものは正応 3 年 (1290) 、 最も新しいものは正

和 元年 (1312) の造立である。 これら はかつて七北田川の河原 にあったものを現在の地点に集

めたと言われている。

文献史学側の研究：中世の多賀城 については文献史学の立場か ら もいくつかの研究がなされ

ている。 本造跡及び山王遺跡を含む多賀城市の西部一帯は、 中世には 「高用名（こうゆうみょ う） 」

に含まれ、 陸奥国留守 所長官の支配する特別行政区域であったとされている。 鎌倉 時代初期に

陸奥国留守職に任ぜら れた伊澤氏は後 に 留 守 氏 を名のり、 この地域を支配したようである。

家に伝わる護渡状には 「岩切」「南宮」 「冠川（七北田川） 」な ど本遺跡周辺の地名が散見し、

留守氏の生活の基盤であった ことをうかがわせている。 また 、 同家の文書にしばしば見 られる

「荒野七町」の開墾の舞台を、 本遺跡北方の湿地帯に比定する考 え （註8) や、 観応 2 年 (13

5 1) の吉良貞家軍勢催促状に 見 ら れる 「岩切 、 新田両城之間、 連 日 合戦最中也」 とある内の新

田城を留守氏の主城とし、 その推定地を本遺跡の南側に位闘する安楽寺遺跡周辺に求める考え

（註9 ) な ども示されている。 ま た、 中世の多賀国府所在地については諸説があるが、 いずれ

にせよ、 本遺跡を含む岩切か ら 山王にかけての一帯を陸奥府中とする見方が多いようである。
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註 l 北村 信 • 石井武政 ・ 寒川 旭 • 中川久夫 r仙台地域の地質』 ー地域地質研究報告 秋田 ( 6 )
第98号 1986

註 2 註 l に 同 じ
註 3 山内消男 「石器時代 に も 稲 あ り 」 『人類学雑誌』 第40巻第 5 号 1925 
註 4 小笠原好彦 • 阿部義平 「宮城県新田遺跡出土の土師器」 r考古学雑誌』 第54巻第 2 号 1968 
註 5 註 4 に同 じ
註 6 昭和61年八幡沖造跡の西側に隣接す る地点 （仙台市） か ら 土師器長胴甕 が 1 点採集 さ れ て い る 。

多賀城市埋蔵文化財調査七 ン タ ー保管。 未報告。

註 7 加藤 孝 • 野崎 準 「多賀城市内の館跡」 r東北学院大学東北文化研究所紀要』 第 5 号 1973。

野崎 準 「中世宮城郡内の若干の考古資料」 『東北学院大学東北文化研究所紀要lJ 第10号 1979 
註 8 入間田宣夫 「郡地頭職と公田支配」 r日本文化研究所研究報告 別巻J 第 6 北 1968 
註 9 佐々木慶一 「中世の留守氏」 r水沢市史』 2 1976 
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番号 調 査 年 次 調 査 地 面 積 摘 要

1 第 1 次調査 新 田 字 後 奈良時代 、 平安時代、 中世の遠構、 遺物を発見。
（昭和56年度） 1.7 80m' 

2 第 2 次調査 山王字南寿福寺 古墳時代 、 奈良時代 、 平安時代、 中世の遺構
（昭和57年度） 3,100m' 遺物を発見。

3 第 3 次調査 山王字南寿福寺 同上
（昭和58年度） 3,7 00m' 

4 第 4 次調査 山王字北舟福寺 平安時代 、 中世、 近世の遺構、 造物を発見。
（昭和59年度） 1 ,800m' 

5 第 5 次調査 山王字北寿福寺 古墳時代 、 平安時代 、 中世の遺構、 遠物を発見。
（昭和61年度） 2,000m' 

6 第 6 次調査 山王字北寿福寺（昭和62年度） 3,090m' 奈良時代 、 平安時代 、 中世の遺構、 遺物を発見。

7 第 7 次調査 山王字北寿福寺 平安時代 、 中世の遺構 、 遺物を発見
（昭和63年度） 2.640m' 

8 第 8 次調査 山王字北痔福寺 古墳時代 、 奈良時代 、 平安時代 、 中世の追構
（昭和63年度） 3 . 150m' 

遺物を発見， 第 9 次調査 新 田 字 後 奈良時代 、 平安時代 、 中世の迫構、 遺物を発見
（昭和63年度） 1 ,  100m' 

10 第10次調究 古墳時代、 平安時代 、 中世の遺構、 遠物を発見。
（昭和63年度） 山王字北寿福寺 620m' 

11 第11次調査 山王字北舟福寺 古墳時代 、 平安時代 、 中世の遺構、 遺物の発見c
（平成元年度） 5.185m' 

12 試 掘 l 山王字北痔福寺（昭和56年度） 54m' 遺構、 遺物な し

13 試 掘 2 新 田 字 西（昭和56年度） 78m' 同上

14 立 合 1 新 田 字 北 関 合（昭和58年度） 7 2m' 同上

15 試 掘 3 新田字南安楽寺（昭和59年度） 120m' 同上

16 立 合 2 南宮字 一 里 塚（平成元年度） 10世紀前半以前の水田跡の可能性あ り 。

表 1 新田遺跡発掘調査概要一覧 （番号は第4 図の番号を示す）

第 II 章 記 載 の 方 法

1 遺構調査に係る 数値の計測

ここでは、 掘立柱建物跡の柱間及び方向の計測基準について記す。

柱間 ： 柱痕跡を確認できたものについ て は l m未満の数値の3桁目 を四捨五入し、 2 桁 目 ま

で記載する （例：O、 OOm) 。 柱痕跡を確認できなかったものについては、 柱穴の中心に柱位

濫を想定し、 l m未満の数値の 2 桁 目 を四捨五入し、 1 桁目 ま で記載する（例 ：約〇、 Om) 。

後者は有効数値とはなりえず、 一応の目 安にす ぎない 。

方向：基本的には側柱列で計測する。 両端の柱穴の柱痕跡を確認できた場合、 30秒以下は切

り捨て、 31秒以上を切 り 上げて記載する （例 ： O度〇分） 。 側柱両端の柱穴の片方でし か柱痕
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跡が確認できず、 少ない柱間で計測せねばなら ない場合、 或いは柱痕跡を確認できない場合は、

柱穴の中心に柱位置を想定して計測し、 30分以下は切り捨て、 31分以上は切り上げて記載する

（例 ： 約O度）。 後者は有効数値とはなりえず、 一応の目 安にすぎない。

2 遺物の種類

ここでは、 第皿 章以降の説明に用いる土器、 陶磁器の種類と概要について示す。

土師器： 古墳時代以降の酸化焔焼成による 軟質の土器。 古墳時代後期以降は内面をヘ ラ ミ

ガキし、 黒色処理を施す。 更に 9 世紀以降はロク ロ調整を施す。

須恵器 ：環元 炎焼成による硬質の土器。

赤焼き土器： 平安時代に出現する酸化焔焼成による土器。 ロク ロ調整後はヘ ラ ミ ガキ な ど

の再調整は施 さず、 黒色処理も行なわない。 この種の土器を どう位置づける

かについては県内 の各機関で評価が分 かれている。 多賀城跡調査研究所で

は、 酸化焔焼成に転 じ た須恵器と見て「須恵系土器」 と称し、 県文化財保護

課では、 ヘ ラ ミ ガキや黒色処理を施 さなくなった土師器と見て 「赤焼土器」

と称している。 器種構成については、 前者が杯や.Ilil.以外のものも含めている

のに対し、 後者は杯だけに限定して用いている。 出現、 消滅をめぐる時期に

ついても異なっている。 当セ ン タ ー では、 年代観や器種構成など内容につい

ては多賀城跡調査研究所の見解に従いつつも、 名称については、 昭和54年度

以降の報告書で用いている 「赤焼き土器」を使用している。

灰釉陶器： 灰釉を施した硬質の陶器。 こ の名称は古代のものに限定して用いる。

緑釉陶器 ： 緑色に発色する鉛釉を施した硬 • 軟質の陶器。

カ ワ ラ ケ ： 中世以降の酸化焔焼成による土器。 成形後 、 ロクロ調整するものとしないも

のとがある。 器種には椀と皿がある。

無釉陶器：釉を施 さず硬く焼き締めた陶器。 器種は壺 、 甕、 播鉢が主体。

施釉陶器： 中世以降の釉を施した陶器。 釉には灰釉と鉄釉とがある。

瓦質土器： 表面を燻し焼きした軟質の土器。 器種には火鉢、 福鉢などがある。

3 遺構の年代

中世以降の遺構の年代については、 現在のところ定点となるものを見出し得ないため、 出 土

した陶磁器の年代観に全面的に頼っている。 常滑窯製品については赤羽一郎氏の編年 （註10) 、

瀬戸 • 美濃窯製品については藤澤良祐氏と伊藤嘉章氏の編年 （註11) を用いた。

註10 赤羽一郎 r常滑焼ー中世窯の様相ー』 1984 

註11 藤澤良祐 「 ‘古瀬戸、 概説」 r美濃阿磁歴史館報』 ID 1984 

伊藤嘉章 「瀬戸 ・ 美濃窯における大窯生産J r岐阜市歴史博物館研究紀要J 2 1988 
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第 III 章 第 4 次 調 査

1 • 調 査 要 項

(1) 遠跡名 新田遺跡

(2) 所在地 多賀城市山王字北寿福寺53-7他

(3) 調査面積 1 , 800m' 

(4) 調査期間 昭和59年 6 月 1 1 日 -10月 5 日

(5) 調査主体 多賀城市教育委員会

(6) 調査担当 多賀城市教育委員会社会教育課

(7) 調査員 文化財保護係 高倉敏明 、 瀧口 卓、 石川俊英、 石本 敬

相沢清利 、 千葉孝弥

(8) 調査参加者 芳賀英実 、 赤間かつ子、 阿部敏子 、 阿部 ト シ子 、 阿部美津子、

阿部美智子、 阿部米子、 伊藤藤吉、 猪俣敏子、 浦山一馬 、 遠藤一代、

大友道子、 小野玉乃、 熊谷 あっ子 、 熊谷 き み江 、 黒崎庸治、 後藤恵子、

後藤はつみ 、 桜井エ イ 子 、 桜井喜作、 桜井静江、 桜井三千夫、

佐 々 木四郎、 佐藤節子、 佐藤サ タ 子 、 佐藤た ま 子、 佐藤東三、

佐藤と き 子、 佐藤三夫、 下道博信、 菅原絹代 、 鈴木 励 、 高野敏子 、

千葉享ー、 角 田静子、 鶴巻ま き 子、 早坂 え み子、 渡辺園恵 、 渡辺ゆ き 子 ．

(9) 調査協力 株式会社大東

大友藤造、 桜井清喜、 桜井周之助 、 桜井三弥、 佐藤辰雄 （地権者）

2. 調査に至る経緯

多賀城市の西部に位四す る 山 王 • 南宮 ・ 新田地区は市街化区域に指定 さ れ て お り 、 近年宅地

造成が盛ん な地区 で あ る 。 特 に 交通の便の良 い寿福寺地区 に おい て は 、 そ の傾 向 に 一層拍車が

か か っ て い る の が現状で あ る 。

本件に つ い て は 昭和58年 2 月 に地元の地権者 8 名 よ り 開発計画が示 さ れた 。 こ れは 山王字北

寿福寺の 9 , 378.57 m• を対象と し て 分譲住宅 を造成 し よ う と す る も の で あ っ た。

こ れ に 対 し 、 当教育委員会では造構の有無の確認、 ひ い て は そ の分布状況等 を 把握す る こ と

を 目 的 と し て 、 昭和58年 5 月 1 0 日 か ら 5 月 25日 ま で試掘調査 を 実施 し た 。

かつて 、 大規模に土取 り 工事 を 行っ た と い う 西側地区一帯 を避け 、 他の開発予定地内 に 8 本

の ト レ ン チ を設定 し た。 そ の結果、 第 3 · 4 · 5 · 6 · 8 ト レ ン チ に 於 い て建物跡の柱穴、 溝

跡、 土横等 を 発見 し 、 遺 物 も 土 師 器 、 須恵器や中世陶器等が出土 し た 。 一方、 第 1 · 2 ト レ

，
 



ン チ で は か な り 深 く ま で削平 さ れて い る状況がみ ら れ、 遺構、 遺物は発見で き な か っ た 。 以上

の所見 か ら 西側及 び北側地区一帯の4, 950.40面 は調査の対象か ら 除 外 し 、 南側地区 3,200m' の

内 、 比較的遺構が多 く 分布 す る 南側 1 , 800m' を対象 と し た発掘調査 を計画 し た 。 昭和59年 2 月 、

開発の主体 と な っ た株式会社大東 （仙台市六丁 目字土佐 3 番地の 5 ) か ら 発掘届 が提出 さ れ 、

同年 6 月 1 1 日 か ら 9 月30日 ま で発掘調査 を実施 し た 。

----」

00

( 
県 道 泉 • 塩 釜 線 L

 

。 60m 

第 5 図 試掘調査 ト レ ン チ配置図
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3. 調査方法と経過

今回の調査区は、 昭和57 · 58年度に実施した第 2 次調査区 （南寿福寺地区） の北東約 100 m

の地点に位置している 。 遺物の表面採集及び試掘調査の結果から遺構の存在が十分に予想され

�o 

調査に先立ち 、 測足基準点から原点移動を行なった (6月 4 日 ）。 調査区の設定については調

査予定地内に甚準点 1 ( X : -189 .000.000. Y : +11. 900. 000)と基準点2、 3、 4を設定し、 一

辺 3 m グ リ ッ ドで区画した ( 6 月 1 1 日 ）。 調査区は東西30 m、 南北60 mとし、 そ の面積は 1 , 800 m'

である o 調査区の グ リ ッ ドは、 東西をアルファベ ッ ト 、 南北をア ラ ビア数字で表示した。

試掘調査の結果より 、 本調査区には表土が厚 く 堆積していることが判明していたため、 6月12

日 より重機を導入してその除去を行なった。 それと並行して第Il 層上面で検出した近代以降の

溝数粂も逐次掘り上げていった。 遺構検出作業は6月1 8 日 より開始した。 これと並行して遺構

の輪郭をとらえたものからグリッド杭を利用して1 /100の略図の作成を行なっていくこととした。

調査区東壁の断面観察によると第m層上面と1V層上面が それぞれ遺構面となっている ことが判

明した。 しかし、 北半部は第1V層上面 ま で露出させてしま った部分があった。 一方、 南半部で

は第Ill層が良好に残っており 、 水田となっている 西端と南端においても その床土を除去す る と

北半部の第Ill層に対応す る 堆積層の一部や それを掘り込んだ遺構、 ま た、 それに覆われた遺構

などを検出す る ことができ、 二枚の遺構面を層位的に調査していくことが可能となった。 第Ill

層は一部削平されてはいるものの調査区のほぼ全域に堆積してい る ことが先の断面観察によっ

て判明していたため、 この層を介在 させること によって、 南半部と北半部各遺構の層位関係を

と ら え る可能性は残された。 こ う して南半部では第m層上面か ら掘り込ま れた遺構群 、 北半部

では第1V層上面で検出した遺構群の調査を同 時に並行して進め る こととした。 この 時点で各遺

構に多数重複しているも のが見られたことから、 調査を効率良 く 進め る ため7月J.6日遣り方の設

定を行ない、 遺構の掘り込みと実測を並行して 進める方法をとった。

南半部においては第m層上面で数基の

土城と多数の溝を検出し、 7 月1 0 日から

掘り込みを開始した。 溝には規模の大き

なものがあり 、 そのうち東西方向のもの

は 4 粂、 南北方向のものは 3条あった。

最も新しい S D 638と S D 639 · 640溝跡

は一部に土橋を有す る もので何らかの区

画となる溝の西辺と南辺の一部であ る と
土 墳 発 掘 風 景 (S K 661)

1 1  



考えられるに至った。 また、 南西隅近くから南へ向かって延びていく溝も検出することができ

た (S D 642溝跡） 。 本溝と重複 し 、 これより古 いS D 634溝跡も東西方向に走るS D 633溝跡が

その東壁に取り付 く ことから、 本溝と類似する形態を取るものであろうと見られた。 更にこれ

らと重複するS D 632· 635 · 636· 637 溝跡も残存状況は良好とはいえないまでも同様の形態を

取るものと推定するに至り、 5 時期の変遷があることを理解 し た ( 8月31 日） 。 8月上旬 、 南

半部における第皿 層 上面の調査がほぼ終了 し たのでその階を除去し 、 第W層上面の調査を開始

し た。 第lV 層上面より掘り込んだ遺構は数少なかったが、 灰 白色火山灰が堆積 し ていたSD 645 

· 646溝跡や中世陶器を出土 し たS D 631· 643溝跡、 S K 660など検出することができ、 本遺構

面上には古代～中世にかけてのものがあることを確認 し た。

一方 、 北半部で検出 し た遺構は柱穴と土城がほとんどで、 し かも密集 し た状況を呈 し て お

り、 南半部とは全く異なった様相を呈 し て い た。 柱穴は 、 多くのものが掘立柱建物跡と し て

まとまり、 それらは複雑に重複 し て いることが判 明 し た。 埋土中からは中世、 近世の遺物を出

土 し たものがあり、 その規模も小さなものが多 く 見られた。 また、 土壊も建物と重複 し ている

ものが多 く 、 この両者は密接に関連 し たものと推定された。 また 、 この建物跡や土横は南半部

で検出 し たS D 638 · 639 溝跡やS D 633 

· 634 溝跡など区画を成す溝とはほとん

ど重複するものがなく、 これらは建物跡

や土堀を溝で囲んだ一連の遺構と し てと

らえるべきものであると考えるに至った

( 8 月 3日） 。 S D653溝跡は調査区を東

西に走る大溝で、 今回検出 し た遺構の中

では最も古い遺構であり、 本遺構の掘り

上げをもってすべての遺構の調査は ほ ぼ

完了 し た ( 9 月25 日） 。 ところで、 北半

部の遺構のうち一部の建物跡や溝を除き、

多くの遺構の掘り込み面は不明なままと

なっていた。 そこでそれらの検討を目的

と し た補足調査を行なった。 これは調査

区東側に延びている建物跡について柱位

置想定部分に小 ト レ ンチを設定 し たもの

である。 その結果、 対象と し た建物の柱

穴はすべて第m層上面で検出することが

)
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できた 。 このことから南半部で検出した 5 時期の溝と北半部で検出した建物跡との関係は 、 層

位的にも矛盾しないことが明 らかとなった (10 月3日） 。 これに先立ち、 9 月27 日 に調査の概

要について記者発表を行ない、 9 月2 9 日 に は一般の人々を対象とした 現地説明会を開催した 。

10月 5 日 、 現場から器材の撤収を行ない、 すぺての調査を完了した 。

4. 層 序

調査区内を壁に沿って第VI層まで掘り下げたところ 、 南端部及び西端部は第N層まで大きく

削平を受けていた が、 ほかは各層がほぼ水平に堆積していた。 それらについての検討の結果、

二つの遺構面と一つの包含層を確認した 。 以下説明を加える。

第 I 層 表土。 厚さ0.2 -0.3 mを計る。

第Il 層 調査区のほぼ全域に堆積しており、 土質は第 I 層 に近似しているがより均質で若干し

まりがある。 近代以降の陶磁器が出土している。 厚さは 1 0 -30cmを計る。

第 IIl 層 調査区のほぼ全域に堆積している。 上面は中世 ・ 近世の遺構面となっており、 掘立柱

建物跡、 溝跡、 土渡など多数の遺構を検出している。 本 層 は rn a 、 ill b 、 ID C の三枚の

層に細分され、 厚さはそれぞれ19 -12cm、 20-12cm、 6 cmを計る。 このう ち Ill e 層 は

南側のみに堆積しており、 上面にはマ ン ガ ン が大晟に見られた 。 本層は調査区北端部

＼では単一層となっており、 厚さ36cmを計る。 また 、 調査区南端部の中央から南西隅に

かけて小範囲に分布している黒褐色土 (Illx 層） がある。 これは後述する第N層上か

ら掘り込まれた遺構を直接覆っており、 本層上から 掘り込まれた遠構は 、 第皿 層上か

ら掘り込まれたものとほぼ近い時期のものとみられることから、 本層は第m 層 に対応

するものと考えられる。

第 I 層 第 a 附

第 7 図 層 序 模 式 図

層 位I 土 色 I土 性
第 1 膚 黒褐色 (10 Y R ½) 砂質土
等 l 層 同 上 砂質土
第 ＂ 層 黒色 (10 YR½') 砂質土
第 m a層 暗褐色 (JO YR ¾) 砂質土
第川 閲り 黒褐色 (10 YR ½) 砂質土
第 m e府 同 上 砂質土
第皿x層 同 上 砂質土
第N濁 にぷい黄渇色(IOYR½) 枯質土
第N澤 淡黄色 (2.5Y¾) 粘質土
第 V 層 黒褐色 (lO YR½) 粘質土
第 VJ 層 灰黄色 (2.5 Y月） 砂質土

13 
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第N層 調査区全域に堆積している。 上面は古代 ・ 中世の遺構面と なっており、 その遺構の中

には10世紀前半に降下 し た と さ れている灰 白 色 火 山 灰が埋土中に堆積 し ているもの

もみられる。Na ·Nb 層の二層に細分 さ れ、 それぞれ厚 さ 10-22cm、 10cmを計る。

Nb 層 は調査区中央部に部分的に堆積しているものである。 この層より遺物 は 全 く 出

土 し ておらず、 最終の遺構面 と なっている。

第V 層 調査区全域に堆積する非常に しまりのある粘質土である。 厚 さ 5 0cmを計る。

第VI層 本遺跡周辺一帯の基盤と なっている砂層である。

5. 発見 し た 遺構 と 遺物

第 4 次調査で発見 した遺構には 、 掘立柱建物跡30棟、 井戸跡15 基、 土横12基、 溝跡25 条 、 焼

土遺構 1 基、 畝状遺構などがある。 以下 、 主な遺構とその出土遺物について概要を述べ、 その

後に堆積層出土の遺物について説明する。

A. 掘立柱建物跨

(1) S B  601建物跡

東西3間、 南北 1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 柱穴は第m層上より掘り込まれている。

柱穴はすべて検出 し ており、 北側柱列西より 1 間 目 の柱穴を除 く すべての柱穴で柱痕跡を確認

している。 S B612 建物跡、 S E6 8 1 井戸跡 と 重複しており、 新旧関係はいずれのもの と も不

明 である。 本建物跡の方向は 、 北側柱列でみる と 東 で 4度38分北に偏 し ており、 南側柱列でみ

る と 東 で 3 度40分北に偏している。 桁行については 、 北側柱列で総長7 . 42m 、 柱間 は西より5 .

llm ( 2 間分） ・ 2-. 32m、 南側柱列で総長7. 5 1m、 柱間は西より2. 5 0m · 2. 6 0m · 2.42mであ

る。 梁行柱間は東妻で3. 88m 、 西妻で3.97m である。 柱穴の平面形は 、 楕円形を呈するものや

不整形のものがあり、 規模は長径65 cm、 短径40cm前後である。 柱穴の断面形は逆台形を呈する

ものが多 く 、 柱の部分を一段深 く 掘り込んだものもある。 柱はいずれも掘り方の底面に接 し て

据えられているが、 その底面レベルを比較すると、 、 北側柱列では両端のものが深 く 、 中間の柱

穴との比高差は10-1 8cmである。 一方、 南側柱列の場合はその反対で、 両端のものが浅く比高

差は16-18cmである。 埋土は地山 の小粒を含む黒褐色土である。 柱は 、 柱痕跡より径13-16cmで

ある。 本建物跡では南側柱列のすべての柱穴に切り取り穴を確認 し た。 埋土はしまりのない褐

灰色砂質土である。 北側柱列については近代以降の溝で削平されているため不明である。 また、

北側柱列の北に接 し て、 2 個の小柱穴からなる柱列を検出した。 本建物を南北の中軸線で折

り返した際、 これ ら は ほぼ対称の位置にくることから、 本建物跡の北側柱列に取り付く縁にな

る可能性がある。 この柱穴は 、 径25 -30cmの円形を呈しており、 柱痕跡はいずれの柱穴でも確



認 し ていない。 縁の出は約0.7mである。

遺物は出土していない。
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第 8 図 S B  601 • 612建物跡平面図及びSB 601柱穴エ レベー シ ョ ン

{2) S B  612建物跡

東 西 2 間、 南北1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 柱穴は第1]] 層 上より掘り込まれている。

北東隅の柱穴は、 近代以降の溝によって破壊されている。 S B601 建物跡、 S E681 井戸跡と

重複しているが新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 南側柱列でみると東で約22度北に
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偏 し て い る 。 桁行は南側柱列で総長約 6 . 2 m 、 柱間は西よ り 約 3 . 0 m · 3 . 18m で あ る 。 梁行柱

間は西妻で約 3 . 9 m であ る 。 柱穴は 、 径42cmの円形や、 長径36cm ・ 短径26cmの楕円形の も の な

どがあ る 。 埋土は地山の小粒 を含む黒褐色土 であ る 。 柱は 、 柱痕跡 よ り 径約14cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(3) S B  602建物跡

東西 3 間 、 南北 1 間 の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第N層上で検出 し た 。 柱穴は南東隅の も

の が一部破壊 さ れ て い る ほ かはすべて検出 し 、 そ の う ち三つ の柱穴で柱痕跡を確認 し て い る 。

S D  645 · 656 溝跡、 S B 628 · 629 建物跡、 S E 688 井戸跡 と 重複 し て お り 、 S D 645溝跡

よ り 新 し く S B 629 建物跡、 S D 656 溝跡よ り 古 い 。 他の遺構 と の新旧関係は不明 で あ る 。 本

建物跡の方向は 、 北側柱列でみ る と 、 東で約 3 度北に偏 し て い る 。 桁行は北側柱列で総長約4 . 5

m 、 柱間は西 よ り 約1 . 2m · 3 . 28m ( 2 間分） 、 南側柱列で総長約7.7m 、 柱間は西 よ り 約 l . l m

• 約2.3m ・ 約1.3m で あ り 、 西妻よ り 1 間 目 に比 べ 2 間 目 がやや広い。 梁行柱間は·、 東妻が約

J 

El64 
I

£167 

第 9 図 S B  602建物跡平面図

1 . 9m 、 西妻が約2.0m

で あ る 。 柱穴は 、 径25

-30cmの円形 を 呈 し 、

N 43 埋土は地山小粒 を 含 む

．．
 

3
 

黒褐色土であ る 。 柱は

柱痕跡 よ り 径10�15cm

で あ る 。

遺物は 、 埋土 か ら 無

釉陶器甕の体部破片が

1 点出土 し て い る 。

(4) S B  603建物跡

北側に廂、 南側 に 張 り 出 し 部 を設 け た 東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第 N層上で検出 し た。 身

舎は東西 4間 、 南北 1 間 であ り 、 廂 は そ れ と 東妻 を そ ろ え て 東西 3 間 、 南北 1 間で あ る 。 張 り

出 し部は 1 間四方であ り 、 身舎南側柱列の東妻か ら 1 間 目 の柱穴 （検出 で き ず） の東側に柱穴

を設け 、 そ こ か ら 南へ 1 間分出 し た も ので、 東側は身舎東妻と 柱筋 を そ ろ え て い る 。 柱穴は身

舎南側柱列の内一つ を検出 で き な か っ た が、 他はすべて検出 し て お り 、 そ の内 9 個の柱穴で柱

痕跡を確認 し て い る 。 S B 605 · 606 · 607 · 620 · 622 · 628 · 629 · 630建物跡、 S S 677 · 689 

井戸跡、 S D 644 · 645 · 653溝跡 と 重複 し て お り 、 S D 644 · 645 · 653 溝跡、 S E 677 井戸跡

よ り 新 し い が、 S B 622 · 630 建物跡 よ り 古 い 。 他の も の と の新旧関係は不明 で あ る 。 本建物

16 
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跡の方向は、 身舎北側柱列でみると東で5 度54分北へ偏している。 柱間については模式図（第

11図） によって示す。 柱穴は身舎北側柱列両の内、 東妻と西妻から 1 間 目の二つがやや大きく、

径50-60cmの円形を呈 し ている。 柱は柱痕跡より径20-17cmである。 他の柱穴は径25 -35 cmの

円形を呈する も のや長軸40cm ・ 短軸25cmの楕円形を呈する も の な ど一様ではない。 柱は、 柱痕

跡より径約15cmであるが、 南側の張り出 し の も のは径約10cmと小 さい。 なお身舎北側柱列で東

妻と東妻から 1 間 目の間、 身舎入側柱列で東妻と東妻から 1 間 目 の間及び西妻と西妻から 1 間

目 の間において、 柱筋上に柱穴を検出 し ている。 これらの規模は他の柱穴と比較して さほど差

のない も の も あるが、 柱痕跡はやや小さめであ り間柱と考えられる。

遺物は、 柱穴埋土より土師器 甕や赤焼き土器杯の小片が数点出土 し ている。
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第11図 S B  603 模 式 図

(5) S B  607 建物跡

東西2間、 南北1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 第N層 上で検出 し た。 柱穴はすべて検出

し ており 、 その う ち 4 個の柱穴で柱痕跡を発見 し ている。 S B 603 · 605 · 622 · 630 建物跡、

S D  644建物跡と重複 し ており 、 S B 605 建物跡、 S D 644溝跡より新 し い。 他の遺構との新

旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 北側柱列でみると東で0 度14分北に偏している。 桁

行については、 北側柱列が総長2.64m、 柱間は西より1.28m· 1. 36mであり 、 南側柱列は総長

約2. 8 mである。 梁行柱間は、 東妻が1.94m、 西妻が約2. 0 mである。 柱穴は径25 -40cmの円

形を呈し、 柱は柱痕跡より10-18cmである。

遺物は、 柱穴から赤焼き土器の小片が出土 し ている。

(6) S B  611建物跡

東西 3 間 、 南北2間の東西棟掘立柱建物跡である。 第I\「 層 上で検出 し た。 内部に2個の柱穴

を検出 しており 、 それらは両側柱及び両妻のそれぞれ対面する柱穴の柱筋上に位置 している。 柱

1 8  
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穴はすべて検出 し て お り 、 そ の 内 5 個の柱穴で柱痕跡 を確認 し て い る 。 S B 620 建物跡、 S E

687 井戸跡、 S D 644 · 653 溝 と 重複 し て お り 、 S D 644 · 653溝跡よ り 新 し い が、 S B 620 

建物跡よ り 古い。 S E 687井戸跡 と の関係は不明であ る 。 本建物跡の南側柱筋は後述す る S B

614 建物跡の南側柱筋と 一致 し て い る 。 本建物跡の方向は北側柱列 でみ る と 東で約17度北に

偏 し て い る 。 桁行は南側柱列で総長 約 6 . 3 m 、 柱間は西よ り 2.0 m · 1 .8 m · 2 . 6 m 、 北側柱

列で総長約6.4 m 、 柱間は西よ り 2 . 1  m · 4.  25m ( 2 間分） であ る 。 梁行は西妻で総長約 5.6 m 、

柱間は北よ り 3 . Z m · 2 .4 m 、 東妻で総長約 5 . 5 m 、 柱間は北よ り 3 . 6 m · 2 . 0  m で あ る 。 柱

穴は径20-40cmの円形あ る い は一辺25-35cmの方形 を 呈 し 一様では な い。 柱は柱痕跡 よ り 径約

12cmであ る 。

遺物は、 柱穴か ら 赤焼 き 土器杯の小片が 1 点出土 し て い る 。

(7) S B  614建物跡

東西 1 間、 南 北 1 間の東西棟掘立柱建物跡であ る （註 1 ) 。 第N層上で検出 し た。 S B 603 · 

620 建物跡、 S E 677 · 678井戸跡、 S D 644 · 645 溝跡 と 重複 し 、 S E 677 井戸跡 よ り 古い

が、 S D 644 · 645 溝跡 も り 新 し い。 S B 620建物跡 と の関係は不明であ る 。 本建物跡の方向

は北側柱列でみ る と 、 東で北に17度26分偏 し て い る。 桁行に つ い て は、 北側柱列で3. 64m 、 梁

行について は西妻で約 2 . 7 m で あ る 。

西に隣接す る S B 611 建物跡 と は方向 を ほぼ同 じ く し 、 南側柱列は柱筋 を そ ろ え て い る 。 両

建物跡の間隔は 、 本建物跡南西隅の柱穴 と S B 611 建物跡南東隅 の柱穴の中心で計 る と 約 2 m

であ る。 遺物は出土 し て い ない。

(8) S B  605建物跡

東西 2 間 、 南北 1 間の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第N層上で検出 し た。 S B 603 · 607 · 

622 · 630建物跡、 S K 669 土横、 S D 644 · 651 溝跡 と 重複 し て お り 、 S D 644 よ り 新 し く 、

S 8 622 建物跡、 S K 669 土横、 S D 651 溝跡よ り 古い。 他 の も の と の関係は不明 であ る 。 本建物

跡の方向は 、 北側柱列でみ る と 東で約1度北に偏 し て い る 。 桁行については北側柱列で総長約3 . 9

m 、 柱間は西よ り 約 2 . 1 m · 1 . 76m 、 南側柱列で西よ り 1 間分が約 2 . 2 m であ る 。 梁行柱間は

西妻で約 3 . 4 m であ る 。 柱穴の形状は 、 そ れ ぞれ異 な り 一様では な い。 柱は柱痕跡よ り 径14-

18cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(9) S B  606建物跡

東西 2 間、 南北 1 間 の東西棟掘立柱建物跡であ る。 第W層上で検出 し た。 S B 603 · 610 · 

621建物跡、 S E 677 井戸跡、 S K 667 土堀 と 重複 し て お り 、 S E 677井戸跡よ り 古 く 、 S K

667 土横 よ り 新 い ) 0 他のものと の新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 東で1 度23分南

註 1 両側柱 と も 中央が他の遺構 と 重複 し て い る ため桁行が 2 間 と な る可能性がある。

20 他の建物の形態を考慮す る と そ の可能性の方が大 き い。



に 偏 し て い る 。 桁行に つ い ては北側柱列で総長3.32m 、 南側柱列で総長約 3 . 2 m であ る 。 梁行

柱間は西妻で2.64m で あ る 。 柱穴は径30-35cmの円形や一辺30cmの方形 を 呈 し 、 柱は柱痕跡よ

り 径10-18cmの丸柱で あ る 。

遺物は出土 し て い な い。
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(10) S B 610建物跡

東西 2 間 、 南北 1 間の 東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第N層上で検出 し た 。 南東隅の柱穴はS

E 680 井戸 に よ っ て破壊 さ れて お り 、 検出 で き な か っ た 。 柱痕跡は 2 つ の柱穴で確認 し て る 。

S B  606 · 613 · 621 · 624 · 625建物跡、 S E 680井戸跡、 S K 672 · 677土横、 S D 651 · 

653溝跡 と 重複 し て お り 、 S K 667土横よ り 新 し く 、 S B 625建物跡、 S E 680井戸跡よ り 古 い 。

他 の も の と の新旧関係は不明であ る 。 本建物跡の方向は 、 北側柱列でみ る と 東で約3度北に偏 し

て い る 。 桁行は北側柱列で総長約4. 5m 、 柱間は西 よ り 2. l m · 2 . 4 m で あ る 。 梁行柱間 は西妻で

約 2 . 7 m であ る 。 柱穴は長径45cm 、 短径38cmの楕円形や径28-32cmの円形を呈 し て い る 。

遺物は出土 し て い な い。

(11) S B  613建物跡

東西 2 間以上、 南北 1 間 の東西棟掘立柱建物跡 で あ る 。 第 N層上で検出 し た 。 S B 603 ·610 

· 627建物跡、 S K 672 土渡、 S D 651 · 653 溝跡 と 重複 し て お り 、 S K 672 土披、 S D 651 

· 653溝跡 よ り 新 し い。 他の も の との新旧関係は不明である 。 本建物跡の方向は 、 北側柱列でみ る

と 東で約22度北に偏 し て い る 。 桁行 に つ い て は北側柱列で西 よ り 約 2 . 2 m ・ 約 2 . 3 m であ り 、 南

側柱列で約 2 . 3 m で あ る 。 桁行柱間 は西妻で約 3 . 0 m で あ る 。 ．柱穴は径3 0 cmの円 形 を 呈 し 、 柱

は柱痕跡 よ り 径18cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(12) S B 621建物跡

東西 2 間 、 南北 1 間 の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第 W層上で検出 し た 。 南側柱列の中央の

柱穴は 、 近代以降の溝に よ っ て破壊 さ れて い る 。 S B 606 · 610建物跡、 S E 679 井戸跡、 S

K 667土城 と 重複 し て お り 、 S E 679井戸跡、 S K 667土城よ り 新 し い 。 本建物跡の方向は 、 北

側柱列でみ る と 東で約40度南 に偏 し て い る 。 桁行について は北側柱列で総長約4.2m 、 柱間は西

よ り 1 .93m ・ 約 2 . 2 m であ り 、 南側柱列で総長約4 . 0 m であ る 。 梁行柱間はいずれ も 約2 . 6m であ

る 。 柱穴は径26-32cmの円形 を 呈 し 、 柱は柱痕跡 よ り 径12-16cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(13) S B  628建物跡

東西 2 間 、 南北 l 間 の 東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第N層上で検出 し た。 柱穴はすべて検出

し 、 そ の う ち 3 か所で柱痕跡 も確認 し て い る 。 S B 602 · 603 · 629建物跡、 S D 645溝跡、 S E 689

井戸跡 と 重複 し て お り 、 S D 645溝跡 よ り 新 し いが他の も の と の新旧関係は不明である 。 本建物跡

の方向は 、 北側柱列でみ る と 東で約31度南に偏 し て い る。 桁行に つ い て は北側柱列で総長 約 4 . 4

m 、 柱間は西よ り 2,0 m ・ 約 2.4 m 、 南側柱列で総長約4.5 m 、 柱間は西よ り 約 2 . 2 m ,  約 2 . 3

m であ る 。 梁行柱間は西妻で2. 90m 、 東妻で約 2.9 m であ る 。 柱穴は径24-38cmの円形を呈す



るものと一辺30cmの方形を呈するものがあり、 柱は柱痕跡より径14cmである。

遺物は 、 柱穴埋土より赤焼き土器杯の底部破片 l 点が出土 し ている。

(14) S B 620建物跡

東西4間 、 南北 1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 第N層上で検出した。 柱穴はすぺて検出

し た。 SB603· 611 · 614建物跡、 SE67 8 · 690 井戸跡、 SD644 · 653溝跡と重複 し て おり、

S D  644 · 653溝跡、 S E  690 井戸跡より新しい。 他の遺構との新旧関係は不明である。 本建

物跡の方向は、 南側柱列でみると東で23度15分南に偏している。 桁行については北側柱列で総
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より 2.3m · 1. 8 mである。 梁行柱間は東要が約 4. 2m、 西妻が約 3.9 mである。 柱穴は四隅

の柱がやや大きく径33-4lcmの円形、 ま たは一辺40cmの方形を呈している。 他の柱穴は径約33

cmの円形または一辺25 cmの方径を呈している。 柱は柱痕跡より径約15cmである。 また本建物跡

の両側柱列では、 西妻と西妻より1 間 目 の柱穴との 間 に 間柱と考 えられる柱穴を検出している。

これらの規模は、 他の柱穴に比ぺて小規模であり、 径20-25 cmの円形を呈している。 柱痕跡を

確認しているものはない。 本建物跡を棟通りで折り返すと、 これらはほぼ同位置にある。

遺物は、 柱穴から土師器杯• 赤焼き土器杯の小片が出土している。

(15) S B  629 建物跡

東西 2 間 、 南北1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 第N層上面で検出

した。 柱穴はすべて検出しており、 東妻の 2 個の柱穴で柱痕跡を確認し

ている。 S B 602 · 603· 628 建物跡、 SD 644· 645 溝跡、 SE 689 井戸跡

と重複しており、 S B 602 建物跡、 S D 644 · 645 溝跡より新しい。 他

のものとの新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 東妻でみると北

で1 7度45分東に偏している。 桁行については、 北側柱列で総長約2.6m、

柱間は西より約1.5m ・ 約l.lm、 南側柱列で総長約 2. 8 m、 柱間は西より

約1.4m · 1. 45mである。 梁行柱間は東妻で2. 4m、 西妻で約 2. 4mである。

こ

0 5 cm  
I I I I I ,  I 

第15図 S B 629建物跡
出土土器

遺物は柱穴埋土より カ ワ ラ ケが 1 点出土している。 ロクロ調整されており

底部には回転糸切り痕を残している。 胎土には砂粒を含み、 赤褐色を呈している（第15図） 。

(16) S B 608 建物跡

調査区東壁際で検出した掘立柱建物跡である。 大半が調査区外にあたるため規模などは不明

であるが、 南にのびる可能性は少ないであろうという仮定のもとに検出した3 個の柱穴を西妻

と北側柱の一部と見て、 東 西 2 間以上、 南北1 間の東西棟と考え ておきたい。 柱穴は第旧 層 上

から掘り込まれている。 S B 604 · 624建物跡、 S E 683井戸跡と重複しており、 S E 683井

戸跡より古いが他のものとの新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 北側柱列でみると東

で約 8 度北に偏している。 桁行柱間1.60m、 梁行柱間は約 2.3 mである。 柱穴は径30cmの円形

を呈し、 柱は柱痕跡より径約1 3cmである。

遺物は出土していない。

闘 S B  604建物跡

調査区東壁際で検出した掘立柱建物跡である。 3 個の柱穴を検出したにすぎないが、 そ れら

を西妻と南側柱とみれば東西 l 間以上 • 南北1 間の東西棟と考え られる。 柱穴は第 m 層 上から

掘り込まれている 。 S B 608 · 624 · 625 建物跡、 S E 680 · 683井戸跡と重複しており、 S

E 680 井戸跡より新し く S E 683 井戸跡より古い。 他の遺構との新旧関係は不明である。 本建



物跡の方向は 、 南側柱列でみると東で約3度北に偏しているが、 西

妻は発掘基準線 とほぼ一致している 。 桁行柱間は南側柱列で西より

1 間分が1. 62mで あ り、 梁行柱間は3. 48mで ある。 柱穴は径5 0-80

cmの円形を呈している。 北西隅の柱穴で見ると 、 壁はほぼ垂直に掘

り込まれており 、 深 さは約38cmである。 埋土は地山小粒を含む黒褐

色土で あ る 。 柱は柱痕跡より径14-20cmである。

遺物は出土していない。

(18) S B 625 建物跡

調査区東壁際で検出した掘立柱建物跡である。 東半部が調査区外へ出るため全体の規模は不

S
L
 

N
T
 

柱痕跡
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lm 

第16図 S B 604建物跡
北西隅柱穴断面図

明であるが、 検出した 5 個の柱穴を西妻と両側柱列の一部 と 考え、 一応東西2 間以上、 南北2

間の東西棟と考えてお き たい。 柱穴は第皿 層 上 か ら 掘り込まれている。 S B 604 · 610 · 624 

建物跡、 SE 680 井戸跡と 重複しており、 S B 610建物跡、 S E 680 井戸跡より新しいが他の

第16図 S B  625 出土古銭

ものと の新旧関係は不明である。 本

建物跡の方向は 、 西妻で見ると北で

約22度東に偏している。 桁行柱間は

西妻より 1 間 目 が北側柱列で約 1. 7 

m、 南側柱列で約 1. 6 mである。 梁

行は総長約3. 6 m、 柱間は北より約

2.0m ・ 約1.6mで あ る 。 柱穴は径20

-32cmの円形を呈 し 、 柱は柱痕跡よ

り径14cmである。

遺物は 、 柱穴埋土より古銭 〔文久

永宝） (1863年鋳造）が1 点出土して

い る （第16図） 。 劣化が著しく、 背文

は不明。
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(19) S B  624建物跡

調査区東壁際で検出した掘立柱建物跡である。 大半が調査区外へ出るため規模など不明であ

るが、 検出した4 個の柱穴を西妻と北側柱列の一部と見て、 一応東西2 間以上、 南北2間以上

の東西棟と考えておきたい。 柱穴は第1ll 層上より掘り込まれている。 S B 604 · 608 · 625 建

物跡、 S E 680 · 683井戸跡と重複しているが新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 北

側柱列でみると東で約38度北に 偏 し ている。 桁行柱間は 2 間分で4. 94mであり、 梁行柱間は北

より1 間分で約 1.5 mである。 柱穴は長径44cm 、 短径30cmの楕円形を呈し、 柱は柱痕跡より径

12-16cmである。 遺物は出土 し ていない。

(20) S B  622建物跡

東西 2 間、 南北1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 第N層上で検出した。 柱穴はすべて検出

している。 SB 603· 605 · 607 · 630 建物跡、 S D 644溝跡と重複しており、 S B 603 · 605 建物

跡、 S D 644 溝より新 し い。 他の遺構との新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 北側

柱列でみると東で約29度南へ 偏 し ている。 桁行は北側柱列が総長約3. 0 m、 南側柱列が総長約

3. 2 mである。 梁行柱間は、 東妻が約 2.5 m、 西妻が約 2. 4mである。 柱穴は径約1 8-25 cmの

円形、 または30cm四方の方形を呈 し ている。 柱は柱痕跡より 径12-20cmである。

遺物は、 柱穴埋土か ら カ ワ ラ ケの小片が 1 点出 土 し ている。

(21) S B 630 建物跡

東西 2 間、 南北3間以上の南北棟掘立柱建物跡である。 第W層上で検出 し た。 S B 603· 607 
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第18図 S B 622 • 630建物跡平面図
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· 622 建物跡 、 S D 644 · 656 溝跡 と 重複 し て お り 、 S D 656 溝跡 よ り 古い がS D 644溝跡、

S B  603 建物跡よ り 新 し い 。 他の も の と の新旧関係は不明であ る 。 本建物跡の方向は 、 南妻で

み る と 東で約30度南 に偏 し て い る 。 桁行柱間は 、 東側柱列では南 よ り 1 . 52m ・ 約 2. 1 m 以下不

明 で あ り 、 梁行柱間は総長約 4.0 m 、 柱間は西よ り 約 2 . 1 m · 1.88 m であ る 。 柱穴は 径約30

cmの 円形や 30 X36cmの長方形 を 呈 し て お り 、 柱は柱痕跡 よ り 径10-17cmであ る 。

遺物は 、 柱穴埋土 よ り 無釉陶器揺鉢の体部破片 1 点が出土 し て い る 。

(22) S B  616建物跡

東 西 3 間以上 、 南北 1 間以上の東西棟掘立柱建物跡であ る 。 第W層上で検出 し た 。 北側柱列

と 東妻の一部を検出 し た に と どま り 、 全体の規模は不明であ る。 S B 617 · 618 · 619 建物跡 と 重

複 し て お り 、 $ 8 618 · 619建物跡 よ り 古い。 S B 617建物跡 と の新旧関係は不明 であ る 。 本建物

跡の方向は 、 北側柱列でみ る と 東で11度54分北に偏 し て い る 。 桁行柱間は 、 東 よ り 2 . 08m · 2 . 03

m · 1.97m で あ り 桁行 3 間の建物 と す れば総長 6 . 07m と な る 。 梁行柱間は北側柱列 よ り 1 間分

が約1.5m であ る 。 柱穴は30-40cmの円形 を 呈 し 、 柱痕跡 よ り 径14-20cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(23) S B  619 建物跡

調査区北端部で検出 し た掘立柱建物跡で あ る 。 本建物跡は 、 西側の攪乱よ り 西 に は の び て い

な い ので、 東西は 3 間の建物と 見 る こ と がで き る 。
一応東西 3 間 、 南北 1 間以上の東西棟 と 考

え て お き た い 。 第N層上で検出 し た 。 S B 616 · 618建物跡 、 S D 655溝跡 と 重複 し て お り 、

S B  616建物跡よ り 新 し く 、 S B 618建物跡、 S D 655 溝跡 よ り 古 い。 本建物跡の方向は北側

柱列でみ る と 東で約12度17分南 に偏 し て い る 。 桁行柱間は東か ら 約 2 . 1 m · 1 . 8 m で あ り 、 梁行

柱間は約 1 . 3 m であ る 。 柱穴は径40cmの円形 を 呈 す る も の と 、 方形 を呈す る も の があ る 。 柱は

柱痕跡よ り 径14-18cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い 。
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第19図 S B 616 · 619建物跡平面図
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(24) S B  617 建物跡

調査区北端部で検出 し た掘立柱建物跡であ る 。 南半部が大 き く 破壊 さ れ て い る た め全体の規

模は不明 であ る が、 一応、 東西 3 間以上、 南北 2 間の東西棟 と 考 え て お き た い 。 第N層上で検

出 し た 。 S B 618 · 616 建物跡、 S D 655 · 656 溝跡 と 重複 し て お り 、 S D 655 · 656 溝跡よ

り 古 く 、 S B 618 建物跡 よ り 新 し い 。 S B 616建物跡 と の新旧関係は不明であ る 。 本建物跡の

方向は 、 北側柱列 でみ る と 東で約25度南 に偏 し て い る 。 柱間は 、 北側柱列で西 よ り 2 . 34m ·

約 2. 6 m 以下不明であ り 、 梁行は総長約 3 . 0 m と 推定 さ れ る 。 柱穴は45X40cm、 40X35cmの方

形、 あ る い は径40cmの円形 を 呈 し て い る 。 柱は柱痕跡 よ り 径14-18cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。

(25) S B 618建物跡

東西 3 間 、 南北 1 間以上の東西棟掘立柱建物跡で あ る 。 第N陪上で検出 し た 。 北側柱列では

すべての柱穴で柱痕跡 を確認 し て い る。 SB 616 · 617 · 619建物跡 と 重複 し て お り 、 そ れ ら よ り 新

しい。 本建物跡の方向は 、 北側柱列で見 る と 東で15度58分南に偏 し て い る 。 桁行は北側柱列が総

長5.67m 、 柱間は西 よ り 1 .37m · 2 . 38m · 1.93m で あ る 。 柱穴は径25-40cmの 円形 を呈 し 、 柱

は柱痕跡 よ り 径14�18cmであ る 。

遺物は出土 し て い な い。
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第20図 S B  617 · 618建物跡平面図
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(26) SB 623建物跡

東西 2 間 、 南北 1 間の東西棟

掘立柱建物跡である。 第N層上

で検出 し た。 柱穴は北側柱列の

中央の柱穴が試掘の際の ト レ ン

チ に より破壊されている。 本建

物跡の方向は、 南側柱列でみる

と東で約39度北に偏 している。

桁行につい ては南側柱列で総長

約4. 0 m、 北側柱列で約4. 2 m 

である。 梁行柱間は東妻で約2.5

m 、 西妻で約 2.7 m である。 柱

穴は径26-40cmの円形を呈し 、

柱は柱痕跡より径14cmである。

遺物は、 柱穴埋土より近世以
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第21図 S B 623建物跡平面図

降のものと思われる施釉陶器 （図版 22-4 ) が 1 点出 土 し て いる。 蓋のイ本部破片と見られ、

外面には褐色の釉が かけられている。 内面にも施釉されているが、 白っぽくかすれた状態であ

る。 胎土は橙色を呈 している。

(27) S B 615 建物跡

調査区東壁際で検出 し た掘立柱建物跡である。 4個の柱穴を検出 し たにと どまったため規模、

形態については不明であるが、 北へ延びる可能性は小さいであろうという仮定のもとに南北 2

間 、 東西1 間の南北棟あるいは東西2間以上、 南北2間の東西棟の両者が考えられる。 ここで

は一応後者としておきたい。 柱穴は第皿層 上より掘り込まれて いる。 本建物跡の方向は、 西妻

で見ると北 で約13度西に偏 し ている。 柱間については明確には示 し 得ないが南側柱列で西より

1 間分が約 3.1 m、 梁行柱間は西妻が総長約3.8 m 、 柱問は約1. 9 mである。 柱穴は径40-46cm•

の円形あるいは一辺48cmの方形を呈 し 、 柱は径15cmである。

追物は出土 し てい な い。

(28) S B  609 建物跡

南北2間以上 、 東 西 1 間以上の掘立柱建物跡である。 4個の柱穴を検出 し たにとどまったた

め 、 形態や規模につ いては不明である。 柱穴は第 m 層より掘り込んでいる。 S B 615· 626 · 627 

建物跡、 S D 653 溝跡、 S K 670 土横と重複 し 、 S K670 土城より新 し い 。 他のものとの新旧

関係は不明である。 本建物跡の方向は、 南北の柱列でみると北で約 5 度西に偏 し ている。 東西

29 



の柱間は約 3 . 1 m 、 南北の柱間は北よ り 約 2.4 m ・ 約 2. 7 m であ る 。

遺物は出土 し て い な い 。
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(29) S B  626建物跡

調査区東壁際で検出 し た掘立柱建

物跡で あ る 。 東半分は調査区外へ出

る た め 4 個の柱穴を検出 し た にす ぎ

な い が、 そ れ ら を西妻 と 南側柱列の

一部 と 見 て 、 一応東西 2 間以上、 南

北 1 間の東西棟と 考 え て お き た い 。

柱穴は第 皿 層上 か ら 掘 り 込 ま れ て い

る 。 S B 609 · 615 · 627 建物跡、

S K  670 土渡 と 重複 し て お り 、 S K

670 土 渡 よ り 古 い が他 の も の と の

新 旧 関係 は 不 明 で あ る 。 本建物跡

の方向は 、 南側柱列 で み る と 東で約

25度南 に偏 し て い る 。 桁行柱間は西

よ り 2.41m · 1 . 82m であ り 、 梁行柱

間 は 3 . 20m で あ る 。 柱穴は径30-40

cmの円形 を 呈 し て お り 、 埋土は黒褐

色の砂質土であ る 。 柱は柱痕跡 よ り

N 34 径12cmで あ る 。

oo
 

N 40 

N �1 

選物は出土 し て い な い 。

第22図 S B 609 • 615 • 626 · 627建物跡平面図

(30) S B  627建物跡

調査区東壁際で検出 し た掘立柱建物跡で あ る 。 東側が調査区外へ 出 る た め規模な どは不明で

あ る が、 検出 し た 5 個の柱穴を南妻と 西側柱列の一部 と みて 、 南北 3 間以上、 東西 2間以上の

南北棟 と 考 え て お き た い。 柱穴は第皿 層上か ら 掘 り 込 ま れ て い る 。 S B 609 · 613 · 615 · 626 

建物跡、 S K 670 土城 な ど と 重複 し て お り 、 S K 670 土横 よ り 古い が他の も の と の新旧関係は
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不明である 。 本建物跡の方向は 、 南妻でみると東で約19度南に偏し ている。 柱間については 、

南妻が2 間分で4. 33m である 。 桁行は 3 間分約6.5mまで検出した。 柱穴は長径42cm、 短径30cm

の楕円形を呈し、 柱は柱痕跡より 径12-14cmである。

遺物 は出土していない。

B. 井戸跡

(1) S E  676 井戸跡

調査区北半部の第N層上で検出した素掘 り の井戸跡である。 平面形は円形を呈し、 規模は直

径2.0 m、 深 さ 1. 4m である。 埋土は地山である褐灰色砂質土の小プロ ックや炭化物を多く含
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土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他
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砂質土。 炭化物を含む。 t-1 
々 褐色色砂f土粒や小71l·,ク、炭化物を含t·.
・ ・ ・ のプロ7クを多く 含t•。

隣あり.J:眉ほ厠1:1埠嵌色砂貫士h濃じる．
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咋色砂質土と 多量の晶褐色粘性土 を含む。 t-2
黒褐色帖質土 と 多量の胄灰色砂質土を含む。I
黒褐色帖質土粒少し含む。

第23図 S E  676井戸跡
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む上層 ( 1-5 層 ） と青灰色の砂質土を主体とする下層 ( 6 - 8 層 ） とに大別される。 下層

は南か ら北へ傾斜 して堆積し ており、 上の層 になるほど混入物を多く含んでいる。 また上層で

も下の方 ( 4 · 5 層） は グラ イ 化 し て粘性を帯びている。

遺物はカ ワ ラ ケ 、 須恵器、 土師器、 赤焼き土器、 瓦、 古銭 〔熙寧元宝〕 (1 068年初鋳） 、 欠き

取りのある板などが出土している。 第24図 2 は カ ワ ラ ケの底部破片資料である。 外面には回転

糸切り痕がみ られ、 内面には見込みに沿って粗くナ デつけた痕跡が認められる。

(2) SE 677 井戸跡

調査区北半部のS D 653溝跡の埋土上で検出 し た素掘りの井戸跡である。 S B 603 · 606 建

物跡、 S D 645 溝跡、 S K 667 土渡と重複しており、 S B 603建物跡より古いが他のものより

は新 し い。 平面形は多少歪みがあるがほぼ円形を

呈 し 、 規模は直径 1 . 7 m、 深さ 1 .6 mである。 埋

土は上中下の 3 つに大別できる。 5 層は青灰色の

砂質土や粘質土から成る しまりのない土で底面か

ら 中頃まで厚く堆積 し ている。 壁の崩落土かと考

え ら れる。 1 �3層は地山の小プロ ッ ク や炭化物

を含む層がレンズ状に堆積 し ている。 4層はグラ

イ 化 し て粘性を帯びている。 各層か ら は比較的多

くの遺物が出土 し ており、 ほとん どのものが破損

後廃棄さ れた状況を呈 し て いる。

遺物は、 無釉陶器 甕 • 播鉢、 土師器、 須恵器、

赤焼き土器、 木製品、 鉄製品、 石製品、 焼けた壁

土などが出土 している。 第26 図 5 は無釉陶器大甕

の口縁部である。 折り曲げた口縁部が頭部に密培

していわゆる 「王縁状」 口縁を呈し、 重厚で幅の

広い 口縁帯を形成している。 外面は肩の一部 に ヘ

ラ ナ デの痕跡が見 ら れるが他は丁寧に ヨ コ ナ デ調

整しており、 内面も成形 時に指で押えた跡がわず

かに残っているが全体に丁寧に ヨ コ ナ デ調整して

いる。 口径は推定で約5 6cm。 口縁部の特徴か ら 常

滑窯製品と考え られ赤羽一郎氏の編年によれば第

V段階前半(15 世紀後半）のものに類似 し ている。

第26 図 4 は無釉陶器 甕の底部破片資料である。
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番号 遠 物 名 層 位 図 版 登録凡 番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録No.
26-1 石 硯 ¢ ー 1 R-227 26-7 曲 物 £ - 3 R-07 

26-2 須恵器甕 ¢ ー 1 27-1 砥 石 e - 3  47-4 R-210 

26-3 無釉陶器揺鉢 、 - 4 27- 20 R -117 27-2 石 皿 e - 3  47-5 R -201 

26-4 無釉陶器甕 27-3 使用痕のある礫 £ ー3 R-217 

26-5 無釉陶器甕 23-18 R-039 27 -4  同 上 e - 3  R-135 

26-6 曲 物 ¢ ー 3 R - 07 

第26図 S E 677 井戸跡出土遺物
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内面の底部を中心に摩耗痕、 及びそれと重複して細かな剥離が認め られる。 第26図 3 は揺鉢の

底部の破片資料である。 内面には細かな剥離が全面に見られる。 第26図2 は研磨痕のある須恵

器口縁部破片である。 第26図 6 · 7 は曲物容器の側板である。 内面にはケ ビキが施されでおり、

7 には底板を固定 したと考えられる木釘の跡がある。 第27図2 は石皿と考え ら れる石製品であ

る。 内面は播鉢状にくぼみ 、 細かな剥離が認められる。 ま た この外面には「南元阿禰陀」 と墨

帯がみ ら れる。 「南」の右上にも墨痕はあるが判読できない。

(3) S E  67 8 井戸跡

調査区北半部のS D 653 溝跡埋土上で検出 し た索掘

りの井戸跡である。 S B 6 08 建物跡と重複して いるが

新旧関係は不明である。 平面形は円形を呈 し 、 直 径1.6

m、 深さ1.7mである。 埋土についてみると地山プロ ッ

クを含む上層 ( 1 - 3 層） とそれ ら を ほとんど含まない

下層 ( 4 - 7 層） とに大きく分けることができる。 6 ·7層は

木の細片などを多 く 混 じ える砂質土と粘質土で、 地山

の崩壊土と考え られる。 その上の方には粘性のある柔

らかな4,5層があり、 自 然に堆積 し た様相を呈 し ている。

上層は下の方ほど地山プロ ッ ク が多く入っており、 上

の方は少ない。 このような埋土のあり方は、 壁が崩落

し て途中まで埋まり、 し ば し 時間が経過 した後、 人為

的に埋め戻されたものと考え られる。

遺物は無釉陶器播鉢（第28図） 、 土師器、 須恵器、

赤焼き土器が出土 し ている。

r A 

A' 

l m  
,:, 芍マ
ぷ _ _,_.,,." こ：an

゜

遺 物 名

無釉陶器播鉢

層 位
1

図 版1登録凡

¢ ー 1 R-146 

第28図 S E  678 井戸跡出土遺物

番号 土 色 土 性 ・ 混 人 物 ・ そ の 他 層位
I 睛褐色 鰈色砂買土や地叩を若干訊'•ややしまりに欠Iiふ 1 - 1  
2 • 班色紗紅や地山uを多く合{.•。 下層がグ9 イ ltLて ＊ 

. (やや黒い）． 聞l'I仄色を旦L . 帖性を帝びている．r· やや黒い）
ごぞご悶ば=:烹

やあり 1 .� ,
• 暗胄灰砂質土を少量含む。

6 p訂 成色 砂質土。 暗褐色の帖質土が混じる。 ' t一3
加土輝色の帖'n±燐じる・ ＊片など多く人る。

第29図 S E  678 井戸跡
(4) SE 67 9井戸跡

調査区北半部の第N層上で検出した素掘りの井戸跡である。 S B 621 建物跡と重複 し ており、

それよりも古い。 平面形は円形を呈し、 規模は直径 l. O m、 深さ1.6 mである。 埋土は底面か

ら中頃にかけて粘質土の小粒を含んだ砂 (6 層） が厚 く 堆積し、 その上に地山の小プロ ッ ク を
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含んだ1 - 5 層が堆積し ている。 このよう な堆積状況より下層は自然に 埋没し、 その後人為的

に 埋め戻されたものと考えられる。

遺物は染付磁器、 施釉陶器、 瓦質土器、 土師器、 赤焼き土器が出土 している。 第31図3は染

付 磁器皿の底部破片資料である。 内面には呉須で二重の圏線の中に崩れた獅子文（？）を描き、 外

面には縦の条線を釘状のもので細く陰刻 し 、 高台に呉須で文様を描いている。 外底 （高台内）

には銘款を思わせる文字があるが判読できない。 第31図 1 は瓦質土器の火鉢である。 外面は燻

ペ焼により黒色を呈している。 底部際には横方向に ハ ケ メ がみ ら れ 、 内面はヨ コ ナ デ調整され

ている。 底部は砂底である。 第31図 2 は施釉陶器の椀である。 断面二等辺三角形の高台を有す

るやや深目の椀で、 高台はロ ク ロで削り出した後 、 ロ ク ロ ナ デ し て仕上げている。 体部下半に

は回転ヘ ラ ケ ズ リ が認められる。 高台及び外面体部下半をのぞ いて緑釉が施 されている。 胎土

E 167 

ぶ

N 31 

｀
 

厨〗
3

 

゜ 10cm 

゜ l m  

番号l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 池 層 位

l 凩褐色(IOYR½) 地山の小プロ ッ ク を 含む。 硬 く し ま る。 I t-1 
2 • ( .  ●) 地山の小プロ ッ ク を 多 く 含 む。 硬 く し ま る。

3 • ( ヽ 令 ） 地山の小粒を少 し 含 む。 やや帖性あり。 t-2 
. . ' . ., 砂質土。 2層が混じる。 I 

. 
S • ( •  ½) 3層土、 2層土が混 じ り 、 し ま り な く ぜい弱 令
6 暗惰灰色 m賞。黒褐色帖質セl粒が混じ り． もろく 崩れ易い. t-3 

番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録凡

1 瓦質土器火鉢 e - 3  30-6 R-30 
2 施釉陶器丸椀 £ - 1 21- 2 R-106 
3 染付磁器皿 e - 1  18-15 R-25 
4 漆器椀 € - 3  35-2 R-9 

第31図 S E 679 井戸跡出土遺物

第30図 S E  679 井戸跡
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は白色の精土であ る 。 器形及び胎土、 釉調などから17 世紀前半の美濃の製品と考えら れ る 。 第

31図 4は漆器の椀である 。 内外に黒漆が施されてい る 。 高台内には削り出 し の痕跡が認められ

る 。

(5) SE 680 井戸跡

調査区北半部東壁付近の第W 層上で検出した索

掘りの井戸跡である 。 SB 625 · 604 · 610 建物跡

跡 と 重複しており 、 S B 625 · 604建物跡より古

い。 S B 624建物跡と の新旧関係は不明である 。

平面形は円形を呈し、 規模は直径1.7 m、 深さ1. 6

mである 。 埋土は、 下層は崩落してい る も のの、

上層 ( 1 - 4層） については、 地山の小粒や炭化

物を多く含む土が南側から北側に強 く 傾斜して堆

積している 状況が観察された。 このような堆積状

況から少なく と も 上層は人為的に埋め戻 さ れた も

の と 考えられる 。

遺物は無釉陶器甕、 土師器、 赤焼き土器、 瓦な

どが出土 し てい る 。

仁 N
「

番号l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他 層位
0
1

 
――

 

m
 

ー

: 
I
即？色":'';" ごばごぷ:;,::温？

3 • ● ） 砂を多aに含み巖(t物を多く 見山,J�を少量含む．
I t - I  

4 黒 色(IOYR¾l 腎仄色砂質土 を少々含む。 もろい。

第32図 SE 680 井戸跡
(6) SE 682井戸跡

調査区南半部の第皿 層上で検出した索掘りの井戸跡である 。 S D 631 , 632 溝跡と 重複して

おり 、 これらより新しい。 平面形は楕円形を呈す るが歪んでいる 。 規模は長径2. 7 m、 短径2. 2m 、

深さ1.2mである 。 埋土の状況については明らかでないが、 少なくと も上層については人為的

に埋められた様相を呈 している 。

遺物は出土していない。
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(7} S E  681 井戸跡

調査区北半部の第N層上で検出 し た素掘り の井戸跡であ る 。 S B 612建物跡 と 重複 し て い る

が新旧関係は不明であ る 。 平面形は円形を呈 し 、 規模は直径 1 . 5m 、 深 さ 1 . 6 m であ る 。 埋土

に つ い て み る と 、 底面 か ら 中 頃 に か け て砂の淳 く 堆積 し た 層 ( 5 層） は地山の崩壊土 と 見 ら れ、

そ の上の地山粒が層状に堆積す る 層 ( 3 · 4層） は そ の後の 自 然堆積層 と 考 え ら れ る 。 1 · 2

層 は 更 に そ の後の人為的な埋め戻 し に よ る も の と 考 え ら れ る 。

逍物は無釉陶器甕 • 播鉢、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器 な どが出土 し て い る 。

(8) S E  683井戸跡

調査区北半部の 第 皿 層上 か ら 掘 り 込 ま れ た素掘 り の井戸跡であ る 。 S B 604 · 624 · 608建

物跡 と 重複 し て お り 、 S B 604 · 608 建物跡よ り は新 し い が、 S B 624 と の新旧関係は不明で

＋ +N27 
E 168 

A
L
 

ぶ

゜ l m  

番分1 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他 層位
I 黒褐色OOYR¾l 砂ff±.し ま り あ り。白色粒と炭化物を 多 く 含 む ヽ-I
2 褐灰色/7.S碑 帖注ややあり．炭化物やや大きめを多く 含む. ,, 
3 黒褐色(7SYRK) 帖性強 く 、 炭化物を若干含む。 t-2 

: :は""""=� 霊守が屑状に入り噸：枯を含Iふ

第33図 S E  681 井戸跡
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£176 
+ NZ9 ＋ 
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＋
 

ぶA
l
 

゜ l m  

番号I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他 屑位
l 

I
黒 色(lOYRUl 皿剥t祝亨紐1D7クを介し・。 し ま り あ り

2 • ( • ) 砂質土• 明褐灰色の砂を非常に多く含む。

3 • ( • ) が1ープ灰色の砂プ0 ックを含む。 帖償土
t-1 

第34図 S E  683井戸跡
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ある。 平面形はおよそ円形を呈するものと思われ、 規模は長径 1.4m、 短径 1. 1 m、 深 さ 1.7 

mである。 埋土は、 下層が崩落のため不明であ る が、 上層 (1 a -1 C 層） は地山プロック や炭化

物を多く含む土が堆積しており、 人為的に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は出土 していない。

(9) S E  6 84井戸跡

調査区南半部の第N 層上面で検出 し た素掘りの井戸跡である。 規模は直径1. 5 m、 深 さは1.3

mである。 埋土は地山プロ ッ ク を多く含む土が南側から大きく傾斜し て堆積 し ており、 人為的

に埋められた様相を呈 し ている。

遺物は木製品と焦痕のある礫が出土 し ている。 第36図は曲物の底あるいは蓋になると考えら

れる円形の板である。

r A 

A
L
 

L A' I 
El73 

A' 
-I 

r
 こニニ コ

゜ l m  

゜ 10cm 

番号 土 色 土 性 ・ 況 人 物 • そ の 他

l 黒褐色(IOYR½l 褐灰色砂質土プロ ッ ク を 多 く 含む
2 •  ! • X> 令

3 褐灰色( . }<) 粘性あり ， 砂を若干含む。

々 ( .  令） やや色躙暗 く あ ま り混入物なL 。

第35図 S E  684井戸跡

層位

ヽ-I

旦
物

第36図

名 1:- �1図 版

「���1
SE 684井戸跡出土遺物
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684.
 682 

2 m  

第 37 図 井戸跡の平面規模と 深 さ
3 m  直径

(10) S E  685 井戸跡

調査区南半部の第m 層 上 で検出した素掘りの井

戸跡である。 平面形は円形を呈し、 規模は直径 1.6

m、 深 さ1.3 mである。 埋土は下半部が崩落のた tJ li 
め不明であるが、 上半部についてみるとすべて地

山 プ ロ ッ クを多く含んだ土が南側から北側に強く

傾斜して堆積しており、 人為的に埋められた様相

を呈している。

遺物は出土してい な い。

A 
I E l 6! 

@ 

＋
 

A
L
 

ぶ

層位I 土 色 土 性 ・ 混 入物 ・ そ の （也

l 黒褐色(IOYR½l 淡黄色砂質土の プ ロ ッ ク を 多 く 含む。

2 • (IO • ) 硬 く し ま っ て い る •
3 • ( .  ) 淡黄色砂質土のプロ ッ ク を 多 く 含 む。褐鉄妍:till
4 • ( ●  ） 3 層 と 近似、 やm性 あ り 。

5 灰 色 ( 5 YH) 粘性あり 、 淡黄色土粒少々混 じ る。

゜ l m  

第38図 S E  685 井戸跡
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(11) S E  6 86 井戸跡

調査区中央部の第N層上から掘り込ま れた素掘りの井戸跡である。 平面形は円形を呈し、 規

模は直径 0.9 m、 深さ 0. 8 mである。 埋土は大きく 2 層 に分けられ、 全体に黄橙色の地山紐1B粒

を含んでいる。 上層 ( 1-3) は しまりがなく粘性に乏し い褐灰色土である。 一方、 下層 ( 4

-6 ) には黒褐色の粘性を帯びた柔らかい土が厚 く 堆積している。 いずれも 自 然 堆積した様相

を呈している。

遺物は無釉陶器播鉢が 1 点出土 し ている。 外面は体部を縦方向にヘ ラ ナ デした後、 口縁部を

ョ コ ナ デ調整している。 内面は体部下半を板状のエ具で横方向に強 く ナ デている。

＋ 

＝ 
A' 

-I 

゜ 10cm 

無：旬器：鉢 名 I� ―『|誓-�11『り悶

第40図 S E 686 井戸跡出土遺物

層位1 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

l m  

第39図 S E  686井戸跡

1 褐灰色fl.SYRK) I,\\鉄鉱を 含 む。 帖性、 し ま り に 欠 け る。

2 黒褐色I • }{) 木炭粒子を 多 く 含む。

3 • ( .  •) 斑点状に木炭粒子、 ほ色粒子含む。

4 • OOYRJ<) 帖性あり
5 • ( •  ½) 4 層 よ り帖性が強 く 餃 ら か い。

6 黒 色(_. J{) 軟かく 、 若干グライ化している。

(12) S E  687 井戸跡

S D  653溝跡の埋土上で検出した素掘りの井戸跡である。 S B 611 建物跡と重複しているが

新旧関係は不明である。 平面形は円形を呈し、 規模は直径 0. 9m、 深さ 0.7 mである。 埋土に

ついてみると、 底には黒褐色の粘質土が10cm程堆積しており、 その上には地山小粒を多 く 含 ん

でいる土がレンズ状に堆積している。

遺物は出土していない。

(13) S E  6 8 8 井戸跡

S D  645 溝跡の埋土上で検出した素掘りの井戸跡である。 S B 602 建物跡と重複しているが

新旧関係は不明である。 平面形は円形を呈し 、 規模は直径 1. 0 m、 深さ0.7 mである。 埋土に

ついてみると、 下層 ( 2 · 3) は黒褐色土と黒色土が層状に堆積して自 然堆積した様相を呈し
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El56 
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l m  

層位I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

J /1i. 貨褐色(IOYR½) 帖性なし 、 し ま り あ り， 炭化物を若干含む。

2 黒 色 (IOYRJ{) 帖性な し 、 L ま り弱 く 0 炭化物 ・ 木炭を含む。

3 灰貢褐色OOYR½l 地吐を坦状および小プロッ クに含t·,i紐物を若干含む
4 褐灰色 ( . Kl 帖性ややあり 、 地IIJ土を斑状に若干含む。

5 • ( .  •) 地山を斑状および小プロック状に多く含む。

6 黒褐色 ( • K) にぷい黄橙色土を斑状に含み、炭(t物を若干含む。

1 I • c •  ½JI帖性あり． し ま り は弱い。

0
1

 

l m  
I I I 

層位I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

I I 黒褐色(IOYR½) I黒色土 を 多 く 混入 し 、 灰白色火山灰小
プロ ッ ク を含む． 帖性あり 。

2 I • < 令 ) l 黒渇色土 と 黒色土 が粗い層状に入 る。

a I 令 ( • ) I ● • 細い 々

第41図 S E  687井戸跡

てお り 、 上層 ( 1 ) は灰白色火山灰と地山プロ

ッ ク から成る人為的な埋土である。

遺物は出土していない。

(14) S E  69 0 井戸跡

調査区北半部で検出 した紫掘り の井戸跡であ

る。 S D 653溝跡より新しく、 S B 620 建物跡

よ り 古 い。 平面形は歪んだ円形を呈 し 直 径 0. 9

m、 深さ 0.9 mである。 埋土についてみると、

2 層は地山の崩壊土 と み ら れ、 1 層は人為的に

埋め戻された様相を呈している。

遺物は無釉陶器甕、 鉄滓、 板状を呈する鉄製

品、 赤焼き土器、 土師器、 須恵器などが出土 し

第42図 SE 688井戸跡

A
i--- ぶ

0 1 m 

I I I I I I 
ている。 土 色 土 性 ・ 混 入 物 · そ の 他

i匹�: I: 茫丑：字：
第43図 S E  690 井戸跡
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C .  土 填

(1) S K  68 9土横

調査区北半部の第W層上で検出した土壊である。 SD 645 

溝跡、 S B 628 · 62 9建物跡と重複しており、 S D 645 溝

跡、 S B 62 9建物跡よりは新しいが S B 628 建物跡との新

旧関係は不明である。 平面形は円形を呈し、 規模は直径0.9

m、 深 さ 0.3mである。 埋土は均質な粘質土が主体を占め、

中頃に薄い砂の層の堆積が見ら れるなど、 自然堆積の様相

を呈している。

遺物は赤焼き土器杯の口縁部破片が1 点出土している。

膚位l 土 色 土 性 · 混 人 物 · そ の 他
1 黒褐色(JOYR½) 灰黄褐色土小粒 を 多 く 含む。 し ま り あ り 。

2 1, 次い黄褐色flOYR¾I 砂層。 黒褐色士 を少し混入する。

3 凩褐色(JOYR½l I 厨 と 近似するがやや帖性を帯びている。

N40+ 

E165 

l m  

第44図 S K 689 土墳

(21 S K  660 土横

調査区南半部の第N層上か ら 掘

り込ま れた土横である。 S D 646 

溝跡と重複し て おり、 これより新

しい。 平面形は長楕円形を呈し、

規模は長径 3. 5 m、 短径 1.1 m、

深 さ 0.4mである。 埋土は均質な

粘質土を主体とする 1 層と砂質土

を主体とする2 層とに大き く 分け

られる。 更に下層については東側

か ら 細砂粒を多く含んだ土の強く

流れ込んだ状況が見 ら れ、 基底面

には地山プロ ッ ク や粗い砂粒を含

んだ土が堆積している。

遺物は、 無釉陶器甕、 土師器甕 •

杯、 赤焼き土器杯などが出土して

El67 
＋ 

゜
+ N06 

A
L
 

＋
 

l m  

�
' 

oo
 ＋ 

＋ 

＋ 

層位I 土 色 土 性 · 混 入 物 ・ そ の 他
l 渇仄色(IOYR印 帖質士。 灰白色火山灰 を 多 く 含 む。

： 心ふ .;'I細;、い砂はば
。

り。 ,. 層に近い。

4 褐灰色CIOYR½) 全体に粗い砂粒を含む。

第45図 S K  660 土凛
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ロ゚
10cm 

遺 物 名
無釉陶器甕 € - 4  I 24-1 I R-46 

第46図 S E  686 土墳出土遺物

い る 。 第46図は無釉陶器甕の口縁部破片資料である 。 受口状を呈し、 外面全面と内面口縁部付

近は丁寧にヨ コ ナデ調整 されている 。 口縁部の特徴から地元窯の製品と考えられ る （註2) 。

(3) S K  661土横

調査区南半部の第皿 層上から掘り込まれた土横である 。 S D 646 · 632 溝跡と重複しており、

それらより新しい。 東半部は調査区外にあたる ため明確ではないが、 平面形はおよそ楕円形を

呈する ものと思われ 、 規模は長径 3. 7 m以上、 短径 3.2 m、 深 さ 1.1 mである 。 埋土は地山の

小プロックを多く 含んだ粘質土や腐植土から成る 層 な どが互層に堆積しており、 自然に埋没した

B
l
 

B' 
--I 

屑位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

l 黒褐色(IOYR½l 地山粒、 炭化物粒を含む。

2 • ( 々 ½l 地山粒を 多 く 含み、 炭化物少量も含む。

3 黒 色( . Kl や料磁あり欺（頃を薄く層状に含み地M粒も含む。
4 • ( •  ){) もろい炭化物層

Sa 暗渇色(7.5 YR¾) 木質が多く遺存する層。 炭化物含む。

Sb Iこぶい黄碑UOYB½l 貿褐色土と褐色士が縞状に入る層。 全体に
砂っぼく し t り がない。

帖性あり。暗灰色の帖質土粒を多く含み、 砂も含む。

木 質 多 く 遺存する層。 炭化物を含む。

6 層 と 似 て い る が砂が多 く も ろ い。

帖質土。 凪ltllt灰岩と思hれる白色粒を含む。． 
6 灰 色(7.5 YKl 
7 暗褐色 ( . ¾) 
8 灰 色< • Kl 
9 黒 色(IOYRJi')
10 • (7.SY Ji') 

T 
A 

A' 
1 �、

第47図 S K  661 土墳

註 2 こ こ でい う 地元窯 と は こ れ ま で宮城県や福島県北部で発見されてい る姿器系の窯 を 指 し て い る。
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様相を呈している 。

遺物は無釉陶器 甕、 施釉陶器蓋、 須恵器、 土師器、 赤焼 き 土器、 木製品、 石製品、 古銭 〔洪

武通宝） (136 8年初鋳） などがある 。 第48図 1 は鉄釉の施された広 口壺の蓋である 。 頂部には

ツ マ ミ が付いていたと思われ、 剥離痕があ る 。 またそれに接 し て短く帯状の剥離が認められ、

o
 

10cm 

( 1 のみ）

豆l且1 1」l!illJJJJ1I] 

゜ 4 

10叩

( 4 のみ）

。
こコ

o
t
 

5 cm 
I I I 

（ 原 寸 ）

番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録No
1 施釉陶器蓋 e - 3  22-1 R-36 
2 砥 石 e ー 1 R-125 
3 同 上 ¢ ー 1 46-5 R-122 

4 曲物底板 £ - 3 R-2 
5 古 銭3 

第48図 S K  661土墳出土遺物
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紐状の飾りのついたツ マ ミ であったと思われる。 外面に は文様が陰刻され、 全面に施釉 されて

いる。 これらの特徴から瀬戸窯の製品と考えられ、 藤澤良祐氏の編年によると13世紀末-14世

紀後半に位四づけられている。

(4) S K  662 土横

調査区南半部の東壁近 く の第N層上で

検出した土横である。 平面形は円形を呈

するがやや歪んでいる。 規模は直径3.5

m 、 深 さ 1.2 mを計る。 埋土は 9 層に分

けられるが各層とも水平に堆積し ており

自然に埋没した様相を呈している。 上層

には炭化物、 灰が多く含まれている。

遺物は、 無釉陶器播鉢、 焦痕のある礫

と植物遺体が大祉に出土している。 第5 0

図 1 は灰 白色を呈する無釉陶器の播鉢で

ある。 イ本部下半を ヨ コ 方向にヘ ラ ケ ズ リ

した後に高台を付けている。 色調や形態

から東海地方の製品 と 考 え られる。

＋
 

＋ 

A
 I-

A' 
→ 

゜ 2 m  

こ三ー一＿―-こ
゜ 10cm 

( 1 のみ）

゜
第50図 S K  662 土壊出土遺物

附位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

l 渇灰色(lOYRl{l 砂 を 多 く 含み、 白色微粒を含む。

2 思褐色( . ½) 砂、 白色微粒 を 多 く 含む。 貿色土事H
含む。 粘性ややあ り。

3 I 黒褐色C • Kl 砂、 白色微粒、 黄色砂竹土 を 多 く 含み．

炭化物も含む。

4 暗褐色（ 令 ％） 少々砂を含むが粘性 あ り 、 均質。

5 黒褐色（ ゃ ”
6 令 ( . ,<) 帖竹土、 や わ ら か い。

？ 凩 色（ 令 ½\
8 • ( ク ½) 粗い砂粒子を含む。

9 渇灰色( . l{) 一部がグラ イ 化 し て い る。

第49図 S K  662 土墳

：
号I::ピ三I門I図 版

［三
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(5) S K  663土横

調査区南半部の第 ill 層よ り 掘 り 込ん

だ土横である。 平面形は隅丸方形を呈

し、 長辺2. 0m 、 短辺1. 8 m 、 深 さ 0. 8

m を計る。 埋土は4層に分けられ、 植

物遺体から成る 2 層を境にして、 その

上層と下層とでは大きく様相が異なる。

l 層は地山プロックを多く含む人為的

な埋土であり 、 3層は均質な粘質土が

レ ン ズ状に堆積してお り 、 自然堆積 し

たものと 考えられる。

遺物は無釉陶器甕、 須恵器、 土師器

などが出土している。

＋ ＋ 

L A' 

仁 ぶ

層位I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

la 
I
黄橙色(7.SYR¼l fo'l't±。 褐色土プロ ッ ク を含む。

lb 褐灰色OOYR¾I 帖竹土。 ,t • J ー プ灰砂可土プロ ッ ク を含む。

し ま り あ り。 グ う イ 化。

le I 1: ぷい紺語( . 如 がJープ灰の砂竹土と褐色の砂質士の互膚。

L ま り な L。

2
1
開 色｛おYR½l 椙物遺体を含む。

3● 凩褐色(7.S YRJ<l 帖性強く 、 若干の捐物遺体を含む。

3b 灰がJープ ( S Y ½) 3&層より帖性祐く 、 若干の植物遠体が入る。

゜ l m  

第51図 S K  663土壌

(6) S K  667 土横

調査区北半部の第N層上で検出した土城である。 S B 606 · 610 · 603 · 621 建物跡、 S E

677 井戸跡 、 S D 651 · 645 · 653溝跡と重複してお り 、 S D 65 3· 645 溝跡よ り 新しいが、

S E  677 井戸跡、 S B 610 · 606 · 603· 621 建物跡よ り 古い。 平面形は南北に長い不整形を

呈し、 北端部では西側へ 舌状に張り 出しているところもある。 規模は幅 0. 5 - 2. 5 mとかなり

ばらつきがあ り 、 深 さは 0. 3m で南北12mにわたって検出した。 埋土は 2 層に分けられ上層は

多鼠の炭化物を含むしま り のない黒色土である。 尚 、 調査区東壁において本土城の南延長上に

第 皿 層 上 か ら 掘 り 込まれた土城状の落ち込みを検出している。 埋土は本土城の 1 層 と 酷似し、

底面の レ ベルもほぽ同 じ であることから一 連のものである可能性が大きい。

遺物は無釉陶器甕、 カ ワ ラ ケ 、 土師器甕・ 杯• 高台杯、 赤焼き土器杯、 不明鉄製品な どが出土

している。 第52図 2 は ロク ロ 調整 された カ ワ ラ ケである。
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こ
3
 10cm 

冗

物
名

：ご:1図 版 「�:i番;,;1土師：甕物 名
層 位1図 版1田郎£ - 1  R-99 

第52図 S K  667土墳出土遺物

(7) S K 669 土壊

調査区北半部東壁付近の 第 N 層上で検出 し た土壊で あ る 。 S K 671 土横、 S D 653 溝跡 と 重

複 し て お り 、 こ れ ら よ り 新 し い 。 平面形は長楕円形 を呈 し 、 そ の規模は長径 2 . 7 m 、 短径 0 . 8

m 、 深 さ 0 . 4 m を 計 る 。 埋土には地山プロ ッ ク が大量に含 ま れ て い る こ と か ら 人為的に埋め戻

さ れた も の と 考 え ら れ る 。

遺物は赤焼 き 土器杯、 土師器甕 と 砥石 が 1 点出土 し て い る 。

� 

冒
T ;r,. 

＋ 

A、
L

 

＋ 
E173 

+

B
L
 

＋
 

g
+

〉

3
T

言
土 性 ・ 浪 入 物 ・ そ の 他

砂質土。 地山プロ ッ ク を大且に含む。

し ま り 、 帖性に欠ける。

地山プロ ッ ク を含む。

砂竹土。

゜ l m  

第53固 S K  669 土墳
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物

砥 石
第54図 S K  669土填出土遺物

゜ 10cm 

名 l�- 『1:-�1門叶
(8) S K  67 0 土横

調査区北半部の第N層上 で検出した土披である。 S D 653溝跡、 S B 609 · 626 · 627 建物

跡と重複しており、 S D 653溝跡よりは新 し い が、 S B 609 建物跡よりは古い。 S B 626· 627 

建物跡との新旧関係は不明である。 平面形は楕円形を呈 し 長径1.4m、 短径0.8m、 深 さ 0 .6m

である。 埋土についてみると底面には均質な砂質土

が堆積 し 、 その上には炭化物と地山小粒を含む土が

層状に堆積 し ている。

遺物は無釉陶器甕 ． 揺鉢、 青磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 土

師器甕、 赤焼き土器杯が出土している。 第56図は内

面に草花文が彫り込ま れている青 磁椀の底部破片資

料である。 高台内は無釉である。“

 

+ N38 

A El75 

I-
�I 

� I m 

区
0 5 cm 
I,,,"""'『 I I ,.,,I','I 

ぞ
血

l
2
3

土 性 ・ 沿 入 物 • そ の 他

炭化物を含み、 地山砂粒多く含む。 し ま り あ り。

JJlfに比ぺ地山砂粒が少い。 し ま り あ り。

砂質土。 あ ま り 不純物含まf帖性ややあり．

□青：椀: I� 一�
SLI図 版I��叶

第55図 S K  670土墳 第56図 S K  670 土墳出土遺物
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(9) S K  674土渡

S K  667土痰の埋土上で検出 し た土城であ

る 。 平面形は円形を呈 し 、 規模は直径 0 . 7 m 、

深 さ 0.5 m であ る 。 埋土は地山や灰白色火山

灰のプロ ッ ク や炭化物 を 多 く 含む し ま り の な

い土で あ る 。

遺物は土師器甕や赤焼 き 土器杯な どの破片

が少批出土 し て い る 。

仁 �

I 

し』
0 l m  
I I I I I I 

第57図 S K  674 土墳

(10) S K  699土壊

調査区南壁近 く の第N層上か ら 掘 り 込 ま れた土猥であ る 。 S D 642溝跡 に よ っ て西側を破壊

さ れて い る た め 全容は不明であ る が平面形は不整形を呈 し 底面 も 凹凸が著 し い。規模は東西1 .9 

m 以上で あ る 。 埋土は 2 層 に分け ら れ、 いずれ も 砂質土 を主体 と し て い る 。

遺物は 、 古銭 （熙寧元宝〕 (1068 

年初鋳） と 木製品が出土 し て い る 。

第58図 1 は用途不明の木製品であ

る 。 球状に加工 し た体部中央を穿

孔 し て い る 。

（ 原 寸 ）

ー 番〗�に竺

古 銭 三

第58図 S K  699土墳出土遺物
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No. 遺構（地区） 層 位 長 佃n) 幅 厚 重屈(g ) 石 質 （形） 磨面 ゜ 擦 そ の 他 備 考 登録番号

1 SD-635 3 層 122 71 25 350 安山岩（円） X X 皿 R - 78 
2 S0 -631 1 層 (124) ( 70) ( 56) ( 540) 細粒砂岩（角） ゜ ？ ゜ 使用痕の位醤不明 破損 砥石 ？ R-218 
3 S K-677 1 層 98 96 51 630 1 . 0.[Il m 1 . 0 .ill R -196 
4 SK -686 1 層 99 83 46 480 X X R -199 
5 S K -686 1 層 83 73 23 110 皿 線条痕 あ り R-200 
6 C-15 lil 層 ( 68) ( 57) ( 21 )  ( 80) 砂岩（不明） ゜ ゜ ゜ 位證不明 破損 砥石か ？ R -226 
7 S K -33 1 層 (ll8) ( 50) ( 44 )  ( 380) 砂岩 （ ，, ） I .  n .  圃 II .  ill I .  D .  lll 線条痕 側面にも磨面あり砥石？ R -220 
8 H-07 2 層 ( 91 )  ( 89) ( 32) ( 340) 砂 岩 ( ,, ) u . Ill IT . Ill  II . 皿 凹 み Ill 破損 砥石 ？ R-205 ， SD-637 1 層 (147) (106) (106) (1390) 砂岩 ( ,, ) ゜ ゜ ゜ 線粂痕 使用痕は 位置不明（皿？） R -204 
10 S K-669 2 層 (153) (145) ( 51 )  ( 890) 砂岩 ( � ) DI X TI .  皿 線条痕 ( 0 』]) 破損 R- 69 
11 SD-631 1 層 (149) ( 85) ( 30) ( 400) 砂岩 ( ,, ) ゜ X ゜ 線条痕 使用痕位韻不明 破損 R -223 
12 SK-665 2 層 (133) (115) ( 36 )  ( 490) 砂岩 （ ，, ） ゜ X ゜ 線粂痕 使用痕位箇不明 破損
13 SD-631 2 層 90 60 51 290 安山岩 （円） m X ID 
14 SD-633 1 層 105 79 46 410 安山岩 （円） I. D .lll  X I .  ll. 皿 線条痕 ( [Il ) R-197 
15 SD-637 1 層 (107) ( 57) (44) 210 砂岩（不明） n . m  X TI . III  線粂痕 破損 R-213 
16 SK-662 6 層 207) 88 77 1920 砂岩（亜円） ill X ＂ R -207 
17 SK-665 1 層 (150) (118) ( 86) (1930) 安山岩（亜円） lil X Ill 線粂痕 破損 ス ス付舒 R-209 
18 SK-662 6 層 134 105 41 720 不明 （円） 不明 不明 不明 不 明 全 面 に ス ス付着 R -203 
19 (145) (141) ( 46) ( 980) 安山岩 （円） ，，， � ,., ,, 全面にスス付着接合4点
20 SK -677 3 層 (374) (114) (115) (7110) 砂岩（不明） II .  Ill 皿 ll .  m 

滋打の児中 に 上 る
破損後も使用 か ？ R-210 

21 SK-777 3 層 (331) (190) ( 88) (5460) 砂岩（不明） [Il ID ID l!!lみ 1 (11) 石皿（臼か？ ） 文字あ り R - 201 
22 SK -677 3 層 (237) (188) ( 82) (5060) 安山岩 （円） lII X 皿 ス ス あ り 皿 一部破損 R-135 
23 S0 -637 3 層 (llO) ( 81 )  ( 78) ( 640) 砂岩（不明） @ 側 ® 線粂線 中央に凹み 破損 R: 76 
24 G-07 3 層 157 153 46 800 安山岩（円） ？ ？ ？ ？ 全面 に ス ス付箸 R-212 
25 SK -677 3 層 (150) (135) ( 56) (1210) 砂岩 ( ? ) ゜ X ゜ 使用痕 位屈不明 破損 R - 217  
26 SK -678 1 層 (123) ( 84) ( 53) ( 150) 細粒凝灰岩 ？ ？ ？ 破損以外はス ス付着
27 SK-684 3 層 (127) ( 82) ( 54) ( 170) ，， ？ ？ ？ ，， R-215 

表 2 使用痕のあ る礫観察表（第4 次調査分）

5
1
 



D. 溝 跡

(1 ) S D  631 溝跡

S D  631 溝跡は第W層上から 掘り込んだ溝跡である。 調査区 を 南北に走り、 北側は調査区外

に延ぴているが、 南側は S D 635 溝跡によ っ て破壊されている。 SD 653 · 646 · 633 · 632 

溝跡、 S E 682井戸跡と重複 しており、 S D 653 · 646溝跡より新 し いが他のものより古い 。

S D  644溝跡との関係については明らかにできなか っ た。 方向は発掘基準線に対 し 北 で 約 18

度西に偏している。 断面の形状については、 底面か ら 緩やかに立ち上がっているが段掘り を 呈

する部分もある。 規模は上幅 0. 8 - 1. 5 m、 深さは段掘り状 を呈するところで 0.7 - 0. 5m、

他は 0. 5 - 0.3m を計る。 長さは41 mにわたって検出した。 埋土についてみると、 下層は粘質土

と砂質土が互層になっており、 その上にはしま りのな い均質な黒褐色土が厚く堆積 し ている。

遺物は無釉陶器 甕 ． 壺 ． 揺鉢、 施釉陶器香炉、 青 磁 椀、 カ ワ ラ ケ 、 土師器甕 ． 杯、 須恵器 甕

• 瓶、 赤焼き土器杯 •高台付杯、 砥石、 鉄製の皿、 古銭 〔皇宋通宝〕 (1038年初鋳） な どが出

土している。 第61 図 5 は無釉陶器 甕の口縁部破片資料である。 口縁部はいわゆる受口状 を呈し

A
」 ぶ

府位l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

゜ I m  

1 黒褐色(IOYR¾) し ま り がな く 帖性乏 し く 、 褐灰色土を含む•
2 黒 色( . ¾) 帖質土。

3 褐灰色( . }() 黄褐色±粒を斑状に含む。

4 にぷい黄橙色( 々 ½) 褐色土と黄橙色土が1ff状に入る。

5 黒褐色（ 會 ¾) 帖質土、 黄橙色土の地山崩壊土を斑点状に含む。

第59図 S D  631 溝跡断面図
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番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録No. 番号
＇ 遺 物 名 層 位 図 版 登録凡

1 

無

釉陶器揺鉢 £ - 1 25- 5 R-162 ， 施

釉陶

器香炉 £ -2 21-14 R-26 
2 カ ワ ラ ケ e - 1  R-35 10 

無釉陶

器壺 e — 1 24-11 R-129 
同 上 2 - 3 R-256 11 

無釉陶

器播鉢 £ - 1  25-18 R -100 
4 同 上 ¢ ー 1 R -257 12 鉄製皿 £ ー 1 43-20 
5 無釉陶器甕 e - 1 R-236 13 同 上 £ - 1 
6 無釉陶器播鉢 l - I R - 145 14 須恵器瓶 e - 1  R-79 
7 無釉陶器壺 J, - I  24-8 R-231 15 土師器甕 £ - 1 R-104 
8 同 上 £ - 1  24-14 R-58 16 須恵器甕（内面研磨） .e - 1 R-268 

第61 図 S D  631 溝跡出土遺物 ( 1 )  
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゜
第62図 S D  631 溝跡出土遺物 (2) 
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先端はわずかに立ち 上がっている。 内外とも ヨ コ ナ デ調整されており、 特に端部は シ ャ ー プに

仕上げられている。 器表はにぶい赤褐色を呈 し 、 内面には灰 オ リ ー プ色の 自 然釉が厚くかかっ

ている。 胎土は淡黄色の緻密な土で白色の微粒を含んでいる。 以上のような口縁部の形態、 胎

土、 色調な どからこの 甕は常滑窯の製品と考え られ、 赤 羽一郎氏の編年によると第Il 段階後半

(13世紀前半） のものに位四づけられる。 なお、 この口縁部片と同一個体と見られる甕の体部

破片が本溝跡から20点出土している。 第61 図 8 は無頸壺である。 粘土紐巻き上げ成形後 、 ヨ コ

ナデ調整 し 、 外面体部下端は横方向に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ している。 底部はいわゆる砂底状を呈

し 平坦である。 第61 図7 は壺 の体部破片であるc 肩に二粂の沈線がある。 第6 1図1 0 は壺或いは

甕の体部下半部の破片である。 粘土紐の継ぎ目が明瞭に残っており、 その部分に格子の押印が

密接して施されている。 胎土は灰白色で砂質に富み、 混入物はほとんど含まない。 胎土や色調、

押印のあり方な どから渥美窯の製品と考えられる 。 揺鉢は口縁部の破片 2 点 （第6 1 図 1 · 6 )

と底部の破片 1 点 （第61 図11) がある。 11は体部下半を横方向にヘ ラ ケ ズ リを施し 、 逆台形の

重厚な高台を貼付している。 灰白色を呈 し てお り 、 その色調や高台の形状から東海地方の製品

と推定される。 赤羽一郎氏の常滑窯編年では第Il 段階前半 (12世紀後半） のものに類 似 し てい

る。 第6 1図9 は施釉陶器の香炉である。 筒形を呈 し 、 黄緑色の灰釉が外面に施されている。 底

部と体部の境に は貼り付けによる脚の一部がか ろ う じて残存 し ている。 体部の下端には二粂の

沈線が施され、 その上方には草花文かと思われる文様が陰刻されている。 瀬戸窯の製品と見ら

れ、 藤澤良祐氏の ご教示によれば14世紀前半の製品であるという。 カ ワ ラ ケ は 3 個体分出土 し

ている （第6 1図 2 · 3 · 4)。 いずれも ロ ク ロ 調整 さ れており、 切り離 し のわかるもの 2点はいず

れも回転糸切りによっている。 2 はイ本部

に粘土紐の継ぎ目が残っている。 第6 1図

12· 13は鉄製の皿である。 12は薄手で丸

底を呈 し ており、 1 3は厚手で比較的浅い

器形である。

なお、 S D 631溝跡の底面でS K 665 

· 666 土横を検出 し た 。 これらは主軸方

向が本溝跡と一致し、 更に溝跡の底面の

中におさまっていることから本溝跡に関

連 し て機能した土壊と考えられる。 平面

形 はいずれも長方形を呈 し 、 規模はS K

665 土堀が長辺 0.9 m、 短辺 0. 8 m、 深

さ0. 7mであり、 S K 666 土城が長辺0.9

十 Nl9

E155 

゜ SK666 土狭 \-�
\ \ 

第63図 S D  631 溝跡、 S K 665 • 666土墳
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A
L
 

�

I 

m、 短辺0.6m、 深 さ l. O mを計る。 これらの埋土

についてみると 、 底の方には地山の崩壊土が厚く堆

積 し 、 その上層には地山プロ ッ ク や植物遺体を多く

含む土が堆積 し ているという共通性が見られる。

B
L
 

B' C 
-, t-

C
T
 

2 m  

層位l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

1 渇灰色(IOYRX) 帖質土。 植物遺体を下屑に含む。 し ま り あ り．

2 淡黄色 ( S Y½) 褐色土プo-, クを下層に含む。 し ま り な L o 
3 褐灰色(IOYR.l{) f占質土。

4 淡黄色(5 Y½) 褐色土プロ ッ ク を含み。 し ま り な し。

5 にぶI潰愕色(IOYR¾)腐触土を含む。

6 褐灰色(!OYR}< 腐触土をまばらに含み、灰オリーププロ？ク
を含む。

層位I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

l 渇灰色(IOYR印 砂質土。 均質な堆積、 し ま り な し
2 にぶい絋色,,mx1 粘質土、 四土を含む。

3 灰黄褐色CIOYR�) 若干腐楕土 を含む。

4 にぶい褐色( . ½) 多量の腐楕土を含む。

第64図 S K  665 • 666土環断面図

遺物はS K 665 土壊から使用痕のある礫、 S K 666土横からは無釉陶器播鉢、 赤焼き土器杯

な どが出土し ている。 第65図 l は無釉陶器揺鉢の底部破片資料である。 底部下端を横方向にヘ

ラ ケ ズ リ した後、 高台を貼付 し て ヨ コ ナデ調整 し ている。 高台は断面が二等辺三角形で先端が

やや丸味を帯びている。 硬く焼き締められており、 灰 白色を呈 し ている。 内面は著 し く 磨耗 し

ている。 器形や色調から東海地方の製品と考えられ、 赤羽一郎氏の常滑窯編年では第III段階前

半 (13世紀後半） の も のに類似している。

二 ー 0 10cm 
1-r-.. 一r-.--· I

番�
.If!;I無：陶器：鉢 名 I�-『I!-!I !��II� 号1無:

t
陶器：鉢

名

第65図 S K  665土墳出土遺物

層 位1図 版1登録No.
2 - 2 R-193 
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゜ 10cm 
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礫

2 同 上

層 位I図 版I登録ぬ
1
2

 

＿一¢
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R -209 
R - 294 こ 2

 

第66図 S K  665土壌出土遺物

(2) S D  632溝跡

S D  632 溝跡は調査区南半部の第 m 層上で検出した東西溝である。 S D 631 · 67 4· 634溝跡、

S E  682 井戸跡、 S K 042 · 661 土横と重複しており、 S D 631 · 646溝跡より新しく 、 S D 634 

溝跡、 SE 682 井戸跡、 S K 661 土横より古い。 本溝跡の方向は 、 発掘基準線とほぼ一致して

いる。 底面はほぼ平坦であるが、 S K 661 土壊のすぐ西側では 、 東西2mにわたって高くなっ

ている部分があり、 そのほぼ中央にSK 67 5 土横がある。 本溝跡の底面のレベルは 、 この高い

部分の西側が最も深く、 S E 682 井戸跡の周辺とでは約30cmの比高差がある。 東側については

明確にし得ないが、 西側については 、 この高い部分に向かって緩やかに傾斜している （第68図

4)。 規模は 、 上幅2 - 2. 3m、 深さ0.7 mであり、 長 さは16mにわたって検出した。 断面の形

状は 、 いわゆる段掘り状である。 埋土は 、 東壁近くのセ ク シ ョ ン を 参考にすると底面近くには

砂質土を含む粘質土が北壁寄りに堆積し、 その上には厚い粘質土の堆積がみられ、 自 然に埋没
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S D 632 • 633 • 634溝跡、

ぶ i
I 

S K  675土墳
8

T
 

C
L
 

ぶ I こ11゜〗瓢�=�t巧茫

I,.

な？．

な し 。

仁

第71図ーB
層位I 土 色 土 性 ・ 洞 入 物 • そ の 他
la 黒褐色 (7.SYR¾) にぶい橙色土のプ 0 ッ ク を ま ば ら に 含 む。

lb にぶい賃橙色(JOYR}<) し ま り な し。 黒摂 ，土を含む。

2 渇灰色(IOYR>{) 帖性が強く 、 混入窃が少ない。

3 黒褐色( . Kl 黄橙色土粒がま ば ら に 混 じ る。 帖性強い がし ま り がな い．

_
!{ 

第71図ーC

SD632溝跡 SD632溝跡

土性· 混入物 · その他
l I灰黄色 I粘'l<t±. 釦色砂釘士 を混入
2 黒褐色 帖質土o 枯性祐い。

2 m  

S K  675土墳断面図
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した様相を呈してい る 。 更にその上には 、 地山プロ ッ ク を多く含むしま りのない鈍い黄褐色土

が堆積している が、 これについては人為的に埋め戻 されたものである 可能性が大 き い 。 なおSK

6 75 土壊は 、 平面形は長方形を呈し、 規模は長辺l. l m、 短辺0. 8 m、 深 さ は 0.5mを計る 。

埋土は グ ラ イ 化して非常に粘性の強 い黒褐色土であ る 。

なお、 S D 637 溝跡の西側において本溝跡の続 き は検 出で き なかった。

遺物は無釉陶器甕 ． 揺鉢、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器 ・ 瓦、 動物遺体が出土している 。

第72図 1 · 2は無釉陶器揺鉢の口縁部の破片資料である 。 いずれも内外を ヨ コ ナ デ調整してい

る 。 動物遺体としては鹿角が1 点出土している （図版 5 -4) 。 座骨を切断した痕跡が残って

い る 。

番号
1

遺 物 名
1 無釉陶器揺鉢

層 位
1

図 版
I

岬No.
I
I

番号
1

遺 物 名
2 - 2  26- 17 R-138 2 無釉陶器揺鉢

第69図 S D  632溝跡出土遺物

(3) S D 633 · 634溝跡

層 位1図 版I:lffiNo. 
P, -2 R-163 

S D  633 · 634溝跡は調査区南半部で検出した溝跡である 。 S D 633 溝跡は東西に走り、 そ

の西端部が南北に走 る S D 634溝跡に連結してい る 。 S D 633 溝跡については第皿 層上面で検

出して い る 。 S D 633溝跡は S D 646 · 631 溝跡と、 S D 634溝跡は S D 636 · 637· 635 · 

646 溝跡と重複しており、 S D 646 · 631 溝跡より新しいが他より古 い 。 方向につ い て み る と

SD 633溝跡は発掘基準線とほぼ一致している が、 S D 634溝跡は北で約13度西に偏している 。

規模についてみ る と、 S D 633溝跡は上幅 l. 8 -2. 5 m、 深さ0.85 - 0. 9 mで 1 8 mにわたって

検出しており、 S D 634溝跡は上幅1. 8 m以上、 下幅 0.6 m 、 深 さ 0.9 mで長 さ37mにわたっ

て検出している 。 これらの溝跡はいずれも自然に埋没した様相を呈しており、 下層に近いほど

粘性を帯びている （註3) 。 なお、 これらの溝跡の連結部 は 、 S D 633 溝跡が西端で一旦立ち上

が る ため底面が連続せず、 高 さ 0. 4mの高ま りによって画 されて い る （第70図） 。 底面は両者

とも平坦であり、 底面 レベルを比較す る とS D 634溝跡の方が1 8cm深くなって い る 。 ま た、 S

D 634溝跡は S D 635 溝跡の南側 まではのびていないことを確認した。

遺物は 、 S D 633 溝跡より無釉陶器甕 ． 擢鉢、 カ ワ ラ ケ 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器 、 平

註 3 網査終了後、 断面図の検討に よ り 、 S D 633溝跡の第 1 - 5 層 と 第 6 -10層 と では堆積状況が異な
っ て い る こ と が判明した。 S D 633、 634溝跡連結部から東へ約 0. 8 m の地点では平面的に埋土の
違いも確認 し て お り 、 S D 633溝跡は新I日二時期に分け ら れる 可能性がある 。
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層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • その他 土 色 土性 ・ 混入物 ・ その他I-- --I 1 貿褐色 砂買土。 枯性、 し ま り 弱。 la 黄褐色 砂質土． 帖性． し ま り と も涵い。

2 褐灰色 砂質土。 帖性、 しま りややあり、 lb ， 砂質土。 帖性、 し ま り と も にやや翡い。
炭化物を多く含む。 h 層 よ り岨い。

3 ,11<褐色 砂質土。 帖性、 しま りややあり 、 2 渇灰色 砂買土。 帖性、 し ま り と もややあり、

黄灰色土プロックを含む。 貿灰色土プロック を多Jitlこ含む。

4 灰褐色 U質土。 帖性、 し ま り ややあり 、 3 砂質士。 枯性、 し ま り と もにややあり、

黄灰色土プロ ックを含む。 炭化物層を含む。

5 褐 色 砂土。 帖性、 しま りあり 、 4a 灰褐色 砂土。 粘性、 し ま り と もに弱い、

炭化物JIIを含む。 胃郎に赤掲色廿＇を含み、炭化物を含じ．

S0633溝跡 6a ,, 砂。 M性弱く 、 非常に硬 く し ま っ 4b 褐 色 砂。 帖性． し ま りともになし ．

ている。 層下部に灰白色土層を含む。

6b 暗灰黄色 砂。 帖性あり、 し ま り あ り、 5 暗掲色 砂質土。 帖性． し ま り あ り。

灰白色土層を上部に含む。 6 暗粁灰色 砂質土． 帖性． し ま り と もにあり 、

6c 暗褐色 砂。 帖性あ り、 し ま り あ り。 炭化物をわずかに含む。
7 . 砂買土。 帖性あり、 し ま りあり。 7 々 砂質土。 帖性、 し ま り と もにあり 、゜ （第70図参照） 2 m  8 暗＂釈色 肉むこ 紺性あり、 しまりあり. 00を含し。 炭化物と砂精上部に腐葉層と含む。， 々 8 砂質土。 帖性、 し ま り と も に あ り 、

10 わ 祖い砂位を多量に含む。

第70図 S D  633溝跡断面図、 S D 633 • 634溝跡エレベーショ ン

瓦、 硯、 砥石、 使用痕のある礫、 金属製品などが出土している。 第7 1 図 1 -3は無釉陶器の揺

鉢である。 2 は体部を ヨ コ ナデ調整後高台を貼付している。 3 は内面に 4 本 1 単位の筋 目 を施

している。 外面は、 下から上ヘハ ケ メ 調整されているが成形 時の凹凸が残る粗い面を呈してい

る。 内面も ハ ケ メ 調整されており、 見込みに近い部分のみ ヨ コ ナ デし ている。 第7 2図 1 は硯の

未製品である。 縁を残して浅く掘り込んだ段階で終っており、 裏面は未加工の状態である。 石

� ゜ 10cm 

番号I 遺 物 名 I層 位I 図 版I 登録NJ.II 番号I 遺 物 名 I層 位I 図 版I 登録No.

1 無釉陶器播鉢
2 I 同 上

i -4
1
27- 20 

I
砂 7 11 3 I 無釉陶器描鉢

€ - 2 27- 13 
R-115 

¢ ー 1 I 28- 1  I R-143 

第71固 S D  633溝跡出土遺物 (1)
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□ 
〇 5cm 

· I\ I 2 I I 

二 番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録No.

3 1 石 硯 e -1 45-3 R-22 
砥 石 e - 1  R-130 

3 不明銅製品 ¢ ー2 43-5 
5cm 

第72図 S D  633 溝跡出土遺物 (2) 

材は頁岩であ る 。 3 は銅製の管状の製品で あ る 。 用途は不明 で あ る 。 S D 634 溝跡 か ら は無釉

陶器壺 ・ 甕 ． 揺鉢、 施釉陶器甕 ． 鉢、 カ ワ ラ ケ 、 漆器椀、 用途不明の木製品 、 銅鏡、 土師器、

須恵器、 瓦な どが出土 し て い る 。 第73函 2は無釉陶器の壺であ る 。 肩部の一番張っ た と こ ろ と

体部下端 を横方向 に ヘ ラ ケ ズ リ し 、 他に不定方向 に ナ デ て い る 。 内面は肩部 に成形時の指 に よ

る 押圧痕が明瞭 に残っ て お り 、 そ の上 を ヨ コ ナデ調整 し て い る 。 肩部の上に は 4 条の沈線が施

さ れ て い る 。 4 · 5 · 8 · 9 · 10は無釉陶器甕の口縁部破片 であ る 。 4 · 5 · 9 は受口状の口縁

を持つ も の で内外と も ヨ コ ナ デ調整 し て い る 。 こ れ ら の特徴 か ら 地元窯の製品 と 考 え ら れ る 。

8 は 口縁部の先端がややT 字形に近い形態 を も つ も の で、 外面体部は上 か ら 下 ヘ ヘ ラ ナデ調整

し 、 内面は成形時の指 に よ る押圧痕の上 を 粗 く ヨ コ ナ デ調整 し て い る 。 外面には緑色の自然釉

がかか り 、 胎土は灰白色で黒色の粒子が混入 し て い る 。 こ れ ら の特徴 か ら 常滑窯の製品 と 考 え

ら れ、 赤羽一郎氏の編年 に よ れば第 m 段階後半 (14世紀前半） の も の に類似 し て い る 。 7 は ロ

縁部内面に灰釉を施釉 し た大甕で あ る 。 灰釉は薄 く ハ ケ 塗 り さ れて お り 、 光沢は な い 。 口縁は

先端 を 丸 く 仕上げただけ の単純な形態 を 呈 し て お り 、 頸部と 体部では明瞭な境を成す よ う であ

る 。 頸部には斜方向 に ヘ ラ ナ デ し た痕跡が残 っ て い る 。 胎土は灰白色 を 呈 し 、 混入物の少 な い

砂質に富んだ も の であ る 。 こ れ ら の特徴か ら 渥美窯の製品 と 考 え ら れ る 。 10は施釉の痕跡は認

め ら れな い が 7 と 類似 し て い る 。 第74図 1 - 9 は無釉陶器の播鉢であ る 。 い ず れ も 内 面 に 筋 目

は施 さ れ て い な い。 8 は体部下端 を 手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ し た後高台 を 貼付 し て ヨ コ ナ デ調整 し て

い る 。 灰 白 色 を 呈 し て お り 、 東海地方の製品 と 考 え ら れ る 。 9 は内外 と も丁寧に ヨ コ ナデ調整

さ れて い る 。 底部には調整台の圧痕 か と 思 わ れ る痕跡が残っ て い る 。 1 - 6 の口縁部は内外と

も ヨ コ ナデ調整 さ れ て い る 。 第73図 1 は内外と も灰釉 を 施 さ れた鉢であ る 。 破片資料 の た め 全

63 



ァH
Mー1

� 
/ --， 一-..,,,,,. 

---、
} —·―----.---

r 

10cm ゜

ff 

こ之。

に 今 -』 o
t

 
『m

(11のみ）

番号 遺 物
名

層 位 図 版 登録凡 番号 遺 物
名

層 位 図 版 登浮桑No.

l 施釉陶器鉢 e - 1 21 - 4  R-17 7 施釉陶器甕 e - 1 24-5 R - 56 
2 無釉陶器壺 P, - 5 24-14 R-48 8 無釉陶器甕 £ - 2  23-13 R-54 
3 カ ワ ラ ケ € - 2  R-259 ， e - 2 23- 15 R-237 
4 無釉陶器甕 e - 2 24-2 R-50 10 P, -2 R - 240 
5 同 上 t I 2 R-238 11 和 鏡 i - 1  43-1 

漆器椀 2 - 2 35-12 R-6 

第73図 S D  634 溝跡出土遺物 (1 ) 
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番号 遠 物 名 層 位 図 版 登録Nl 番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録ふ
1 無釉陶器揺鉢 ¢ ー4 R-168 7 無釉陶器播鉢 e - 1 R -112 
2 同 上 e - 1  26-ll R-167 8 同 上 e - 2 26- 6  R -102 
3 同 上 e - 2  R-164 ， 同 上 2 - 2  R-44 
4 同 上 ¢ ー2 R-165 10 須恵器蓋 2 - 2 R-53 

同 上 2 - l R-144 1 1  土師器壺 € -1-2 R-233 
6 同 上 € - 2  R-166 12 不明木製品 € - 2 R - 4  

第74図 S D  634溝跡出土遺物 (2) 
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容が明らかでないが、 柄付の片口となる 可能性があ る 。 瀬戸窯の製品と考えられる。 6 は漆器

の椀である。 高台は完全には残っていないが、 幅の狭い低いものであったようである 。 内外と

も黒漆が施されている 。 3はカ ワ ラ ケである。 ロ ク ロ 調整されており、 底部はやや上 げ底状を

呈す。 静止糸切りの痕跡が残ってい る 。 11は和鏡である 。 鏡背には全面にわたって草と花を配

している。 縁と界圏の間には貫通する3つの小孔が穿たれてい る 。 鏡面には不定方向の線状痕

が多数あり、 刺突痕（ ？ ） も 5 か所確認できる。 第7 4図12は用途不明の木製品である 。

(4) S D 635 · 636 溝跡

S D  635 · 636 溝跡は調査区南半部で検出した溝跡である 。 それぞれ先端は調査区外にのび

ている。 SD 635 溝跡は SD631· 634· 637 · 639· 6 46 溝跡と重複しており、 S D 639 ·637 溝跡

より古く、 他のものより新しい。 方向は、 いずれも蛇行して い るため計測しがた いが、 SD635 

溝跡は SD639溝跡と、 S D 636 溝跡は S D 638 溝跡とほぼ同 じ方向をとっている。 長さは前者

が20m、 後者は36mにわたって検出した。 遺存状態の良い S D 635溝跡でみる と、 上幅は最大

で 2.3m 、 深さは0. 7 mであり、 断面の形態につ いてはほぼ逆台形を呈している。 底面には凹凸

A
L
 

N
「

廣位1 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

I I褐灰色OOYRX) 帖性、 し ま り ややあり ． 粒子細かく均質である。· · · "'I· 性、 し ま り あ り 、 拉干は1層より紐かく均質Cある。
砂を縞状に含む。

3 I瓜褐色(IOYRJ() 帖性。 し ま り あ り、 粒子は2層同様細かく均質である。

• < • x> I 粘性、 し ま I)ややあり、 粒子は2層同様細かく均質で
あ る。 地山崩攘土プロ ックを含む。

゜ l m  
（第62 · 63図3参照）

◎ Q
 

。

� :  
名 I;/@&I:-�I :f'h I 

第75図 S D  635溝跡断面図及び出土遺物

がみら れ る 。 埋土について

みると、 下層 (3-5 層） は

砂と粘質土が互層になっ て

自 然堆積した様相を呈して

いるのに対し、 上層 ( 1

2 層） は地山 プロ ッ クを大

量に含んだ土で人為的に埋

められているようである 。

遺物は、 平瓦の小片と木

製品の下駄（第7 8図） が 1
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点出土 し て い る 。 この下駄は一つの材木 か ら 歯を切 り 出 し た 「連歯下駄」 で、 角は丸味を帯び

て い る 。

(5) S D  637溝跡

S D  637溝跡は 、 調査区南半部で検 出 し た南北溝であ る 。 本溝跡は北側が調査区外へ延ぴて

お り 、 南側はS D 639 溝跡と重複す る と こ ろ で若干東へ屈曲す る 気配 を み せ る が、 破壊 さ れ て

い る た め 、 そ の延長部分 に つ い て は不明であ る 。 さ ら に S D 635 溝跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ

り 新 し い。 本溝跡は第N層上で検出 し て い る が、 第 皿 層 上 か ら 掘 り 込んだ遺構よ り 新 し い 。 本

溝跡の位置につい て み る と ほぼ平行 し て走 る S D 638 · 634溝跡のほぼ中 間 に位置 し て い る 。

方向は 、 蛇行 し て い る た め計測 し がた い が、 概ね S D 638溝跡 と 同 じ 方向 を と っ て い る 。 底面

の状況は 、 北側 と 南側では ほ と ん ど比高差がな く 平担であ る 。 規模は 、 上幅 1 . 7 m 、 深 さ 0 . 7

m であ り 、 長 さ 32m に わ た っ て検出 し た 。 断面の形態は 、 底面 か ら 内湾気味に緩や か に 立 ち 上

が っ て い る 。 埋土は自然堆積 し た様相 を呈 し て い る が、 最上層のみは地山 プロ ッ ク を 多餓 に 含

んだ土で一手 に埋め ら れて い る 。 な お、 S D 639 溝跡 と 重複 す る部分よ り 北側で、 西壁 に取り

つい た舌状の張 り 出 し を検出 し て い る 。 そ の 底面の状況は 、 先端 よ り S D 637溝跡本体に向か

っ て緩やかに傾斜 し て お り 、 溝底面と の比高差は約 0 . 4m であ る 。

遺物は無釉陶器甕 ・ 播鉢、 青磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器、 漆器椀、 硯、

使用痕 の あ る礫、 古銭 〔元□通宝〕 、 腎銅製托な どが出土 し て い る 。 第77図 1 · 2 は無釉陶器

A
L
 

ぶ

（第62 · 63図2 参照）
SD 637 SD 634 
層位l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他 隅位1 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

I 黄褐色UOYRK) 黄色土と黒褐色プ0 ッ ク を含む。 全体的し ま り な し。

2 褐灰色( . )<) 帖性弱く 、 し ま り や や あ り 、 拉子は均質で細かい．

3 • ( • >() 帖性弱く 、 し ま り ややあり 書 粒子は細かく飲らかい．

4 黒褐色( . 知 固佗褐＜亀 しまりややあり． 粒干I埠枷く→拇て111く均'ltf'liない。

5 褐灰色( . J{) 帖性弱く 。 し ま り ややあり 、 粒子は紐かい。

6 黒褐色( . j() 紺性弱く 、 しまりややあり、 粒子山勧い• 上詔バや租い。

SD 636 

[IJ 褐灰色(lOYRK) 帖質土。 帖性弱く 、 し ま り ややあ り 。 褐色土粒と
白色土粒を まばらに含む。

図 褐灰色OOYRK) 帖質土 糾繹＜ ． しまりは上層よりがり．白色土粒、 炭化物を含t·,
③ 黒褐色( Y 'f) • • 上眉より信く、白色w少量、 炭化物を多量に含t·,
m 黒 色( • Ul . . ややあり． しまり弱い渇物遺体を層状に含(,·,
田 ャ ( . .)  . 尋 信<. しまりあり•樋枷§体を2ばらに含む。

SX 693 
層位I 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他 層叫 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

① 渇灰色(lOYR){) 帖性。 し ま り や や あ り 。粒子細かく均質である。

② • C • ><> 帖性、 L ま り共にあり． 粒子は上層より細かく均質である。

縞状に砂粒が混入する。

③ 黒褐色( . ){) 帖性、 し ま り共にあり 、 ft子は細かく均質である
④ . ( . .) 帖性． し ま り共にややあり、 粒十は細かく均買である

地山崩壊土プ ロ ッ ク．
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゜ 10cm 
(17のみ）

番号 遺 物
名 層 位 図 版 登録必 番号 遺 物

名 層 位 図 版 登録No.
1 無釉陶器甕 .e -3 R-234 10 無釉陶器描鉢 2 - 1  R -156 
2 同 上 £ ー 5 R-239 11 同 上 £ - 5 R -160 
3 同 上 £ -3 R-159 12 同 上 £ - 1 R-161 
4 同 上 £ - 1 R-157 13 研磨痕の あ る陶片 € - 1  R-269 
5 同 上 ¢ ー2 R -15& 14 守磁椀 £ ー 2 20-4 R - 73 
6 無釉陶器播鉢 £ ー 3 26-4 R-59 15  カ ワ ラ ケ ¢ ー 3 R-263 
7 同 上 £ - 3 R-137 16  漆器椀 e - 3 35- 5 R-8 
8 同 上 ¢ ー 1 R - 15j 17 銅製六器 （器台） € -2 43-2 ， 同 上 ¢ ー 4 R-154 18  古銭

第77図 S D  637溝跡出土遺物 (1) 
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鬱゜ 10cm 

番号 I 遺 物 名 I 層 位I図 版I登録No. II 番号I 遺 物 名 I 層 位I図 版I登録No.
l 

無釉陶

器播鉢
2 I 同 上
3 同 上

鉢播器

陶

上

釉無

同＇
 

4
5

 

姐

翌3

R
R
R
 
|

 

2
 

6
 
2
 |

 

1
3
4
 

―-＿
 

¢
¢
£

 

€ - 3  1 27-4 1 R - 94 
¢ ー 5 28-5 R - 38 

第78図 S D  637 溝跡出土遺物 (2) 

甕の口縁部破片資料である。 いずれも幅の狭い縁帯 を形成している。 胎土は灰白色で表面はに

ぶい赤褐色 を 呈 し ている。 硬く焼き締 ま り 、 上面には灰オ リ ー プ色の自然釉がかかっている。

3- 5 は押 印 を 施 さ れた無釉陶器の体部破片である。 4 と 5 は白色粒 を多く含む灰 白色の胎土

であり、 押印も類似すること から同一個体である可能性が高い。 無釉陶器播鉢は口縁部破片で

数える と 12個体分出土している。 いずれのものも内面 に 筋 目 は施 されていない。 第7 7 図6 はロ
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号番一 遺 物 名

使用痕のある礫
同 上

同 上 言言号
遺 物 名

使用痕のある礫

石硯 門
第79図 S D  637溝跡出土遺物 (3) 

径20.4cmの比較的小型の揺鉢であ る 。 外面の体部は下端 か ら 中 頃 に か け て下 か ら 上ヘヘ ラ ナ デ

し て お り 、 外面口縁部 と 内面は ヨ コ ナデ調整 し て い る。 7 -12はいずれ も 内外 を ヨ コ ナデ調整

し て い る 。 第78 図 2 · 3 は高台の付い た播鉢で あ る 。 体部 を ヨ コ ナ デ し た 後、 下端部 を横方向
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10cm 

第80図 S D  637溝跡出土遺物 (4) 

＇ 
遺 物 名

1
層 位 1

ー
図

焦 痕 の あ る 礫 £ - 1  

に手持ヘ ラ ケ ズ リ し て高台を貼付 し 、 その周辺を更に ヨ コ ナ デ し て仕上げている 。 3は高台が

欠 失 し て い る がその剥離痕が残っている 。 1 も下端部に手持ヘ ラ ケ ズ リ が確認でき るので高台

付の揺鉢であった可能性が高い。 1 - 3はいずれも灰白色を呈 し てい る 。 4と 5 は内外両面を

ヨ コ ナデ調整 し てい る 。 特 に 5 は丁寧に仕上げており 、 体部内面には釘状のもので「サ」 と陰

刻されている 。 第77図 1 · 2 · 6 は その形態や胎土 、 色調より 常滑窯の製品と考えられ、 赤羽

一郎氏の編年によれば1 · 2が第III段階後半 (14世紀前半） 、 6が第N段階前半 (14世紀後半）

のもの に類似している 。 第78図 1 - 3 も形態や胎土、 色調から常滑窯など東海地方の製品と考

えられる 。 第77図14は青磁椀である 。 残存部についてみれば内外両面とも文様はない。 底部及

び高台儀付きをのぞいて施釉 されてい る 。 15は カ ワ ラ ケである 。 ロクロ調整されており 、 切り

離 し は静止糸切りと 思われるが判然としない。 16は漆器椀である 。 内面は朱漆 、 外面は黒漆の

上に朱漆で文様を描いている 。 1 7は青銅製の托である 。

(6) S D 638 · 639 · 640 · 641 · 642 溝跡

S D  638 · 639 溝跡は、 調査区南半部で検出

し た溝跡である 。 東西に走 るS D 639 溝跡は調

査区西端部を南北に走るS D 640 溝跡と合流し 、

東端部ではS X 65 7 土橋をはさんでS D 640 溝

跡と直線に並んでいる 。 S D 639 溝跡とSD 640 

溝跡は幅のせ ま い641 溝跡によって連結 し てい

る 。 またSD 639 溝跡の西寄り には、 南北に走

るS D 642 溝跡が連結 し てい る 。 S D 637 · 646 

· 635 · 634· 650 · 643· 648 溝跡と重複 してお

り 、 これらより 新 し い。 このうち 、 S D 637 · 

A
」

N
T
 

層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 · そ の 他

l 黒褐色IJOYR½) 上部に灰褐色砂償土を演状に含み 、 白色土粒、

褐色土粒を全体に含む。 帖性、 し ま り な し 。

2 渇灰色( . .Kl 上層よ り し ま り あ り 、 白色土粒、 褐色土粒を含む。
3 ,, ( • ●) 帖性笠く 、 混入物少なく均質な層。

4 にぶい資褐色( •½l 地山M墳土賃橙色プロ ッ ク を含む。

5 褐灰色(7.SYRKl 帖性強く 、軟かい仄白色砂質土を填状に含む。

第81図 SD 638溝跡断面図
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層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他
I 褐灰色(lOYR¼l 帖性、 し ま り 弱 く 、 白色拉を多量に含む。

2 思褐色OOYRK) Iii性、 し ま りややあり 、 白色粒を少量含む。

3 貨灰色(2.SY¼) 帖性、 し ま りややあり 、 黄色土や
少黛の黒色帖質土を 含 む。

黒褐色（ 令 Kl 帖性、 し ま り 弱 く 、 黄色土や
少泣の黒色帖質土 を含む。

3 m  

第82図 S D 639 · 640 • 641 溝跡、 S X 657土橋
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635 · 634溝跡とは方向を同じく し 、 しかもほぼ同位臨で重 複 し て い る が、 これらの溝の中で

は一番外側に位臨 し てい る 。 なお 、 これらの溝跡は第N層上で検出 し てい る が、 第 m 層上で検

出 し た遺構より 新 し いことを確認 し て い る 。 方向についてみる と発掘基準線に 対 し 、 S D 638 

溝跡は北で約 7度西に偏 し ており 、 SD 639 溝跡は直線部分でみ ると東で約19 度北に偏 し て い

る 。 規模はSD 638 溝跡が幅1. 05-1. 52m 、 深 さ38 -45cm、 SD 639 溝跡が幅l.55-l.65m、

深さ42-55cmを計 る 。 埋土はSD 639 溝跡中間付近のセ ク シ ョ ンを参考にすれば各 層 と も砂質

土が主体 と な っており 、 それらがほぼ水平に堆積 し て 自 然堆積の様相を呈 し て い る 。

S X 657 土橋は、 S D 638 · 639 溝跡の合流点から東へ19m離れた地点に位置 し てい る 。 規

模は東西3.1 mであり 、 南側をS D 641 溝跡によ っ て 画 され て い る 。 この溝跡の規模は幅20cm、

深さ 4 -9 cmである 。 これは若干南側へふくらんでおり 、 両端はS D 639 · 640 溝跡へそれぞ

れ合流 し て い る 。 ま た、 西辺の南辺コ ー ナ ー 寄 り の所では、 西壁に取り付く舌状の張り出 し を

検出 し てい る 。 この張り出 し についてみると、 底面は先端より溝本体に向かって緩やかに傾斜

し ており 、 溝底面との比高差は約 0.3mである 。 底面はほぼ平坦であ る 。 断面形は南辺では平

坦 な 底面からやや急に立ち上がり 、 その後緩やかな傾斜で開いて い る 。 西辺では舟底状を呈し 、

壁は緩やかに立ち 上がっ てい る 。

遺物は無釉陶器 甕• 播鉢、 瓦質播鉢、 青磁椀 • 皿、 カ ワ ラ ケ 、 須恵器、 土師器、 赤焼き土器

などが出土 し てい る 。 第86図1 は外面に鍋蓮弁文のある 青磁椀の体部破片資料である 。 内面は

無文である 。 第83図 2 はカ ワ ラ ケである 。 手づ く ね成形されており 、 内外の口縁部を ヨ コ ナデ

調整 し てい る 。 更にその後見込みにのみ不定方向のナデを施 し てい る 。 第 83図3は瓦質土器播

鉢の底部破片資料である 。 燻べ焼きされており 、 5 本 1 単位の筋 目が施されている 。 底部は砂

底である 。

�/J, 
一三巳/?J 2 

円
ケ

物 名

(7) S D  643溝跡

_r--三1_ 4 

層 位 図 版 登録凡 番号 遺 物 名

に:I 20-, 1 �= :: I : I雷ユ
第83図 S D 638 · 639溝踪遺物

0 5cm 
I I I I I I 

門

S D  643溝跡は調査区南西隅で検出 し た溝跡である 。 調査区西壁から南壁にわた っ て のびて
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い る が、 南壁際では真 っ直 ぐのびてはいかない。 止 ま っ て し ま う か南へ屈曲す る かは 明 ら か に で

き な か っ た 。 方向は東で約25度南 に偏 し て い る 。 S D 638 · 642 · 650 溝跡、 S K 664土壊な

ど と 重複 し て お り そ れ ら よ り 古い 。 規模は上幅 2.9 - 2. 7 m 、 下幅 l.7 - l. 6 m で東西 7 . 7 m 

に わ た っ て検出 し た。 底面はほぼ平坦で あ る 。 埋土 は 7 層 に 大別 さ れ る 。 3 · 7 層 は地山プロ
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第84図 S D  643溝跡

ッ ク を主体 と す る 層 で、 い ずれ も 南 か ら 北へ 落 ち 込 ん だ様相を呈 し て い る 。

な お 、 本溝跡は 第N層上で検出 し 、 第 ill 層 に お お わ れて い る こ と を確認 し た 。

遺物は 、 無釉陶器甕 · 揺鉢、 青磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器、 板草履 、 砥

石、 植物遺体な どが出土 し て い る 。 第85図 1 は カ ワ ラ ケ で あ る 。 ロ ク ロ 調整 し て お り 、 底部の
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切り 離しは静止糸切り である 。 2 · 3 は無釉陶器甕の体部破片資料である 。 外面に押印が施さ

れてい る 。 4は板草履である 。 図示 し たのは芯板だけであ る が、 出土時には芯板をく る んでい

た諾と屈緒が残存 し ていた（図版3 9-7) 。 芯板は、 左右対称の2 枚の薄い板材から成り 、 先端

部には小孔、 側縁部には方形切り取り 部がそれぞれ対称の位四に設けられている 。 表面には蕊

の圧痕が残っている 。

\_-==に二7

2
 

� , . . , . -�... , 

-:::::: —:,:. I一,.,. '-

゜
番号 遠 物 名 層 位 図 版 登録凡 番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録lb

1 カ ワ ラ ケ £ - 4  R-255 3 無釉陶器甕 ¢ 
ー

3 R-170 
2 無釉陶器甕 £ -2 R-153 4 板草履 2 - 2  39-5 R-5 

第85図 S D  643溝跡出土遺物

(8) S D 655 · 656溝跡

S D  655 · 656溝跡は 調査区北端部で検出した溝跡である 。 ほぼ同位置で重複し、 SD 656· 

655 溝跡の順に新しい。 多 く の建物跡や溝跡と重複しているが、 これらの溝跡より 新 しいもの

は確認していない。 S D 656 溝跡については第皿層を掘り込んだ状況を確認しており 、 埋没し

きらずくぼんでいたところに第Il 層が堆積してい る 。 それぞれ26mにわたって検出 し た。

S D  656溝跡は上幅5.2- 3. 9m 、 途中段の付く所で幅 l. 8 - l. 3 m 、 下 幅 0. 6 - 0.4 m 、

深さ0.8mである 。 東西にほぼ直線的にのびており 、 東西両端の下幅中央で方向を計 る と東で

約 3 度南に偏している 。 S D 655溝跡は残存部分で上幅 l. 8 - l. 3 m 、 下幅 0. 9- 0.5 m 、 深

さ 0.5 m であ る 。 調査区東壁から中頃にかけてはほぼ直線的だが、 途中から南に緩やかに折れ
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S D  656 

す土 色 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

① 

I

褐仄色 (7.SYRXI粘性 し ま り な し 。 炭化物、 白色土粒を含む。

② 黒褐色 (IOYB½) 帖性 し ま り あ り 。 地山罰壊士プロ ックを含む。

第86図 SD 654 • 655 · 656 溝跡
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゜ 10cm d. 
番 号 遺 物 名 遺構 ・ 層 位 図 版 登録No. 番 号 遺 物 名 遺構 ・ 層 位 図 版 登録ぬ

第90図 1 無釉陶器 播鉢 S0656 · t  - 1  R-149 第90図 9 施釉陶器 茶入 S D 656 · ヽ ― l 20- 16 R- 6 
2 無釉陶器 播鉢 11 々 R-147 10 施釉陶器 卸皿 SD655 ·t -1 21 - 10 R-150 
3 無釉陶器 播鉢 ，， .. R-148 11 カ ワ ラ ケ SD656・l - 1  R-258 
4 施釉陶器 壺 ,,. ,,. 21-11 R-313 12 カ ワ ラ ケ SD655 ·t - 1 31-3 R- 15 
5 施釉陶器 壺 "' ，， 21 - 15 R-312 13 無釉陶器 播鉢 <- ，， 29-1 R- 20 
6 施釉陶器 香炉 S0655·l - 1  21-6 R- 47 第91図 1 古銭（僚祐元宝） ，，， .. 44-5 
7 無釉陶器 甕 SD 656 ·t - 2  R-240 2 刀 子 ，， "' 43-7 
8 施釉陶器 香炉 S 0655 ·e - 1  21 - 13 R - 66 3 不明腎銅製品 � ,, 43-3 

第87図 SD 656 • 656 溝跡出土遺物

曲がっている。

SD 654溝跡はSD 655 · 656 溝跡完掘後にその底面で発見した溝跡である。 残存部分で上幅
0. 7 -0. 5 m、 下幅0.3-0.2m、 深さはわずかに0. 3mを計るのみである。 東西にほぼ直線的にの
びており、 東西両端の下端中央で方向を計ると東で約 3 度南に偏 し ている。 遺物は出土してい

な い。
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ぃロニニ〗 l
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--.0ハ゜ 5 cm  

（原 寸） 第88図 S D  655溝跡出土遺物

遺物は、 S D 656 溝跡から無釉陶器 甕 ． 揺鉢、 青磁椀、 施釉陶器茶入 ・ 壺 、 カ ワ ラ ケ 、 土師

器、 須恵器、 赤焼き土器、 瓦、 砥石 、 鉄滓などが出土 し て いる。 第87 図 1 -3は無釉陶器播鉢

である。 内外とも ヨ コ ナデ調整 し て いる。 10は無釉陶器甕の口縁部破片資料である。 端部を丸

めただけの単純な形態である。 4 · 5 は施釉陶器である。 内外とも灰釉が施されて おり、 外面

にはヘラ状のエ具で文様が陰刻されて いる。 器形は明らかでない 。 釉調や胎土から瀬戸窯の製

品と考えられる。 8 は施釉陶器の茶入であるc 外面及び内面口縁部に鉄釉が施されている。 胎

土は灰赤色を呈 し 、 緻密で混入物を全く含まない。 中国製品と考えられる。 S D 65 5 溝跡から

は無釉陶器 甕• 播鉢、 青磁椀、 施釉陶器卸皿 • 香炉、 カ ワ ラ ケ 、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器 、

瓦、 砥石、 鉄滓、 古銭 〔景祐元宝〕 (1038年初鋳） 、 青銅製品、 刀子な どが出土 し て いる。 第

87図13は無釉陶器播鉢である。 口縁部は上面を外下がりに少し斜めに切り落とされたような形

態を呈 し 、 端部は丁寧に ヨ コ ナデ調整されてやや丸味を帯びている。 内面には 8 粂を 1 単位と

する筋目がつけられている。 表面は赤褐色～にぶい橙色を呈し 、 灰白色の光沢のない自然釉が

疎らに降りかかっている。 焼成良好で硬く焼 き 締 ま っ て いる。 この播鉢は口縁部の形態、 筋 目

の存在、 色調などから備前窯の製品と考えられる。 特 に 口縁部の形態は胡耶山下窯の採集資料

（註4 ) に類似するものがある。 間壁 忠彦氏の編年 によれば鎌倉時代後半から南北朝 時代に位四

づけられて いる（註 5 ) 。 第87 図 6 は施釉陶器の香炉である。 内面口縁部にはオ リ ー プ黒色の鉄

釉が施されている。 外面に は釉が全く存在 し な いが、 表面にはわずかな光沢もないので釉は剥

落 し て し ま ったものと推定される。 7 も施釉陶器香炉の体部破片資料である。 外面に文様が陰

刻され、 灰釉が施されて いる。 f本部が筒形になるタ イ プと考えられる。 9 は施釉陶器卸皿のロ

縁部破片資料である。 6 · 7 · 9 は瀬戸窯の製品と考えられ、 藤澤良祐氏の編年 に よれば 6 は

後期様式前半 (14世紀末-15世紀前半） 、9 は中期様式前半 (13世紀末-14世紀前半） のものに類

し て いる。 11・ 12は カ ワ ラ ケ である。 いずれもロ ク ロ 調整 し て おり、 12は底部の切り離 しが回転．

糸切りである。 第88図は器形が不明な青銅製品である。 上端部と左右側面の下半部が欠損 し て

いるが、 他はかろ う じ て原形を保って いる。 左右側面の欠損部はいずれも外側にめくれている。

註 4 間壁忠彦 ・ 間壁販子 「備前焼研究ノ ー ト(2)」 r倉敷考古館研究集報』 第 2 号 1966
註 5 間壁忠彦 「備前」 『世界陶磁全集J 3 日本中世 1977 
※ な お第87図13の播鉢については岡山県教育委員会の伊藤 晃氏に写真、 実測図 に よ り 鑑定を依頼し 、

ご教示を得た。
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( 9) S D  651 溝跡

S D  651 は、 調査区北半部の第N層上で検出した溝跡である。 S 0 5cm 
I I I "』,, .. , I I 

B 605 · 61 0 · 613建物跡、 S K 667 土城、 S D 653溝跡と重複し
遺 物 名 I層位1図版1登録

ており、 S D 653溝跡 、 S K 667 土横、 S B 605 建物跡より新い ) 0 [白 磁 ． ． ． 
他のも のとの関係は不明である。 南北7.25mにわたって直線的にの 第89図 SD 651溝跡出土遺物

びており、 上幅49�25cm、 深さ19cmを計る。 底はほぼ平坦であり、 壁は底部から緩やかに立ち

上がっている。 方向は、 北で約11度西に偏している。 埋土は黒褐色 (lOYR ½)砂質土の単層で

あり、 地山粒や焼土、 炭化物 を含んでいる。

遺物は、 無釉陶器甕、 白 磁椀 、 カ ワ ラ ケ 、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器な どが出土し ている。

第89図は白 磁椀の底部破片資料である。 やや青味を帯びた釉は高台益付き をのぞき、 全面に施

されていたようだが、 畳付きまでたれている部分 もある。 高台内はロ ク ロ を用いず荒く削り取

っている。 見込みには浅 い沈線が巡り、 中央部にはヘソ状の突起が残されている。

(1 0} S D 650 溝跡

S D  650 は、 調査区南西隅で検出し た東西溝である。 S D 638 · 646 · 643溝跡、 S K 664 

土壊と重複しており、 S D 646 · 643溝跡や第Illx 層から掘り込んでいるS K 664土痰より新

しくS D 638 · 637 溝跡より古い 。 規模は、 上幅50�60cm、 深さ20cm を計り、 約 4. 8 mにわた

って検出した。 方向は直線的な部分で計ると、 東で約22度北に偏している。 壁は底面からほぼ

垂直に立 ち 上がっており、 埋土はやや粘性のある灰褐色土砂質土である。

遺物は無釉陶器甕の体部破片 が 1 点出土し ている。

← --; 

SD 650 

S D  650 
層位l 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

① |褐灰色(IOYR}f) I帖性ややあり 、 し ま り弱、 炭化物若干と
白色土拉を含む。

SK 664 

I I I I 

第90図 S D 650溝跡、 S K 664土墳断面図

(1 1) S D  649溝跡

土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

I I 褐灰色 (IOYRK) 粘性し ま り と も に な し 、 上部に粗い砂粒を
多量に含み、 まばら に白色土粒を含む。

2
1
雌掲色( . ½l 帖性強、 白色土粒 を ま ば ら に 含 む。

3 焦渇色{ . Kl 帖性注、帖質土、褐色の砂質土を層状に含む。

S D  649は、 調査区南端部の第皿x 層上で検出し た溝跡である。 S D 647 · 648 溝跡と重複

し ており、 それらより新し い。 方向は北で約56度西に偏している。 規模は、 上幅40-7 0cm を計

り、 約5 mにわたって検出し た。 残存状況が悪く、 深さは6 -15cm を残すのみである。

遺物は出土し ていない 。

(12) S D  648 溝跡

S D  648 は、 調査区南端部の第N層で検出し た南北溝跡である。 方向は北で約9 度西に偏し
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ている 。 規模は、 上幅80-90cmを計り、 約3. 4 ID にわたって検出 し た。 残存状況が悪く、 深さ

は 5-7 cmを残すのみであ る 。

遺物は出土 していない。

(1 3) S D  644 溝跡

S D  644は、 調査区北半部の第W層上で検出 し た溝跡であ る 。 S B 607 · 622 · 630 · 603 

· 605 · 628 · 620 · 611 建物跡、 S D 645 · 653溝跡と重複 し て おり、 S D 645 · 653 溝跡より

は新しいが、 S B 607 · 622 · 628 · 605 · 611 · 620 建物跡よりは古い。 その他のものとの新旧

関係は不明である 。 本溝はやや蛇行 しているため 、 残存 し てい る と ころの南北両端を結んだ線

で方向をみる と発掘基準線に対 し 、 東で約40度北に偏 し てい る 。 規模は上幅0.4-0.8m、 深さ

0.3mであり、 約21 m にわたって検出 した。 断面の形状はいわゆる段掘り状を呈 している 。 埋土に

ついてみると、 下層は地山小粒をふくむ粘質土であり、 上層は炭化物を含む均質な砂質土である 。

な お、 本溝上層の砂質土は今回発見 し た他の遺構では全く見 る ことができ なかったものである 。

遺物は無釉陶器播鉢、 土師器 甕 ． 杯、 須恵器 甕 • 瓶 ・ 鉢、 赤焼き土器杯 • 高台付皿、 瓦な ど

が出土 している 。 第91図1 は須恵器の鉢である 。 還元烙焼成されており、 体部は内湾気味に 立 ち

上がっている 。 内外とも丁寧 に ロ ク ロ調整されており、 外面下半はタ テ方向に ヘ ラ ケ ズ リ され

ている 。 内面中位より下にかけて磨耗 し て い る 。 第91図3は赤焼き土器高台付皿である 。 高台

は体部下端に貼付されており、 イ本部か ら 口縁部まで直線的 にのぴている 。 無釉陶器播鉢は底部

の破片資料である 。 外底は砂底で、 色調は灰白色を呈 し て い る 。 端部にはわずがに ナ デが見 ら

れ る 部分がある 。 高台付きであった可能性が高く 、 東海地方の製品と考え ら れ る 。

(14) S D 645 · 646 · 647 溝跡

SD 645 · 646は、 第N層上で検出 し た溝跡であ る 。 S D 645 溝跡は調査区北壁か ら 東壁にか

けて直線的にのびており、 S D 646溝跡は調査区南西隅付近か ら 東壁に向かってのびている 。

この両者は東壁付近でほぼ直角 に交わる 一連の溝である ことを確認 し て い る 。 また、 S D 646 

溝跡の西端部は削平を受けてかな り 浅 く なってはいる が北 に折れ曲がってのびてい る 。SD645

溝跡は概ね段掘り状を呈し 、 S D 646溝跡は断面が逆台形を呈 している 。 規模についてみ る と、

S D  645 溝跡は上幅 l.5 - l.7m、 深さは段掘り 状を呈す るところで34-36cm、 他の部分では

27cmを計る 。 S D 646溝跡は上幅 l.3- l.7 m、 深さは0. 5 - 0.2mである 。 両者とも約31m

にわたって検出 し た。 埋土は、 遺存状態の良いS D 645 溝跡でみ る と 8 層 に分ける ことができ

る 。 砂質土と粘質土が互層を成 し ており自然堆積の様相を呈 し てい る 。 中 頃 に は10世紀前半に

降下 し たといわ れ る 灰白色火山灰が厚 く 堆積 し ている 。

な お、 S D 646溝跡の西端近く にS D 647 溝跡が合流 している 。 上幅1.0-0. 6m、 深さ0. 4

-0.3mを計り、 約llmにわたって検出 し た。
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これ ら の溝跡の方向についてみると、 S D 645溝跡は発掘基準線に対 し北で約35度西に偏し

ており 、 S D 646 溝跡は東で約37度北に偏 し ている。 S D 647 溝跡は概ね北で約9 度西に偏し

ている。 ま た 、 これら の底面レベルを比較すると、 S D 646 溝跡とS D 647 溝跡の合流点付近

が最も浅 く なっているが、 他の部分については深浅に規則性は見出せなかった 。 調査区全体に

わたって展開しているこれら の溝跡は多くの遺構と重複しているが、 S D 653溝跡より 新 し い

だけで他のすべての遺構より 古い。
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S D  645 
S D  646 

(N-06 ラ イ ン付近）
0
1

 
L......l ーーm 

SD 645 土 性 ・ 混 入 物 ・ そ の 他

暦位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他
ビ ト

① 1
黒褐色(IOYRK)I炭化物を多量に含み、 白色土粒を含む。

ッ ② 灰黄褐色(IOYR½ 灰白色火山灰を多量に含む。

6
 

1 にぷい責褐 色 (IOYR 粘性あ り 、 l1i.白色火山灰 拉を多 く 含む。

I :;:; 疇：喜誌翌；→し含む' S K  
6

67『主デ9�；門万=盆．

々 ( . ½ ) 粘質 土、 やや砂を含む. (1) 褐灰色(IOYRK) 褐鉄鉱を 含み、 やや し ま り があ る。
7 I にぶい賣掲色 （ り 0 訊土、 地山印紅 、 5 層土 プロ ッ クが入る• S D  646 t2l 灰白色
8 • ( • Y.l 砂 質 土。 帖土質プロ ッ ク を含む。 (3) 褐灰色(IOYRK) I層に類似、 斑状に灰臼色火山灰を含む。

第92図 SD 645 • 646 溝跡断面図
(4) ,, ( 令 ％） 関鉄鉱を多く含み、地山砂位を混入する。帖性ややあり。

遺物は S D 645 溝跡か ら 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器、 瓦、 使用痕のある礫が出土 し ている。

土師器に は 甕（ 第93図 3 · 4) 、 杯 （ 第93図2 ) がある。 甕はすべて破片資料であり 、 図示

で き たのは2 点である。 両者とも器形は長胴型であると思われ、 ロ ク ロ調整を行なっているも

のである。 杯もすべてロ ク ロ調整を行なっているもので、 内面 は ヘ ラ ミ ガキ• 黒色処理されて

いる。 須恵器に は 甕 （第94図 1 ) 、 瓶（第93図 8 · 9 ) 、 杯 （第93図 5 ) がある。 甕は他の遺構

埋土や堆積層中に 散 ら ばっていたものがまとまり 、 一個体となったものである。 破片は完全に

接合しなかったが、 図上で復元すると器高が約38cmになる胴張型のものである。 瓶は底部破片

か ら 推定して2 個体分出土している。 8 は頸部と体部の境に突帯を巡らした長頸瓶である。 全面

に灰オ リ ー プ色の釉がかかっている。 頸部と体部との接合は2 段構成である。 9 は瓶の体部か

ら底部にかけての破片資料である。 体部か ら 底部にかけては丁寧に回転 ヘ ラ ケ ズ リ 調整されて

いる。 焼成に際しては 、 筒状あるいは椀状を呈する陶製の焼台を用いたと思われる。 高台の付け

際には それとの溶着痕が残っており 、 それを境に器表面の色調も異なっている。 杯は凪的に少

なく、 1 個体のみ復元 で き た 。 5 は ロ ク ロ調整後、 回転糸切りによって切り離し 、 その後再調

整を全く加えていないものである。 赤焼 き 土器に は 、 杯、 高台付杯、 高台付皿があり 、 ほとん

どが破片資料である。 7 は高台付皿である。 高台内に はあま り明瞭ではないが螺旋状点列が観
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察される。 瓦は 丸瓦と平瓦が出土 し ているがいずれも小片で且も少ない。 第97図 2 は使用痕の

ある礫である。 両面とも摩耗し て平滑になっている。

S D  646溝跡からは土師器杯（第93図 1 ) 、 赤焼き土器杯、 丸瓦が出土 し ている。 菰は少ない。

__ , • — -··.. 
5 

ミニロニ

二
ロ

8
 

10cm 

番号 遠 物 名 層 位 図 版 登録No. 番号 遺 物 名 層 位 図 版 登録No.
1 土師器杯 e - 1 R-108 6 赤焼き土器杯 2 - 1  15-3 R-109 
2 同 上 e - 1 15-1 R-21 7 赤焼き土器高台付皿 i - 1  R-27 
3 土師器甕 £ - 1  R-103 8 須恵器長頸瓶 £ - 1  R -113 

同 上 e - 2 R-32 ， 同 上 £ -2 15-10 R - 80 
須恵器杯 e - 2 15-5 R - 3  

第93図 S D  645 · 646溝跡出土遺物
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10cm ゜ 10cm 

番号
1 

遺 物

須恵器甕

名 府 位,, _  
2 - 2 

図 版 登録No., — 
R - 89 

番号
2 

遺 物
名

使用痕のある礫
層 位
£ ー 1

図 版I登録No.

R -199 

第94図 S D  645 溝跡出土遺物 (2) 

S D  653溝跡

S D  653は、 調査区北半部の第N層上で検出した東西溝である。 S D 645 · 631 · 644溝跡

を は じめ、 多くの遺構と重複しているが、 それらのすぺての遺構より古い。 規模は上幅4.4-

2.9 m、 深さ0. 75m を計り 、 約26. 5mにわたって検出 し た。 方向についてみると西半分は発掘

基準線に対し東で約 5 度北に偏しているが、 東半分は北へ強く湾曲している。 断面形は概ね逆

台 形 を 呈している。 中央部のエレベー シ ョ ン を参考にすると北壁はほぼ垂直に立ち上がるのに

対し、 南壁は緩やかに立ち上がっている。 しかし全般にわたってこのような形態ではなく、 部

分的に段掘り状 を呈するところもある。 底面は平坦である。 埋土は 、 わずかに粘質土粒など含

むものの、 上層から下 層 ま でほとんど砂層が主体となっており、 その中でも粗いものと細かい

ものとが互層 を成し て堆積して自然堆積した様相 を呈し ている。 な お、 東半部の壁では炭化物

を広範囲にわたり検出した。 この炭化物の内容については分析を行っていないため不明である。

遺物は灰釉陶器平瓶、 須恵器瓶、 土師器杯、 甕などが出土している。 ほとんどが最上層から

出土しており、 下層からは土師器 甕の小片が数点出土したのみである。 第 9 5 図は灰釉陶器の
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層位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 • そ の 他

l 仄責褐色OOYR½l 上部は褐鉄を多く 含む砂質土、下部程きめ細くなる。

2 にぷい貨褐色UOY½) やや帖性をおび砂 プ ロ ッ ク を 含 む。

3 黒褐色IJOYR½I 帖性をおび砂プロ ッ ク を含む。

4 仄賃閲色UOYR½I 枯質土。 褐灰色粘質土粒を含む。

5 褐灰色(JOYR知 砂質土。 帖竹土プロ ッ ク を若干含む。

6● にぷい賃掲色UOYR I砂質土。 褐鉄を 多 く 含み、 粘質土粒を含む。

6b 命 ( •I 砂質土。 褐鉄を 多 く 含む。
7 黒褐色(IOYR½ 砂m土。 灰貨褐色砂との互層、 し ま り強い。

8 Iii貴掲色(IOYR½I 枯質土。 細砂を含み、 褐鉄も見られる。

9o 褐 色(JOYS¾) 砂1't:t. 仄賣褐色帖R切•プ0ックを少し含み砂を況入tふ
9b 灰貨褐色IIOYB½l 砂、 粗砂プロ ッ ク を含む。

JO • I •  ½I 枯質土を層状及びプロ ッ ク状に含む。

11 にぶいlt褐色(•½) 非常にきめ細かく 、 帖質土小プo-, ク，褐鉄を含む。

遺 物
名

I 層 位1図 版1登録No.

灰釉陶器平瓶 e - 1 17- 6 R-43 

0 10 cm 

ミ/
� 

第95図 S D  653 溝跡と 出土遺物
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平瓶であ る 。 口縁部 お よ び体部半 分 を 失っ て い る 。 体部、 底部は回転ヘ ラ ケ ズ リ に よ っ て丁寧

に 調整 さ れ て お り 、 天井部、 把手の上面には緑色 の 自 然釉 が厚 く か か っ て い る 。 胎土は灰白色

を 呈 し 、 黒色の微粒 を 含む。 形態的な特徴及び胎土 、 色調 か ら 猿投窯の製品 と み ら れ、 黒笹14

号窯式に位置づけ ら れ る 。 第 1 層 中 か ら ほぼま と ま っ て 出土 し た 。

E .  そ の他の遺構

(1) S X 658 焼土遺構

S X 658 は 、 調査区北半部の S K 667 土横埋土上で検出 し た小型の焼土遺構であ る 。 平面形

は楕円形 を 呈 し 、 規模は長径70cm、 短径30cm、 深 さ 10cm を 計 る 。 壁 ・ 底面は硬 く 焼 き 締 ま り 、

赤色 を呈 し て い る 。 内部に は大量の焼土や炭化物が充墳 し て い た 。

遺物は出土 し て い な い。

(2) S X 659 掘 り 込み

S X 659 は 、 調査区中頃の第III 層上面で検出 し た 不整形の掘 り 込み で あ る 。 SD 632溝跡と

重複 し て お り 、 そ れよ り 新 し い 。 1 層 と 4層 か ら ア サ リ 51点 （右殻21、 左殻30) と シ オ フ キ 1 点

（左殻） が出土 し た 。 遺存状態は良 く な い 。 他に須恵器の破片が数点出土 し て い る 。

(3) S X 694 ピ ッ ト

S X 694は 、 S K 670 土披北側の

第N層上面で検出 し た柱穴であ る 。

長径50cm、 短径43cmの楕円形 を 呈 し

径17cmの柱痕跡 を確認 し て い る 。 埋

土 中 よ り ロ ク ロ 調整 さ れ た カ ワ ラ ケ

が 1 点出土 し て い る （第 97 図 1 ) 。

内外に油煙状の付箸物が認め ら れ る 。

底部 には回転糸切 り 痕 が残 っ て い る 。

＋ 

A 
トー 2 ー 3 

l
 EI65 

Nl5 + 

ぶ

mーー
(4) S X 695 ピ ッ ト

S X 695は 、 S B 628 建物跡東妻

付近 に お い て 、 S D 645溝跡の埋土上で検出 し た小 ピ ッ ト で あ る 。 円形 を 呈 し 、 径32-36cm を

計 る 。 埋土中 よ り 無釉陶器播鉢の 口縁部破片 が 1 点出土 し て い る （第 97 図 2 ) 。 内面に筋

� 

第96図 S X 659 掘 り 込み

目 はつ け ら れ て い な い 。 内外と も ヨ コ ナ デ調整 し て い る 。

(5) S X 696 ピ ッ ト
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号

l:1f:;鉢Ii�::i�I� こ〗E�II
番

：I::: 勿 名 I�;:: :::I� ー： 「�
第 97 図 S X 694 • 695 • 696 • 697 • 698 ピ ッ ト 出土遺物

s x  696は 、S D 651 溝跡の南半部東壁付近で検出した小 ピッ ト である。 S D 651 溝跡と重複

しているが新旧関係は把握できなかった。 円形を呈し、 径20cmを計る。 埋土中より無釉陶器 甕

の体部破片が1 点出土している （第 97 図 3 ) 。 外面はヘラ状工具で ナデ調整されており、 格

子の押印が施されている。

(6) S X 697 ピッ ト

sx 697は 、 S B 602建物跡東妻の東側で検出した小 ピッ ト である。 隅丸方形を呈し、 一辺約

50cmを計る。 埋土中より青磁椀の口縁部破片が 1 点出土している（第97 図 5 ) 。 外面に蓮弁

文を彫り出し 、 その上に櫛描きを施している。 このような特徴を持つ椀は 、 大宰府に おける分

類では龍泉窯系青磁 I - 6 · b 類にあたり、 12世紀後半以降の年代が与えら れている。

(7) S X 698 ピッ ト

S X 69 8 は径65 cmを計る円形の ピッ トである。 S B 614 · 620 建物跡と重複しており、 前者

より新し く後者より古い。 埋土中より青磁椀の底部破片が 1 点出土している （第 97 図 4 ) 。

見込みに片切彫りによる草花文を施している。 高台内及び僅付きは無釉である。

F. 遺構外出土の遺物

ここでは、 中世の堆積層である第皿 層や第 I 層（表土） 、 近代以降の水路跡等から 出土した

主な遺物について説明する。

(1) 第 皿 陪 出土の遺物

第 皿 層 か ら は無釉陶器甕 ． 壺 ・播鉢、 青磁椀、 白 磁四耳壺 、 施釉陶器壺 · 香炉• 卸皿・ 深皿、
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カ ワ ラ ケ 、 瓦質土器香炉、 灰釉陶器広 口瓶・ 長頸瓶、 緑釉陶器椀 （或は皿か） 、 古銭 〔元祐通

宝〕 (1086年初鋳） などの他土師器、 須恵器、 赤焼き土器など多くの遺物が出土している。 無

釉陶器 甕は 、 口縁部の形態が受口状を呈するもの （ 第9 8 図3) と外反して先端が若干上方へ

立 ち 上がるもの （ 第9 8 図 1 · 2) が出土 し ている。 前者は地元窯、 後者は常滑窯製品に類似

している。 赤羽一郎氏の編年によれば、 1 は第II 段階前半 (12世紀後半） 、 2 は第 1I 段階後半

(13世紀前半） のものと考えられる。 無釉陶器壺 （ 第9 8 図 4) は体部の小さな破片資料では

あるが、 底部のわりには器病が低い形態と見られることから所謂 「鳶口壺」 のよう なタ イ プの

小壺と推定される。 内面には酸化鉄が厚く付者 し ておりお歯黒壺として用いられた可能性があ

る。 無釉陶器揺鉢は内面に筋目がつけられたものとつけられていないものとがあり、 後者が圧

倒的に多い。 第9 8 図 21は内面に筋目 のつけられているものである。 内面に文様の刻 ま れてい

るものも 1 点出土 し ている（第9 8 図 1 8) 。 第9 8 図19 · 20 は研磨面のある陶片 である。 いず

れも無釉陶器揺鉢の口縁部破片を用いたもので、 研磨面は口縁端部の内側に口縁に沿って観察

される。 第9 8 図 22 · 23は灰釉陶器の瓶である。 この内22は広 口瓶であり 、 オ リ ー プ褐色の釉

がみられる。 第9 8 図24は 緑釉陶器の椀或は皿の底部破片資料である。 灰 オ リ ー プ色の釉が見

込みと体部・ 高台の外面に施されている。 高台内と畳付きは露胎の ま ま である。 高台は削り出

しによる輪高台で、 高台内にはその際のエ具の痕跡が螺旋状に残っている。 見込みには釉下に

ヘ ラ ミ ガキが観察されるが、 高台外面は高台削り出 し 時のヘ ラ ケ ズ リ のままである。 体部外面

について は残存部僅少のため不明である。 見込みには重 ね焼きの痕跡が観察 さ れる。 高台の成

形、 直接重ね焼の痕跡、 胎土 、 色胴などから京都周辺の製品と考えられる。 第99 図 2 -5 は

施釉陶器である。 3 · 4は深皿の口縁部破片資料であり、 内外両面に灰釉が施 されている。 5

は卸皿の口縁部破片資料である。 卸し 目 の一部がかろうじ て残存しており、 薄い灰釉が内外両

面に施されている。 これらは瀬戸窯製品と考えられ、 藤澤良祐氏の編年に よれば3· 4 は中期

様式 (13世紀末-14世紀） 、 5 は前期様式 (12世紀末-13世紀） の前半のものに類似している。

図版20 -15は褐釉陶器壺である。 肩の部分と見られ、 厚 さは0.65-0. 95 cmを計る。 内面には粘

土紐を巻き上げた痕跡が明瞭に残っており、 施釉の際に流れ込んだと見られる釉が垂れて 、 発

色せずに光沢の な い灰 白色を呈している。 胎土は赤褐色や白色の小石を含み灰黄色を呈 し てい

る。 焼成良好で堅く焼き締ま っている。 肩部の破片にすぎないが、 所謂 「呂宋壺」 などと呼ば

れる中国 産の壺であろ う。 第99 図 8 - 16 は カ ワ ラ ケである。 大部分がロ ク ロ 調整しているも

のであるが、 9 は手づく ね成形後口縁部を ヨ コ ナデ調整 し 、 底部を手持ち ヘ ラ ケ ズ リ し ている。

(2) 第 I · II 層出土遺物

第 1I 層 は 近 ・ 現代の陶磁器を含む層であるため 、 ここでは第 I 層と一括で扱う。 これらの層

からは無釉陶器 甕 ． 壺• 播鉢、 青磁椀• 皿 、 白 磁椀• 皿 • 四耳壺• 合子 ・小壺蓋、 施釉陶器香
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10cm 

第99図

炉 • 天 目 茶椀 • 皿 · 壺、 カ ワ ラ ケ 、 瓦質土器火鉢、 古銭、 砥石 、 金属製品 、 鉄滓 な どの他、 近

世以降の陶磁器、 土師器、 須恵器、 赤焼 き 土 器、 瓦な どが出土 し て い る 。 第 100 図 5 は 白磁皿

の体部破片資料で あ る 。 内面には縦に細い隆線がつ け ら れ て い る 。 外面中頃には明瞭 に稜線が

め ぐ っ て い る 。 図版18-12は白磁合子の蓋で あ る 。 口縁部 か ら 天井部 に か け ての破片であ り 、

側 面 を 菊座形に型抜き し た タ イ プ と 推定 さ れ る 。 釉は透明であ る が、 素地の く ぼん だ部分では

水色に発色 し て い る 。 図版12-13は白磁小壺の蓋で あ る 。 花弁 を 表現 し た 丸い ツ マ ミ がつ け ら

れ て い る 。 釉は全体にやや青味を帯ぴて い る 。 第 100 図 4 は青磁皿の口縁部破片資料で あ る 。

口縁部を波状に仕上げ、 体部には稜がつ く 所謂 「稜花皿」 で あ る 。 内面に片彫り の文様が刻ま

れ て い る 。 12は施釉陶器香炉の 口縁部破片資料であ る 。 口縁端部はやや内側 に発達 し 、 広 い 面

を形成 し て い る 。 外面口縁下に二条の沈線がめ ぐ り 、 そ の下 に は文様が刻 ま れて い る よ う だ が

判 然 と し な い 。 二次的 な 熱 を 受 け て お り 表面の釉が荒れて い る 。 6 は天 目 茶椀の底部破片資料

で あ る 。 高台 か ら 体部は削 り 出 し て お り 、 f本部 と の境 に は 明瞭な段が形成 さ れて い る 。 高台内

は浅 く 削 り 込 ま れ て い る 。 内面及び外面体部には黒褐色の釉が施 さ れ て い る 。 6 と 12は瀬戸窯

の製品 と 考 え ら れ、 藤澤良祐氏の編年 に よ れば 6 は後期様式 (14世紀末-15世紀） 後半 、 12は
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前期様式 (13世紀末-14世紀） のものに類似し ている（註6 ) 。 第 100図19 -21 · 23は無釉陶器

播鉢の口縁部破片資料である 。 21は片口付近の破片であり、 口を造り 出す際に当てたと思われ

る 指の跡が残っている 。 22は研磨面のあ る陶片であ る 。 無釉陶器播鉢の口縁部外面を使用した

もので、 その部分は平滑になっている 。 24は鉄釉のかけられた揺鉢の底部破片資料である 。 片

口付近の破片と考えられる 。 26は近代以降の溝跡から出土し た播鉢の底部破片資料である 。 内

面には6 条 l 単位の筋 目 が施されており、 底部には板状の圧痕が観察される 。 体部外面は丁寧

に ヨ コ ナ デ調整されている 。 第 1 01図 l は石硯である 。 暗紫灰色を 呈 し平面形は楕円形に近い

形状を呈し ている 。 硯頭部と左側面及び右側面上半分に幅の広い縁帯がめ ぐっている 。 この縁

帯は左側面の小孔が多数あいている部分をかわしている た め 、 海部は不整形を呈してい る 。 海

部は浅く、 浅い縦方向の溝状痕が観察される 。 陸部と縁帯とは段差がなく、 粂線で区画されて

い る にすぎない。 陸部は使用により磨耗して平滑になってい る が、 使用痕は左側縁帯の小孔の

付近にま で認められる 。 一方、 この硯の襄面にも硯の海・ 陸部と縁帯を表現し たと見られ る 粗

雑な線刻がある 。 全体に微細な凹凸が多く観察される 。 表面についてみ る と、 陸部が彫 り 込ま

れていないこと、 海部をはじめ全体に成形が粗雑な点を考え併せればこの硯は製品とは考えに

くい。 し かし陸部に使用痕が認められ、 縁帯の一部にま で及んでいる ことを考慮す るならばか

番 号 種 別 · 器 種 出土地区

第98図 1 無柚陶呂 甕 F-10 
2 令 令 I ·07 
3 ． 々 F-10 
4 ． 壺 E·16 
s ． 甕 H-14 
6 令 ·r.: 鉢 c-10 
7 令 々 F - (氾
8 今 ” D-10 ， ． 々 D -01 
10 • . C-14 
11 • . C-14 
12 ． “ F-13 
13 令 々 E-16 
14 ． . B-15 
15 ． ． B - 1 6  
16 令 ． B -01 
17 ． ． C-11 
18 ＊ 令 F-10 
19 舎 令 A -06 
20 令 ． E-12 
21 令 . A- 0 6  
22 灰柚印召 広口瓶 芦

r..sト
f

-16 
23 ゜ 瓶 し',f
24 樟積陶臼 慎（或は皿） C -04 

第99図 1 ＂ 痘 椀 H- 07 
2 施精関召 香炉 H-16 
3 ’ 深皿 E-13 
4 ． ． F-10 
5 令 卸皿 E-05 
6 白 磁 匹耳壺 F-10 
7 瓦質土召 脊炉 D-02 
8 カ ワ ラ ケ H-04 ， . H-08 
10 . I -06 
ll ． F - 10 
12 ． F - 1 1  
1 3 令 F"-07 
14 ． I -14 
1 5  . G·OS 
1 6 “ H-05 

外 面
ヨ コ ナデ

頸部ヘラナデー ヨ コ ナ デ
ヨ コ ナ デ
僧瓢）へ9ナf'-(下濱H賣へ9ケズリ
B然釉
ヨ コ ナ デ． ． 
ヨコナデー（下半ll貴ヘラケズリ
ヨコナデー（下半l憤ヘラケズリ
ヨ コ ナ デ

今

+ 
舎． 
々． ． 
令． 

0クロナデ輪：が9ープ褐色25Y、/3)
（高台ー寓台内）®Isへうケズ＇，
回転ヘ ラ ケ ズ リ ー高台貼付
（高台～高台内）回転ヽ

（高(f拿台
綿内）-全iiiす）粍回転柚ヘラケズ＇）． 霞枯

全面施釉
全面施釉
ロ ク ロ ナ デ
（高台下鳩H員手持ちへ9ケズリ

燻ぺ焼
ロ ク ロ ナ デ
ョコナf'--{底慕手けらへうケズリ
0 ク ロナデ

令

令． . 
々
令

内 面
ヨ コ ナデ

令． 
，， ． ． ． ． 
々． ． 
＊ 

“ ． . 
令. ． 
令. 

ヨ コ ナ デ
0クロナデ． 
（内面） へ9 ミ ガキ

全面託柚 劃花文を描く

全面籍柚
全面施釉
0 ク ロナ デ

ヨ コ ナ テ
ロ ク ロ ナ デ
ヨ コ ナ デ
ロ ク ロナ デ

令

令

々
今. 

ロクロザ一（内底1
一

-r定,,,
方向9

表 3 第皿層出土遺物

そ の 他 図版凡 登録泊
広1- 5 R-Z35 
23-2 R-265 

R-187 
内面に隊化鉄付着 公ー12 R - 74 
押印あり R-192 

R-189 
R·l86 

外iiil:片Dが作るため呻オサエあり R·183 
R·l81 
R-191 

断面に タ ー ル状の付芍物 R-190 
R·I邸
R-185 

切'-10 R·l76 
R- 177 
R-292 
R·l的

内面にr,y」 のヘラガキあり 28·6 R·40 
口縁部内iliiに撹摂 25·6 R-173 

令 R·l84 
内 面 に 5 条 ( ? ) I 単位の筋目 認ベ Rー172
0ク0ザ$0031 t -2)と攘合 R-295 

17 -2  R-296 
内”し

面:II:～*高'台'ー外プ面
f>に(

義7籍5 v• �' 1 7·3 R·l4 

釉 ：＊＇｝ープ黄色(7.5 Y6/3) 19- 7 R-8 
（底郎） 糸切り頂一田貼付． 檜 ： 21·8 R-60 

籍 ： 21-7 R-16 
fill ;  21-5 R·55 
柚 ： 内ifiに卸目 21-9 R-240 
檜 ： 18·9 R-10 
外iililこ菊花文 30-3 R-232 
ぼ陥）約t糸切り慣. Cl稔輝色を呈す R-249 

R·72 
32-2 R-243 

（庇部） 回転糸切 り 痕 R·244 
0柑研御帖土紐巻き l;lf痕あり R-247 

（底部） 回転糸切 り 痕 R-246 
（ ヶ ） 令 一樟状のIf痕 32-3 R-ZSO 

内外黒色を呈す R-248 
（底部l 回転糸切り痰 34-l R ·331 

9 1  
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第101図 第 I 層出土遺物 (2)

つて硯で あ っ た も の を一回 り 小 さ く 作 り 直 し た も の と も 見 る こ と がで き る 。 想像を た く ま し く

す る な ら ば痰面の線刻は 、 そ の際いずれの面 を使用す る か を選択 し た際の行為 と 考 え ら れ よ う 。

3 は黒色 を呈す る石製の帯飾 り であ る 。 下辺 と 両側辺がいずれも ほぼ直角 を成す こ と か ら巡方

と 考 え ら れ る 。 下辺近 く に長方形の透孔 を 有す る タ イ プで、 裏面の コ ー ナー に は そ れ ぞれ帯本

体に縫い付け る た め の小孔が穿 た れ て い る 。

註 6 第100図12については参考文献中に類例を見出 し え な か っ た た め 、 藤澤良祐氏 に ご教示いただいた。

番 号 種 別 ・ 器 毯 出土地区 外 面 内 面 そ の 他 図版No. 登録凡
第105図 I 白 磁 椀 E·09 0 ク 0 ナ デ 釉 ： 灰白色(NS/ l 18- 1  R·9 

2 ． 四耳壺 A - 15 全面施釉 全面厖籍 18-8 R-19 
3 令 令 C·l7 体部まで飩樟•高台→町台内は霞粘 回転ヘラケズ,, 畳付き府粍 18-10 R·l8 
4 冑 磁 皿 全面斑釉 全面施軸、 文様あり r援花皿」 20-9 R-49 
5 白 磁 皿 筍3 トレ;i 全面粍枯 全面施柚 18-6 R- 272 
6 詫柚陶器 天目茶椀 C -09 回転へ9ケズリー作部上半に庇籍 々 21-3 R-52 
7 ． 椀 回転ヘラケズ,,一鬼板で化粧揖け 令 釉 ： R- 230 
8 土 呂 灯明皿 E-07 0 ク ロナデ 0 ク ロ ナ デ 咄1:舌即灯芯受11(配慕→l目

1111
印覧

糸
台切の圧

り痕
霞 R-114 

9 厖釉陶召 皿 C·06 （下半l回転ヘラケズリ、 (.I:半l.iil 全iii鹿積 惰皿』 積 ： R-24 
10 令 香炉 l -05 全面飩釉 ロクロナデ 30-5 R-127 
11 瓦門土舌 火鉢 E·ll ヨ コ ナ デ 21-12 R-107 
l2 施釉陶臼 畑 C-13 全面施柚 外面口樟下に2粂の沈線 R-75 
13 令 甕 C·07 ロクロナデ 32-1 R-67 
14 カ ワ 9 ケ F-04 ロ ク ロナデ ． ぽ節 静JI:糸切り痕 R-13 
15 命 C-02 ． 070ナデー（内底）一

ナ
定
テ

万向の （底部rn止糸切り底一周松にナデ R-251 
16 . C-15 ． ロ ク ロナデ （ ● ）糸切り頂 R - 252 
17 ． J ·02 ． 令 ( . )  . 32-6 R-253 
18 命 il.3卜しパ ． . ( . )  . 25-8 R - 262 
19 無枯陶笞• ほ鉢 虹卜しバ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 29-5 R- 142 
20 令 ， C- 03 今 ． 片口付近か？ お-2 R-178 
21 令 々 A-IS 令 ． 内

片
iiiロ縁

作
蝸

る
1こ濱虞 27-7 Rー175ロ全 ための指＊サ工あり

22 令 ． 四f�:,-f 學 令 R-136 
23 ． . z . ， 釉 ： R-139 
24 粍枯陶臼 令 F -03 全面窮積 全面庇積 押印あり R-61 
25 撫柚関呂 甕 S D 3S ヘ ラ ナデ ヨ コ ナ デ R·171 
26 ． 濡鉢 S DOS ョ コ ナ デ鯛整 （内面）甜I皐位の筋目、 （蔚撼属蟄f1U 28-2 R -93 

第106図 I 石 硯 鰈卜しカ 45-2 R-4 
2 ． z 45-6 R·2 
3 石 帯 I -12 巡方。 下辺近くに長方形の透孔 45-8 R•lワ4

表 4 第 I · II 暦出土遺物 93 
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第 W 章 第 11 次 調 査

1 .  調 査 要 項

(1) 遺跡名 新田遺跡

(2) 所在地 多賀城市山王字北寿福寺1 9-2 他4箪

(3) 調査面積 5, 185m' (対象面積7,OOOm') 

(4) 調査期間 • 平成元年4 月 17 日 - 9 月 30 日

(5) 調査主体 多賀城市教育委員会

(6) 調査担当 多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー

(7) 調査員 埋蔵文化財調査セン タ ー 高倉敏明、 相沢消利 、 千葉孝弥

菊池 豊 （調査補助員）

(8) 調査参加者 佐々木四郎、 芦野しず子、 阿部けい子、 阿部敏子 、 阿部米子、 遠藤一代 、

大友良子、 大山貞子、 菅野恵子、 熊谷あつ子、 後藤みよ子、 桜井エ イ 子 、

佐々木君子、 菅原絹代、 高島節子、 高野敏子 、 武田 リ キ 、 角田静子 、

松浦 正 、 松本喜一、 三浦幸子、 水越朝治 、 渡辺園恵、 鈴木武次郎、

林 久子 （遺物整理員）

(9) 調査協力 株式会社大東、 世紀東急株式会社、 宅地開発設計セ ン タ ー
、 車塚 聡

2. 調査に至る経緯

本件については、 昭和63年に株式会社大東 （仙台市若林区六丁の目南町 9番23号 代表取締

役 角 田文彦） より開発計画が提示された。 山王字北寿福寺19 -2 に分譲住宅を造成しようと

するものである。 この場所は、 ここ数年休閑地となっていたがかつては水田や畑地として利用

されていた所である。 この東側は昭和59年に第4次調査を実施しており、 古代から中世に及ぶ

多くの遺構 ・ 遺物を発見 し ている。 境を接する本地区についても同様な状況が容易に予想され

た。 しかし、 63年度は当方のス ケ ジ ュ ー ルの都合で対応できない旨返答し翌平成元年度の事業

として実施することとした。 な お、 当該地は第4次調査の成果に鑑み、 試掘調査は省略し て た

だ ち に本調査に入ることとした。 平成元年 3月20 日 、 株式会社大東側より正式に開発計画が提

出され、 県教育委員会の指導を経て4月2 日 、 株式会社大東と協議を行 ない、 調査に要する日

数及び経費について凡その見通しを説明した。 11 日 、 調査に入るための具体的な打ち合わせを

行 な い、 重機等の借り上げ、 事務所及び作業員休憩所の設四、 飲料水の確保等全面的に協力し

て頂くこととなった。 本件に係る契約は、 事務手続上前期と後期に分割し て 行 な うこととし、

13日 に前期分の契約を行ない、 17 日 に調査を開始した。



3. 調査方法 と経過

今回の調査区は 、 第4次調査区と第 8 次調査

区の中間に位置する約7, 000面を対象として実施

した。 両調査区の成果によれば、 中世には第4

次調査区に小規模な屋敷、 第 8 次調査区に大規

模な屋敷とそれに付属する小規模な屋敷が存在

したことが判明しており、 それらの間に位置す

る本調査区での遺構の在り方は 、 中世における

武士の屋敷の縁辺の様子を知る上で貴重な成果

が得られるものと考 えられた。 また、 調査区南

東部には 水田化されていない部分があり、 遺構

や包含層が良好に残っていることが予想された。
第102図 第11次調査区位置図

特に、 一辺約18mの方形を呈する部分は明治19 年の地籍図でも確認することができ、 中世以来

の旧地形を残しているものとすれば何か特殊な遺構が存在するのではないかと期待させた。 ー

方古代においては 、 10世紀前半以前の東西道路跡が第 5 · 6 · 8 次調査区を通過 して本調査区

の北端までのびてくることが予想されたため、 それを確認する必要があった。 更に第 8 次調査

区では 、 その南側において、 埋土中に10世紀前半頃の火山灰を含み平行して走る溝跡を発見し

ており、 新しい段階の道路跡である可能性が考えられたため、 今回の調査で検討することとし

た。 このように調査対象地区全体にわたって遺構の在り方を把握することが必要となった。 但

し、 南側が東北本線と接し、 他は住宅地域が迫っているため、 安全性を考慮して周囲とは十分

距離をおいて調査区域を設定した。 また、 排土の処理は現場内で行なうことになっていたため、

調査区を東西に二分し、 前後2 回に分けて西側から 調査を行なうこととした。 以下 、 西半部を

I 区、 東半部の内北側半分を II 区、 その南側の方形に残っている部分をIII 区、 更にその南側で

東北本線に接している部分をN区と称する。

4 月 17 日 、 調査区域を縄張りし、 I 区の調査に着手した。 まず西側よりバッ ク ホ ーを使用し

て表土剥離を開始した (-22日） 。 I 区はかつて水田であったため、 周囲より一段低く削平さ

れており、 表土の下は周辺一帯の基盤である黄褐色の砂層 （第N層） となっている。 4 月1 9日

より作業員約20名が参加し、 バッ ク ホ ー による粗掘り後の清掃と排水溝の掘削などを行なった。

25日 、 西側から遺構検出作業を開始した (- 5 月 24日 ） 。 遺構はほぼ全域に分布するものの、

あまり集中してはいない。 すべて黄褐色の砂層 （第N層） 上で検出している。 5 月24日 から遺

構の掘り込みを開始した。 必要に応じて20分の 1 のス ケ ー ルで断面図を作成した。 6 月 6 日 、

中世の遺構S D1202から竹製 の カ ゴが出土し、 7 日に東北歴史資料館の村山斌夫氏の指導を得

9 5  
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て土ごと切り取りを行 な っ た。 9 日 、

測量基準点か ら 測量原点の移動を行

な い、 調査区内を 3 m 方眼に割り付

けた。 水準点か ら の レベル移動は、

これに先立ち 5 月13日 に行な っ てい

る。 6 月14日 、 100分の 1 のス ケ ール

で遺構略図作成を開始した。 な お、

II区調査風景

今年の梅雨の時期は雨天の日 が多く、 調査が遅れ気味であったため、 遺構の上にテ ン トを張っ

ての調査も行 な った。 第 8 次調査区から のびてきた10世紀前半頃の火山灰を含む2条の溝は、

本調査区にも平行してのびてきており 、 道路跡である可能性が高ま っ た。 6 月 末になり 、 遺構

全体についてある程度の見通しが得られたので、 29 日 に調査区内の消掃を行な い 、 翌30 日 、 暴

天ではあったが リ モ コ ン付ヘ リ コ プ タ ーにより航空写真を撮影した。 7 月3 日 、 20分の 1 のス

ケ ー ルで遠構平面図作成を開始した。 I 区の調査がほぼ終了までこ ぎつけたため、 25 日からバ

ッ ク ホ ーを用いてm 区の表土剥離を行 な い 、 26 日 か ら は I 区の埋め戻しと並行して Il 区の表土

剥離を開始した。 これに先立 ち 、 7月19 日 、 第 5 · 6 · 8 次調査区で検出した10世紀前半以前

の東西道路跡を確認するため、 調査

区北側に南北9 m 、 東西4mの ト レ

ンチを設定した。 この トレンチの調

査は断続的に行 な わ ざるをえなかっ

たが、 28 日 、 道路跡南側溝想定位四

に東西溝跡 1 粂を発見し、 埋土の状

況等か ら一連の側溝跡である可能性

が大きいと判断した。 Il · III 区は 8

月23日か ら 遺構検出作業を開始した。

Il 区は I 区と同様に第W層上面まで
現地説明会風景

削平されていたが、 皿 区では中世の包含層である第皿層が残っ ており 、 そ れを掘り込んだ遺構

とそ れにおおわれる遺構があることを確認した。 しかし、 皿 区が方形の区画 を呈していること

については、 その周囲をめぐっ ていた溝が近代以降のものである可能性が非常に高 いことか ら 、

中世までさかのぼるものではないと判断した。 詢査区北東隅 で発見した南北溝跡は位置や方向

などから、 第 4 次調査で検出した屋敷の西辺を画する溝跡と一連のものであると考え られた。

また、 第4次調査で検出したS D 654な どの東西溝は、 調査時には近世以降の溝跡と考えてい

たが、 西辺を画する溝の西側では検出で き なか っ たため屋敷の内部を区画 する溝であると考え



るに至り 、 屋敷の構造を考える上で新たな手がかりを得ることができた。 8 月26 日 、 I -N区

に測最原点を移動し、 3 m方眼の割り付けを行なった。 Il . Ill区 においては遺構の掘り込みと

並行して遺構断面図 • 平面図を作成していった。 終了期日 が迫ったため 、 素掘りの井戸跡や土

壊などは堆租状況を把握した後、 断面因を作成せず掘り上げていった。 しかし 、 鯛査終了予定

日 である9 月14日 には間に合わないと判断し、 9 月12日 、 工事原因者である株式会社大東と協

議し、 調査の進行状況と今後の仕事量を考慮して30 日 ま で延期するこ との承諾を得た。 時間的

な余裕がないため 、 JI ・ 皿 ・ N区の航空写真撮影は断念し、 N区は第Il1 層上面で遺構確認した

のみで第N 層 ま での掘り下げは行 な わ な かった。 9 月27 日 、 I -N区の成果について報道機関

を通じて公表し、 30 日 に一般の人々を対象とした現地説明会を開催した （参加者約 200 名） 。

調査は10月 7 日 ま で行ない、 同 日 午後、 雨の中現場から器材の撤収を行ない、 すべての調査を

終了した。

4 .  発見 し た 遺構 と 遺物

第11次調査で発見した遺構には、 掘立柱建物跡11棟、 柱列跡 8 粂 、 井戸跡31基、 土渡57 基、

溝跡31条 、 道路跡 2 粂 などがある。 以下、 は じ め に主 な 遺構とその出土遺物 について概要を述

べ、 その後 に堆積層出土の遺物 について説明する。

なお、 今回の調査区における層序 は第4次調査区と同様である。

A .  掘立柱建物跡

今回の調査で11棟発見している。 すべて南半部で検出しており、 東壁際 に 7 棟集中している

他は各地点 に 1 棟ずつ散在している。 平面の調査にとどめたため 、 柱穴の断ち割りは行なって

いない。 以下、 廂が取り 付けられた 2 棟について詳述し 、 他は表 に ま とめる。

(1) S B  1169建物跡

東西 3 間 、 南北 3 間の東西棟掘立柱建物跡である。 南北二面 に廂が付けられている。 調査区

東端部の第N層上で検出 し た。 身舎北側柱列の西 から 1 間 目 は柱穴を検出できな かったが、 柱

筋のやや北側で1 7 cm X l  4cmの上面が平坦な 石を検出している。 建物跡全体が削平を受けて

いるこ とを考え併せると、 この石は柱穴の底面 に据えられていた もので、 柱穴の大部分が削平

されながらかろうじて残存したものと見ることができる。 この他の柱穴はすべて検出しており 、

その内7 個の柱穴で柱痕跡も確認している。 S B 1167 . 1168建物跡、 S E 127 4井戸跡と重複し

ているが新旧関係は不明である。 本建物跡の方向は、 柱痕跡を検出できな かった柱穴が多いの

で明確ではないが 、 各側柱列でみると概ね東で約21度北に偏している。 桁行については、 北側

柱列で総長約6.7 m、 柱間は西より 4. 39m (2 間分） 、 約 2. 3 m 、 北入側柱列で総長約 6.9 m、
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柱間は西より約 2. 4 m、 約 2. 1 m 、 約 2.3 mである。 南側柱列では総長約6. 9 m、 柱間は西よ

り約 2. 4 m、 約 2. .  3 m、 2. 25 m、 南入側柱列で約長約 7 . l m、 柱間は西より約 2. 4 m、 約 2. 4

m、 約 2.3 mである。 梁行については、 東妻で総長約6. 0 m、 柱間は北より約 I. O m、 約3. 8 m、

約 l . l mであり、 西妻で総長約 6.3 m、 柱間は北より約l. l m、 約 4. l m、 約 l. l mである。 柱

穴は径28-15cmの円形を呈するものや、 長辺35cm、 短辺30cmの隅丸方形を呈するものなどがあ

る。 柱は柱痕跡より径17 -llcmである。 遺物は出土していない。

(2) S B  117 4建物跡

東西 2間、 南北 1 間の東西棟掘立柱建物跡である。 南側には廂が取り付けら れている。 調査

区西半部の第N層上で検出した。 柱穴はすべて検出しているが、 柱痕跡の確認ができたものは

南東隅の柱穴のみである。 本建物跡の方向は、 北側柱列でみると東で約11度北に偏しており、

南側柱列でみると東で約9 - 7 度北に偏している。 桁行については、 北側柱列で総長約 4. 2 m、

I E 87 I E 90 I E 93 

l
 。

N 27 

S A  1177 
゜

S 8 1174 

N 24 

。

。
ご

S A  1301 

゜

N 21 し
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第10 3 図 S B  1174建物跡、 S A 1176 • 1177 • 1301柱列踪
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柱間は西よ り 約 2 . 4 m 、 約 1 . 9 m 、 南側柱列で総長約4.3 m 、 柱間は西よ り 約 2 . 4 m 、 約 1 .9 

m 、 南入側柱列で総長約 4 . 2 m 、 柱間は西よ り 約 2. 4 m 、 約 1 . 9 m であ る 。 梁行 に つ い て は 、

東妻で総長 約 5 . 0 m 、 柱間は北よ り 約 4 . 1 m 、 約 0. 9 m で あ り 、 西妻で総長約 4 . 9 m 、 柱間は

北 よ り 約 4. 1 m 、 約 0.8 m であ る 。 柱穴は径25cmの円形を呈する も の や長径37cm、 短径23cmの

楕円形を呈す る も の な どがあ る 。 柱は柱痕跡よ り 径10cmであ る 。 遺物は出土 し て い な い。
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遺 構 名 規 模 形態 方 向 庄 間
桁 行 行 （西よ り ）

S B -1167 3 間以上x 東西棟 北償柱列 E- 9"-N 北側柱列 約2.6m +2.60m +2.35m =総長約7.Sm 以上
1 間 南儒柱列 E- s·-N 南側柱列 2.43m +2.36m =総長 約4.79m

S 8 -1168 4 問 X l 間 東西棟 北鳴柱列 E-20' - N  北側柱列 約2.3m十約2.2m 十二間分4.41m 一総長約8.96
南鳴柱列 E-19'-N 南側柱列 約2.2m+2.3lm十約2.2m十約2.7m =総長約9.4m

SB -U70 3 間 X l 間 東西棟 北債柱列 E-17" -N  北側柱列 約2.0m 十約2.4m 十約1.9m =総長 約5.3m
南側柱列 E-18' - N 南債柱列 不明＋約2.3m 十約2.0m =総長約4.3m 以上

S8 l l171 3 間 X l 間 東西棟 北側柱列 E-1s·-N 北備柱列 約2.3 m 十約2.2m十不明＝総長約4.5 m 以上
南側柱列 E - Js·-N 南鳴柱列 約2.lm 十約2.2m 十約2.2m =総長 約6.Sm

S B -1172 3 間 X I 間 東西棟 北側柱列 E-15'-N 北僧柱列 約I.Sm 十約1.6m =総長 約3.4m以上
南側柱列 E-19•- N 南億柱列 約I.Sm 十約1.4m 十約1.9m =総長 約5.0m 以上

SB ー1173 1 間 X I 間 南北棟 西儒柱列 N-19• - w 西億柱列 3.66m 
北 妻 E-16'-N 東側柱列 3.70m 

S B ー1288 西側柱列 約2.9m +2.69m =総長約5.6m以上
S B ー1302 北側柱列 約1.2m 十約1.6m十約J.6m =総長約4.Sm以上

南側柱列 約1.2m 十約2.0m 十不明
s B - 1303 北側柱列 約2.2m 十約1.4m十不明＝総長約3.6m 以上

南側柱列 約1.9m十約2.0m 十約2.0m 一総長約5.8m

表 5 そ の他の建物跡

s .  柱列跡

梁 行
西妻 約3.7m

西妻 約3.9m
束妻 4.17m

東妻 約3.6m
西凄 約3.5m

西妻 約2.4m

北妻 2.85m
南妻 2.38m

西妻 約3.l m

西妻 約3.0m

調査区南半部で 8 粂発見 し て い る 。 大部分が3 個の柱か ら 成 る 小規模 な も の で あ る 。 以下、

主な も の に つい て 詳 述 し 、 他は表に ま と め る 。

(1) S A  1299柱列跡

東 西 2 間の柱列跡であ る 。 調査区西端部 に お い て 、 S D 1179溝跡の埋土上面で検出 し た。 S

D 1188 · 1189溝跡 と 重 複 し 、 そ れ ら よ り 古い。 本柱列跡の方向は 、 東で 1 度21分北 に 偏 し て い

る 。 柱間は 、 西 よ り 3. 10m 、 2.80m 、 総長5. 90m で あ る 。 柱穴は 、 長辺22cm、 短辺19cmの隅丸

方形、 或は長径31cm、 短径23cmの楕円形 を 呈 し 、 柱は柱痕跡よ り 径10cmであ る 。 遺物は出土 し

て い な い 。

な お、 本柱列跡は 、 約3. 5 m 南 に 位屈する S A1175柱列跡 と 組み合っ て建物跡 と な る可能性も

あ る が、 東端か ら 1 間分の柱間が大 き く 異 な る た め別個の遺構 と し て把 え て お き た い。

(2) S A  1 176柱列跡

東西 2 間の柱列跡であ る 。 鯛査区西半部の第 N 層上で検出 し た。 1 個の柱穴で柱痕跡 も確認

し て い る 。 本柱列跡の方向は 、 東で約 4 度北に偏 し て い る 。 柱間は 、 約 2. 1 m 等間であ り 、 総

長は約4.2 m で あ る 。 柱穴は 、 径27cmの円形、 或は長径18cm、 短径11cmの楕円形 を 呈 し て お り 、

柱は柱痕跡 よ り 径 9 cm で あ る 。

本柱列跡の西端はS A 1177柱列跡の南延長線と ほぼ一致 し 、 東端は S B 1174建物跡両側柱列

の中央の柱穴を結んだ線のほぼ延長線上に位四す る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 方向等にやや ば ら つ

き は認め ら れ る が、 S A 1177 · 1301柱列跡と と も に S B 1174建物跡 に 係 る 遺構 と 推定 さ れ る 。

遺 綱 名 方 向 柱 fill 
S A ー1175 東 西 E- 3'-N （西より） 3.10m +3.54m 一総長6.61m
S A -1176 東 西 E-4•-N （西より） 約2.1十約2.Jm一総長約4.2m
S A -1177 南 北 N- 9·-w （北より） 約2.4m 十約2.7m =総 長 約 5 . l m
S A- 1287 東 西 E-5'-S （西よ り ） 約2.3m 十約2.4m 一総 長 約 4 . 7 m 以 上
S A -1299 東 西 E-1"-N （西よ り ） 3.JOm +2.80m 一総長5.90m
S A -1300 南 北 N-20•-w （北よ り ） 約2.lm 十約1.9m 十約2.5m =総長約6.5m
S A - 1301 南 北 N-4·-w （北よ り ） 約2.2m 十約2.3m =総長約4.Sm
S A - 1305 東 西 E →6 °-N （西よ り ） 約2.8m十約3.lm 一総長約5.9m以上

表 6 そ の他の柱列跡
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SA 1 175 ・ 1 299柱列跡、 SD 1188• 1 189溝跡、 S K 1206• 1207土墳



C. 溝 跡

調査区全体に亘って33粂検出 し たc 年代別にみると、 古墳 時代のものが 1 粂、 平安時代のも

のが 9 粂 、 中世のものが12条 、 その他不明の も のが11粂である。 それらの中には、 完掘せず、

規模や埋土の状況を把握する段階にとどめたも のもある。

(1) S 01201溝跡

調査区南東部において、 東から南へ斜めに走

る溝跡である。 第 皿 層に裂われ、 第N層から掘

り込んでいる。 S D 1200 · 1202溝跡、 S A1305 

柱列跡と重複 し 、 それらより古い。 約37mに亘

って検出し、 S D1200溝跡の北側についてのみ

完掘 じ た。 方向は東で約34度北 に 偏 し ている。

規模は、 上幅 2.4-1. l m、 下幅 0.9 � 0. 5 m、

深 さ53cmを計る。 埋土は、 最下層に自然堆積層

と見られる しまり のない黒色土がみられるが、

その上は、 地山プロックを多量に含む黒褐色土

で一度 に 埋められたような様相を呈 し ている。

遺物は、 無釉陶器 甕の体部破片 1 点、 手づくね

成形のカ ワ ラ ケ 1 点 、 古銭 〔元 祐通宝〕 (1086 

年初鋳） 1 点の他、 砥石や礫数点が出土してい

る。

I- -I 

゜ l m  

層 土 色 土 性 備 考

灰黄褐色 IJOYR½l 砂質土 炭化物、 白色粒を含む
黒 褐 色 llOYR½) 砂質土 地Illプロ ッ ク を大鷺に含む
灰贄褐色 (10YR½) 砂竹土 均竹

4 I 聞 色 (IOYR¾I 砂質土 地lプ0ック含し·、 グライ(tLて飲かい。

゜ 5cm 

（原寸）

：号し�7ZR�:)I�:�I:�:::: I『二1 1�;;
第107 図 S D 1201溝跡断面図 ・ 出土遺物

(2) S D1200溝跡

調査区南東部で検出した東西溝跡である。 第 m 層 に覆われ、 第N層から掘り込んでいる。 S

D1201 · 1202溝跡と重複し、 前者より新しいが後者より古い。 調査区東壁から14.2mのびた と

ころで止まり 、 先端部には東西約1.3m、 南北約4. 7m、 深 さ約10cmの低い テ ラ ス が造り出され

ている。 本溝跡の方向は東で約16度南に偏している。 断面の形状は概ね逆台形を呈 し 、 上方へ

向けて緩やかに開いている。 規模は、 上幅 3. 3 - 2. 3 m、 下 幅 1.6 - 1. l m、 深 さ 125 cmを計

る。 埋土についてみると、 6- 9 層は木の根、 枝 、 細い木片等が多飛に入る粘質土であり 、 5

層は地山プロックを主体とする厚い層で南側 から入り込んでいる。 この層の上には、 炭化物層 、

腐蝕土層 、 炭化物を多く含む砂質土層などが レ ン ズ状に堆積している。

な お、 本溝跡は、 第4次調査区で発見した S D 643 溝跡と方向や位置関係から一連の遺構と
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考えられる。 S D 643 溝跡は東端が判明 し ていると ころから、 全長約44mの溝跡と見ることが

できる。

膚位： 土 色 土 性 備 考 層位� 土 色 土 性 備 考
にぶい黄褐色(IO Y R ½) 砂質土 4 凩 CJOYR l.7/1) 炭化物層、 し ま り緩やか
にぷい貿褐色(lO Y R ½) 砂質土 1 層 よ り やや明るい 5 貿 褐 色 (2 . S Y ½ ) 砂 質 土 地山プロ ッ ク が主体

皿’ 灰 褐 色 CIOYR½l 砂質土 にぶい黄褐色(IOYR½) 7'Jック 6 凩 褐 色 (JOYRM) 粘 土 ゴ ミ （植物遺体 ・ 木片）の入る
皿 仄 渇 色 (10 Y R ½) 砂質土 ？ 黒 (10 Y R '½ )  帖 土 多鼠のゴミ (Iii物遺体・木片） などを

黒 (IOYR 1.7/1) 灰化物附 8 ＊ リ ープ黒(S YJ{) 帖 土 灰 オ リ ープ(7.SYj{淋土71:l•,クを含
黒 (IOYR 1.7/1) 砂質土 廣化物混入層 賃褐色(2.SYX)プo,,ク ， オ リ ープ黒 ( 5 y'K) 粘 土 灰白色UOY½)帖土プロックを含
黒 褐 色 OOYR¾) 細かい植物片層 10 暗が1ープ灰 (2 SCY M) 帖 土 砂粒を含む

第108 図 S D 1200 溝跡断面図

遺物は、 無釉陶器甕 • 福鉢、 白 磁合子・ 椀 、 青磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 礫 、 砥石、 鉄滓、 下駄、 板

草履 、 将棋の駒、 箸、 漆器椀 • 皿、 曲物 、 糸車 、 柄杓、 角材、 杭な どが出 土 し ている。 それら

の内訳については表7 の通りである。

第 1 0 9図 1 -5 は無釉陶器 甕である。 1 は口縁端部の内側に太い沈線をめぐらし 、 先端を

やや角張らせることによって幅の狭い口縁帯を形成している。 内外とも ヨ コ ナ デ調整し 、 色調

は灰色を呈 している。 胎土は褐灰色で黒色粒や白色細粒を多 く 含んでいる。 1 層出土のものと

5 層出土のものが接合 しており、 前者は断面の一部に研磨痕が観察される。 後者は二次的に火

を受けて黒変 し た部分が観察される。 2 も口縁端部の内側に太い沈線をめ ぐらし 、 先端は上方

に立ち上がっている。 黒褐色を呈 し 、 外面には灰 オ リ ー プ色の自然釉がかかっている。 胎土は

褐灰色を呈 し 、 黒色粒と多鼠の白色細粒を含んでいる。 3-5 は押印の施された体部破片資料

である。 1 、 2 とも常滑窯の製品に類例が見られる 。 第109図5 、 第llO図23-26 は無釉陶器播

鉢である。 第109図 5 は口縁部のやや下が肥厚するという特徴が地元窯の製品に類似している。

片 口部は矩形を呈 し 、 し っかりと造り出されている。 第llO 図23は体部外面に成形 時の凹凸を残

し 、 口縁部と内面を ヨ コ ナデ調整 し ている。 口縁端部には浅い沈線がめ ぐっている。 24は口縁

部が肥厚し 、 端部を丸く仕上げている。 23、 24とも 口縁部の形態が常滑窯製品に類似している。

26は嵩台が付けられ、 堅く焼き締められて灰色を出 し ている点などから常滑窯など東海地方の

製品と推定できる。 25も灰色に堅く焼き締められて おり、 内外とも丁寧に ヨ コ ナ デ調整されて

いる。 胎土には砂粒などあまり含まず均質であることから渥美窯の製品と推定される。 口縁部
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に研磨痕が観察される。 常滑窯或は東海地方の製品と推定し たものは 、 赤羽氏の編年によると、

第109図 1 の 甕は第 1I 段階後半 (13世紀前半） 、 2 の 甕は第IlI 段階前半 (13世紀後半） 、 第llO図

24·26は第II 段階後半か ら 第III段階前半 (13世紀） のものに類似している。 第llO図23について

は赤羽氏より13世紀後半から 14世紀前半頃のものであるとのご教示を得た。

第llO図 8-14は手づくね成形の カ ワ ラ ケである。 小片が多 く 器体の歪みも著しいが良好 な 資

料が乏しいため敢えて図化した。 図化できなかったが、 8-14より大型で底径約10cmを計るも

のも出土している。 8 --14は手づくね成形後 、 口縁部のみを ヨ コ ナ デ調整したものが多く、 体

部下半には成形時の指の圧痕がその ま ま 残っている。 しかし 、 内面の調整については 、 下半に

斜めのナデが施されているもの ( 8 ) や比較的下方 まで ヨ コ ナ デが及んでいるもの (13) もあ

るが、 指で強く押し な らした痕跡をその ま ま と どめているもの (10) もある。 器形についても

あ ま り ま と ま りは 見 ら れ な い。 胎土については 、 砂が多 く 混入しているという共通点が指摘で

4
 

rー
9ー

ロ

2
 

口 ゜ 10cm 

番号 遺 物 名 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考 図 版 登録No.
薫稚陶器 甕 t - s ョ コ ナ デ ョ コナデ ＂れ口の一部を研磨 23-4 R- 50 

令 . · t - 3  . ． ． 23-6 R- 49 ． 令 t - s  ヘラナデ ヘラナデ 押印あり R -385 
令 � t - s  ． ヨ コ ナ デ ゎ R· 58 ． ． ヽ - 1 令 ． . R· 57 ． ほ鉢 ヽ - 1 ョ コ ナ デ * 片口あ り 27-3 R- 51 

第109 図 S D 1200溝跡出土遺物 (1)
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番号 遺 物 名 層 位 外 面 岡 整 内 面 岡 整 備 考 図 版 登録ふ
I 白 磁 綱 、 - 4 ロ禿げ R· 46 
2 ． 合子 t - z  f本部下半無柚 18ー17 R·48 
3 冑 磁 惰 ヽ - 1 zoーl R- 41 
4 ． 令 ヽ ー S 20-3 R·42 
5 ． 参 , - 1  20ー II R- 43 
6 脅 ． ヽ - 4 櫛描き文様 樺描色文様 19-6 R- 44 
7 舎 ． ヽ ー 1 ． 令 19-5 R- 45 
8 カ ワ 9 ケ ヽ - 2 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナテ 平づくね成形 ぶ�- 5 R- 34 ， ． . ． ． ． R- 36 
10 ． ヽ ー 1 ． ナ ． 33-3 R- 37 
II ． t - 3  亨 ヨ つ ナデ ’ 33-2 R- 40 
12 ． ヽ -s 争 心 ． 33-6 R- 35 
13 ． 9 一 3 令 ゜ ． 33-7 R- 38 
14 ． 1 - 2  ク ． ． 33-4 R - 39 
15 ． ヽ - 1 ロ ク ロ ナ デ 0 ク ロ ナデ R- 32 
16 ＊ ヽ - 3 ． 令 静止糸切 り 33-1 R - 270 
17 ． ヽ - 2 令 ． ． R- 25 
18 ． . 令 + ． R- 29 
19 ． ． ． . R·31 
20 ． ヽ - 3 ． ． 静止糸切り R· 28 
21 . ヽ - 2 ． ． ． R·26 
22 ． ヽ —- l ． 参 ． R· 27 
23 黒雑陶臼 ほ鉢 ヽ - 3 ョ コ ナデ ヨ コ ナデ R·l99 
24 ． ． ヽ - 2 ． 令 R- 55 
25 ， 々 ヽ - 4 ． 命 口縁部を研印 R· 53 
26 令 ． ヽ - 5 ョ コ ナデ→ヘラケズリ ＊ R- 52 
27 古錢 （元豊通宝） ヽ - 1 1078年初鋳 44-19 

第 1 1 0 図 SD 1200溝跡出土遺物 (2)
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番 号 遺 物 名 層 位 備 考 図 版 登録凡

1 -15 箸状木製品 t - 3 40-1 R- 20 
16 糸車 z 40-8 R- 11  
17 え ぐ り のある樟 t - 3 R- 81 
18 ペン状木製品 t - 5 全体を平滑に加工 40-11 R-4 
19 将棋の駒 t - 3 両面に墨痕、 種類不明 37-2 R - 1  

第 1 1 1 図 1 S D 1200溝跡出土遺物 (3)
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番号 遺 物 名 層位 偉 考 図 版 登録ぬ
1 下 駄 ヽ-2 38-7 R- 2 
2 ． 1-s 裏面lゴ大げの刻み 38-6 R- 5 
3 刀子形 合

あり 37-9 R- 6 
4 内状木駿品 ． 37-7 R- 3 
5 土 鰻 1-3 30-8 R- 59 
6 伎用痕のある礫 f-3 敲打攘、 掠痕 R-374 

第 1 1 2 図 S D 1 200溝跡出土遺物 (4)
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110  

きる。 9 は体部に小孔が穿たれている。 16-22は ロ ク ロ 調整のカ ワ ラ ケである。 16-1 8は器高

が低く内底中央部と口縁部との比較差は ほ と ん どない。 20-22も それらと同様の形態を呈する

ものである可能性が大きい。 内外ともロ ク ロ 調整 さ れた後 、 再調整は一切施 さ れない。 ロ ク ロ

からの切り離しはすべて静止糸切りである。

第111 図 1 -15 は箸状木製品である。 破損しているものまで含めると211点出土している。 全

体に端部は尖り気味に 削り出している。

無

ヽ -1 甕 口 (lj
甕 体Oil

、 -2 喧 体(41

t -3 甕 体(2)
甕 口 (I)

e -4 甕 体 (I)

、 -s 甕 体 (2)
甕 口 (I)

z 

釉 陶

濡鉢A 口0)
襦鉢B 口(1)

ぱ鉢 口(1)

襦鉢 口(I)

ぱ鉢 口(1)

濡鉢 託 (l)

器 白 磁 宵 磁

憤 体(I)
椀 m2l

合子 体(I)

椀 体(1)

その檜
惰 口 (1) 椀 体 (t)

惰 口 (!)

施釉肉器 カ ワ ラ ケ 礫 木 製 品

0クロ庇(3)
手づくね

口(6) 礫 (9) 

口(I) 庭(2)

底(6) 口(5) 円 11) 下駄 (1) 
口 (lJ 体(1) 礫 (IQ 船I痕のある柱り (I) 

底(2)
庇(I) 庇(2) 礫 (6) 将棋の騎 (1) 
全(I) 口(I) 円 M) 板店屈 14) 

f本(I) 箸状木製品 (211)
不明 口 (ll 柄杓の柄 (1) 

加工痕のある竹 O)
竹製の把手 O) 

(I) 
漆呂椀 (I) 
え ぐ り のある樟 (l)
ヘラ状の木閃品 (1)
bllI痕のある柱材 (2) 
Iコや用＂〉ある9け2)
杭 (1) 
曲物側板 (l) 
漆沿皿 (II 
両嬬加Iの丸樟 (I)
不明 (!) 

pa ?  ロ 手づくね
庇(I) 礫 (2) 

口 (2} 礫 (4) iり状木製品 (I) 
ペン状木製品 (J)
糸m (I) 

襦鉢A : f本部下半に横ケ ズ リ の あ る も の 円 ： 円礫

そ の 他

鉄滓 (I) 
砥石 14) 
惰形滓{J)
碁石 (1) 
粘板岩(1)
土師器(ll

鉄滓 0) 
土師呂fl)

播鉢B : f本部下半に横ケ ズ リ の な い も の （ ） 内は点数を示す

表 7 S D1200 溝踪層位別出土遺物一覧表
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(3) S D  1 202溝跡

調査区南半部において検出した東西溝跡である。 第1Il層に

覆われ、 第N層上から掘り込んでいる。 S D1201 ・ 1200溝跡

と重複し、 それらより新しい。 42.6mに亘って検出しており、

それぞれ調査区外へとのぴている。 方向は、 概ね東で約 5 度

北に偏しているが、 調査区東壁付近では南側へ緩やかに湾曲

← -l 

゜
している 。 規模は、 上幅 1. 5 -- 0. 9 m 、 下 幅 0. 7 - 0. 4 m 層位 土 色 土性 備 考

' I 黒褐色 (IOYR.li') 砂質土 地山土拉若干含む、 しま り あ り
令 ● にぶい賛Ill色砂質土を含む

深 さ 0.6mを計る。 底面はほぼ平坦であるが、 調査区東壁か しまりややあり
● ● ● ● によい貧Ill色砂買土を多量に含み

貧黄橙色、 細砂が層状に入るら西側へ 約7m離れた地点では、 プ リ ッ ジ状に掘り残した部 4 黒 色OOYR� 砂質土 蜘位、プOックを含ふ にぶい贄Ill色ひ
を111く層状に含む

分がある。 幅37 cm、 溝底面との比高差は東側で37 cm、 西側て. 5 黒渇色CIOYR印 • 加プロ ック、 砂を多量に含む

41cmを計る。 埋土についてみると、 5 層は壁の崩壊土と見 ら 第114 図 S D 1202溝跡断面図

れ、 3 · 4 層は砂質土から成る薄層が顕著であることから自然堆積層と見られる。

遺物は、 無釉陶器壺 • 甕 • 播鉢、 施釉陶器 広 口 壺 蓋、 青磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 礫、 羽口 、 砥石、

漆器椀、 板草履 、 柱材などが出土している。 そ れらの内訳については表 8 に示した。 無釉陶器

揺鉢は 、 すべて内面に筋 目 のないものであり 、 口縁部のやや下方が肥厚するという特徴から

地元 窯産と推定されるもの（第115 図 1 · 4) と、 体部下半を横方向に手持ヘ ラ ケ ズ リ し、 硬

く 焼き締められて灰色を呈する東海地方産と推定されるもの（第1 1 5 図 2) などがある。 第115

図 5 は外面体部に、 成形 時の凹凸をその ま ま 残し、 口縁部と体部内面を丁寧に ヨ コ ナ デ調整し

たものである。 胎土は灰白色で白色の細粒を含み、 外面は茶褐色を呈している。 赤羽一郎氏に

よれば、 常滑窯製品であり、 13世紀後半から14世紀前半頃のものであるとのご教示を得た。

第115 図 6 は無釉陶器 壺の頸部から肩部にかけての破片資料である。 頸部は丁寧に ヨ コ ナ デ

調整 されている。 胎土は白色の微粒をわずかに含み、 暗赤褐色を呈している。 割れ口は凹凸が

あるものの 、 個々の面には滑らかな部分が見 ら れる。 硬く焼き締められており、 外面は黒褐色

を呈している。 肩部にはオ リ ー プ色の自然釉がかかっている。 特徴的な胎土や外面の色調な ど

から石巻市の水沼窯製品と考えられる。 第 1 1 6 図4-6 はロ ク ロ調整 された カ ワ ラ ケである。

4は体部上半部がほぼ直立し、 器壁も薄く仕上げられている。 ロ ク ロ からの切り離しは回転糸

切りである。 ロ ク ロ 調整後、 見込みに一定方向のナデ調整が施されている。 外底には、 ロ ク ロ

から切り離した後についた板状圧痕が観察 さ れる 。 第116 図 6 は 、 法批が異なるものの器

形や調整手法が 4 と同一である。 第 1 1 6 図3は施釉陶器広口壺 の蓋である。 口縁部は波状に折

り曲げ ら れ、 体部には文様が陰刻されている。 カ エ リ は確認できない。 釉薬は鉄釉である。 第

4次調査SK661 土横出土の蓋（第48図 1 ) とは接合しないが、 釉調や胎土、 文様等が類似し、

同一個体である可能性が大きい。 第117 図 1 は 、 人間或は猿かと思われるものの顔を墨で描い

112 



た扁平 な 円礫である 。 裏面に擦痕が観察できる 。 第 117 図 1 、 第 118図 1 -3は使用痕のある

礫である 。 擦痕、 敲打痕、 焦痕な どがそれぞれ観察され 、 縄文時代の磨石、 敲石と呼ばれてい

る ものと同様の内容をもつものである 。

6 

〗
8 

〗， 10 

\�) J J/ I 
゜ 10cm 

｀�`  
t 

（ 原 寸 ）
4 

番号 遺 物 名 層 位 外 面 鯛 整 内 面 調 整 備 考 図 版 登録No.
I 無柚陶呂 ば鉢 9 ー 1 ヨコナデ ヨ コ ナデ 26-15 Rー162
2 々 ． ヽ- 2 ヨ コ ナデ、 ヘラケズリ 々 26-6 R-134 
3 . 令 ヽ- 1 ヨ コ ナ デ . 27-18 R-195 
4 ． 命 、- 2 ク . 26-9 R-163 
5 ． 々 , - 1  ． ． Rー198
6 . 壺 、- 2 ． ． R-123 
7 令 甕 ヽ ー I . 押印あり R -105 
8 み “ ,, 々 々 R-ll8 ， • 令 、:... 3 . ． R-115 
10 ,, ． t - l  令 々 R- 75 
11 古銭 （元豊通宝） . 1078年初鋳 44-18 
12 . ( 令 ） ． 々 44- 21 

第 1 1 5図 S D  1 202溝跡出土遺物 (1}
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滞号 遺 物 名 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考 図 版 登録凡

I 冑 磁 椀 ヽ - 1 憎描き文様 櫛描台文様 19-4 R-204 
2 々 鉢 今 20-2 R-236 
3 庭枯陶呂 蓋 ． 22-4 R-293 
4 カ ワ ラ ケ 令 口 ク ロ ナ デ ロクロナデ、兒込みヨつナデ 回転糸切り 、 板状圧痕 31-6 R-265 
5 . ヽ- 2 ， ロ ク ロ ナ デ R- 284 
6 ． ヽ ー3 ， ． 回転糸切り 、 板状庄痕 31-5 R-269 
7 不明木製品 t 一 1 全面を面取り 41- 17 R- 97 

8 砥 石 令 46-2 R-331 

第 1 1 6 図 S D 1 202溝跡出土遺物 (2)
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遺 物 名 l層

I 
I

凪 行 の あ る 礫

2 使用痕のある礫

ヽ ー 2
1

45ー I
I 

応309
9 ー I R- 365 

第 1 17図 S D  1202溝跡出土遺物 (3)

無 釉 陶 器 白 磁 冑 磁 施釉掬器 カ ワ ラ ケ 礫 木 製 品 そ の 他
ロ ク °―手づくわ

., ● " " "  

9 一J 甕 f本(9) 濡鉢B 底H) 研その籠庇(I) 関 口(I) 鉄＂広n壺召I) 全(ll 口(I) 円 四 独安状 (1) 羽n Ill 
喪 底(JI 襦鉢B 口fl) 口(ll 椀 体(21 底14) 敲 (I) 砥石 (3) 

体Ill 切 12) 
その他 19)

9 ー2 甕 体(21 ば鉢A 庇fl) 惰 体(I) 託131 粘板岩 Ill 板1,t屈 (5) 
壺 体fl) 襦絆B 口(2) 口(21 ”’ (I) 

濡鉢B Bli�f2l 礫 (61 
襦鉢B I本Ill 恩-l'1 (1) 

t -3 礎 体17) 襦鉢B 託{J) 駁(31 Pl 191 ヘギ板 (l) 砥石 (2)
纏h坤 0)
柱 (1) 
漆召 (I} 

襦鉢A. ほ ヶ ズ リ の あ る も の
濡 鉢 B . I貴ケ ズ リ の な い も の

表8 S D  1 202溝跡暦位別出土遺物一覧表

円 円礫
敲 敲打痕あり
内 府粍痕 あ り
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116 

＇ ゜ 10cm 

遺 物
） 使用頂のある礫
2 々

3 々

第 118図 S D  1202溝跡出土遺物 (4)

(4) SD 11 98· 1199 · 1204溝跡

名 層 位 図 版 登録No.

t - l R-371 

ヽ - 1 R- 370 

ヽ- 2 R- 355 

調査区北東隅の第lV層上で検出した溝跡である 。 S Dl198溝跡は、 調査区北壁の東端部から

東壁へ 向かって大きく蛇行 し ながらのびている 。 本溝跡の東壁にはS D 1199· 1204東西溝跡が

取り付いている 。 S Dl19 8溝跡はほぼ同位四でSD 1306 · 1307 · 130 9 溝跡と重複 しており、 本

溝跡が最も新しく規模も大きい。 また、 S K l215、 127 8土城、 SD 1178 · 117 9 · 1 185 · 11 95 · 

1304溝跡とも重複し ており、 S K l21 5土城より古いが他のものより 新しい。 本溝跡については

完掘せず、 平面的な調査にとどめた。 規模は、 上幅2.7 - 1. l m、 下 幅 0 . 3m、 深さ 0.9mを

計 る 。 本溝跡は、 位置関係や方向、 同位置で他の溝跡と重複 し てい る ことなどを考え併せ る と、
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I 

てー：〗
I ゜ 10cm 

番号 遺 物 名 層 位 外 面 調 整
I 慧釉陶召 甕 S 01198• t -1 ヨ コナデ
2 ． ほ鉢 “ “ . 
3 ． ． ． 令 令

4 々 ． 會 々

5 鉄 鍋 ． ． 
6 無釉陶呂 ほ鉢 $01199 • I ョ コ ナ デ

二 ／
内 面 調 整 備 考 I図 版←ヨ コ ナデ. R

R
--1

14
20 

R -171 
令

I I 的86
43-6 

ヨ コ ナ デ 1 1本部二か所研閉 27-16 R-193 

第119図 S D  1198 · 1199溝跡出土遺物

第4次調査区で発見した S D 638 · 637 溝跡な どと一連の遺構である可能性が高い。

遺物は無釉陶器 甕• 播鉢、 鉄鍋 、 砥石、 礫 、 加工痕のある泥岩などが出土している。 ま た 、

最上層からは近世以降の染付椀や陶器椀 ・ 香炉な どが出土している。 第119図5 は鉄鍋の口縁部

破片である。

本溝跡に付属する S D l 1 9 9 、 1204溝跡については部分的な検出にと ど ま り 、 ほぼ同位四で重

複する S D 1306 · 1307 · 1309溝跡については、 最 も 新しく規模の大きな本溝跡によって大きく

破壊を受けているため詳細については不明である。 知り得た部分についてのみ表 9 に示す。

遺 構 名
S 0 1 1 9 9  
$ 0 1 2 0 4  
$ 0 1 3 0 6  

上 幅 I 深 さ II 遺 構 名
l.80-0.82m I 0.14m II S D  1 3 0 7 
0.40-0.28m 
3.20m 0.60m 

$ 0 1 3 0 9  

上
0.60m'以上
0.42m 

幅 I 深 さ
0.38m 
0.74m 

表 9 S D  1199 ・ 1204 • 1306 • 1307 · 1309溝跡

(5) S D  1304溝跡

調査区北東隅の第IV 層上で検出した南北溝跡である。 S X 1290· 1289道路跡及びS D1199溝

跡と重複しており 、 前者より新し く 後者より古い。 13m に亘って検出し 、 ほぼ完掘した。 方向

は北で西へ やや湾曲している。 規模は、 上 幅 1. 5 - 1. l m 、 下幅 0. 9 m 、 深さ約 0.2m を計る。

断面の形態は逆台形を呈し、 底面は平坦であるが一段深くなっている部分もある。 本溝跡は、

第 Ill 層との関係は明らかでないが、 位置関係及び方向などから第 4 次調査区で発見したSD631
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溝跡と一連の遺構であると考えられる。

遺物は無釉陶器 甕の破片と古代の土器数点が出土している。

(6) S D 1203溝跡

調査区南半部で検出したL字形に屈曲する溝跡である。 第Ill 層におおわれ、 第N層上から掘

り込んでいる。 S Kl220土城、 S El284井戸跡と重複し、 それらより古い。 規模は上幅 1.3-

0.2m 、 下幅 0. 7 - 0.3m 、 深 さ14cmを計る。 埋土は黒褐色砂質土である。

遺物は、 無釉陶器 甕 ． 揺鉢、 白 磁椀、 カ ワ ラ ケ な どが出土している。 第 120 図 1 は無釉陶器

播鉢である。 丁寧に ヨ コ ナデ調整 され、 口縁部 は シ ャ ー プに仕上げられている。 胎土及び表面

の色調は灰色を呈しており 、 東海地方の製品と考えられる。 赤羽一郎氏の編年によれば、 第 Il

段階前半 (12世紀後半） のものに類似 し ている。 カ ワ ラ ケは小片であるが ロ ク ロ 調整 されたもの

である。

遺 物 名

I I 薫釉陶器 由鉢

2 白 磁 椀

調 整 備 考

内面に樺描き文樟

図 版I登録No.

醤
如

R
R
 

|
 

11
7

 

―
―

 

25
18

 

第120図 S D  1203溝跡出土遺物

(7) S D  1188溝跡

調査区西端部の第N層上で検出した東

西溝跡である。 調査区西壁から約14m の

ところで止まっている。 SAl299 柱列跡、

S K l 206土痰、 S 01179溝跡と重複し、

それらより新しい。 方向は東で約10度北

に偏している。 規模は、 上幅2. 8 - 2.2m 、

下幅 2. 2 - l.5 m 、 深 さ 0. 5 m を計る。

埋土についてみると、 地山プロ ッ ク を多

く含む厚い層と、 薄い自然堆積層とが交

互に見られ、 何回かに分けて埋められた

ような状況を呈している。

遺物は、 白 磁梅瓶（図版1 8 - 14) や古

銭 〔景徳元宝〕 (1004-1007年鋳造） な

l― → 

゜ l m  

層位 土 色 土性 備 考
1 黒褐色 (lOYR½) 砂質土 白色拉と多量に含み地山プロ ッ ク と含む。

2 灰黄褐色 OOYR½) ● 軟かく し ま り な し地山粒を少し含む、層状堆積
3 にぶい黄色 (2.SY¾) • 地山プロ ッ ク を多 く 含 む
4 灰黄褐色 (lOYR沿 ● 軟かくしまりなし、地b&を少し含む鳥切置槙
5 にぶい貨橙色 (lOYR½) • 灰紺飴土洲獄i墳机下印填山蛭炉渭
6 にぶい貨色 f2.SY¾) ● 細かい地山プロ ック主体、下郎は グ ラ イ 化
7 オ リ ープ黒色 (S Y¾) ● 層状増槙 明るめの層をしま状に含む
8 暗が）ープ灰色(S GY½) • 

第121 図 S D  1188溝跡断面図及び出土遺物
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どが出土して い る 。

(8) SD 1184溝跡

調査区北半部で検出した東西溝跡であ る 。 S D 1185 · 1187 溝跡と重複し、 それらより新しい。

規模は 、 全長17 . 7 m 、 上幅 1.3m 、 深 さ 0.3mを計る 。 方向は 、 東で約10度北に偏し て い る 。

底面の状況は 、 南側が一 段深く な っ てい る 。 遺物は出土し ていない。

I- -I 土 色 土 性 備
黒掲色 (10 YR 3/2) 

l 砂質土
黒褐色 CIO YR 3/2) 砂質土゜ l m  第122図 S D  1184溝跡断面図

(9) SD 117 8· 1196溝跡

SD 117 8は 、 調査区北端部の第W層上で検出した東西溝跡であ る 。 西端部及び中央部では そ

れぞれほぼ直線的にのびているが 、 東端部ではやや北側へ弯曲し、 調査区東壁から西へ約 S m

の地点でSD1196南北溝跡とほぽ直角に連結し て い る 。 SD 1185 · 1186 · 1198溝跡、 SK 1243 

土横と重複しており、 SD1185 · 1186溝跡より新しいが他のものより古い。 本溝跡はほぼ同位

置で3 時期の重複が認められる （古い順に A → B →C) 。 但 し 、 C期については 、 £ 120-132

間では明瞭に確認できたが、 E 120 以西については 埋土が痕跡的にしか残っ ておらず、 不明瞭

であ る 。 方向は 、 B期でみると、 西端部が東で約3度北に、 中央部が東で約 9 度北に偏し てい

る 。 規模は 、 A 期のものが上幅 l. l m 、 深 さ 0. 4m 、 B 期のものが上幅1. 8-1. l m 、 深 さ 0.3

m 、 C 期のものが上幅 l. l - 0. 6 m 、 深 さ 0.3mを計る 。 埋土は 、 A - C 期とも自 然に堆積し

た様相を呈しており、 B 期の埋土上層には10世紀前半に降下したと言われて い る 灰 白色火山灰

が約10cmの原 さ で堆積している 。 遺物は 、 B期の埋土から 土師器杯 · 甕、 須恵器甕、 C期の埋

土より赤焼き土器杯が出土し てい る （第 124図）。

SD1196溝跡は 、 平面的な 調査にとどめ、 一部断ち割りを行 な っ た。 規模は 、 上幅0.4-0.3

m 、 深 さ14- 9 cmを計る 。 SD l178溝跡と共通す る 変遷は確認できなかった。

← 
土 色 土 性 償 考

2 I I 灰黄褐色 CIOYR 5/'l) 砂貫土 C期
2 灰黄褐色 CiOYR 5/l.) 砂質土 B期

仄白色 B期 火山灰膚
黒渇色 (JO YR 3/1) 帖竹土 B期
にぶい黄色(2.5 Y 6/2) 砂質士 A期

I m  第123図 S D  1178溝跡断面図I I I 
(10) SD 1179 · 1181・ 1182溝跡

SD 117 9は 、 調査区北半部の第N層上で検出した東西溝跡であ る 。 約82mに亘って検出し て

おり、 両端はいずれも調査区外へとのびて い る 。 SD1185· 1190 · 1198· 1306溝跡、 SK1206・

1211 · 1223· 1241 · 1246 · 1248 · 127 8土壊と重複し ており、 SD1185 · 1190 溝跡より新 し いが
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番号 遺 物 名 遺 構 · 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 底 部 図 版 登録凡

I 赤焼き土沿 杯 SD 1 1 7 8 B ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ 回転糸切り痕 16-8 R-9 
2 土師呂 杯 SD I 1 7  8 B 0 ク ロ ナ デ ヘ ラ ミ ガキ、 凩色処理 ． 16-2 R-7 
3 土師呂 杯 SO 1 1 78 B 0 ク 0ナデ 令 ． 16-S R-3 
4 土師笛 杯 SO I l 7 8 B ロ ク 0 ナ デ . 々 16-6 R-4 
5 土師召 杯 SO 1 1 78 B 0 ク 0 ナ デ ． ． 16ー 3 R-6 
6 土師臼 杯 SO I I 7 8 B ロ ク ロ ナ デ ，，， • 16-1 R- 8  
？ 須恵呂 甕 SD 1 1 78 B 0ク0ナデ、手持ちヘラケズリ ロ ク ロ ナ デ . 16-7 R-10 
8 土師召 甕 SO I 1 7 8  B 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 指 に よ る ナ デ ツ ケ 16—· 4 R-11 

第 1 24 図 S D  1 1 78溝跡出土遺物
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他のものより古い。 ほぽ同位置で 3時期の変遷が認められた（古い順にA → B →C) 。 しかし、

El02 ラ イ ン 以東は残存状況が悪く 、 E 7 8 ラ イ ン 以西は精査を行 なっていな いため。 3時期の変

遷を把握できたのは西半部の内の20mに満たない範囲に限られる。 緩やかに蛇行しているため

方向は計り難いが、 東西両端を結んだ線でみると東で約15度北に偏 し ている。 規模は 、 A期が

上幅1.4m、 深さ0. 3m、 B 期が上幅1.2m、 深さ0.3m、 C 期が上幅0.7 -0. 6m 、 深さ 15- 5

cmを計る。 遺物 は 、 B 期の埋土から土師器杯（第125図 1 ) 赤焼き土器杯(2)が出土している 。

00 

゜゜
I- → 

゜ 4 rrt 

仁 B期
N

T 

番号 土 色 土 性 儒 考
1 にぶい貿褐色(10 YR 5/3) 砂質土 C期
2 灰 褐 色 I10 YR 5/l) 砂質土 B期
3 灰 白 色 B期 火山灰層

灰黄褐色 l!OYR 4/2.) 砂質土 B期
5 灰黄褐色 (10 YR 4/2) 砂質土 A期

ニ ー

0 10cm 

I .  S0ll79(B) t - 1  
R-12 

2 .  S0ll79CB)ヽ- 2
Rー13

第125図 S D  1179. 1181溝跡平面図 • 断面図及び出土遺物

SD 1181は、 SD 117 9 の南壁に連結する南北溝跡である。 SK1224土渡と重複しており 、 そ

れより古い。 規模は 、 上幅約0. 9 m 、 深さ約 5 cmを計る。 残存状況は悪い。 埋土の様子は 、 東壁

際と西壁際で異な っており、 2 時期以上の重複があると見られるが詳細は不明である。 また、

本溝跡の南延長線上でSD1182南北溝跡を発見している。 両者は直接連続し ないが、 一連の溝
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であった可能性がある。 平面的に検出したにすぎないが、 埋土には10世紀前半に降下したと言

われている灰白色火山灰の プロ ッ クが多く含まれている。

(11) S D  1187· 119 0 溝跡

S D  1187は、 調査区北半部の第N層上で検出した東西溝跡である。 西端は調査区外へとのび

ているが、 東端は西壁から42mの地点で止まっている。 S D1184 · 1185 · 1186溝跡、 S K 1236 

土横と重複し ており、 S D 1185· 1186溝跡より 新しく、 他のものより古い。 方向は、 東で約11

度北に偏している。 規模は、 上幅l. 0 - 0. 6m、 下幅0.6-0. Z m、 深さ 0. 7 - 0.3m を計る。

S D  1190は、 S D 1187溝跡の南壁に連結す る南北溝跡である。 南端部を S D1179 溝跡 によっ

て破壊されており 、 検出できたのは13.5mである。 方向は、 北で約2 度東に偏している。 規模

は、 上幅 l.2-0. 7 m、 下幅 0. 9- 0.6m、 深さ 0.3-0.1 mを計る。 S D1187溝跡より底面

が高く、 連結部では 約 22cmの 比高差がある。 遺物は、 S D119 0 溝跡の埋土より砥石が 1 点出

土している。

← -I 

砥石 ヽ ー 1 出土 CR- 315)

l
r 

番到 土 色 土 性 償 考

l にぶい貿色(2.SY6/3)

I

砂質土
I

灰貨褐色士のカックを含む。

2 Iこぶい黄色(2.5 Y 6/3) 砂質土 灰黄褐色土の粗い屑あり 。

3 Iこぷい黄色(2.5 Y 6/3) 砂質士
り

しし

5.cm 
I I I 

第126図 S D  1190溝跡断面図 ・ 出土遺物

(12) S D  1 180 溝跡

調査区中央部の第N層上で検出した東西溝跡である。 調査区東壁のほぼ中頃から調査区南西

隅にかけて緩やかに蛇行してのぴている。 約80mに 亘って検出しており 、 両端はそれぞれ調査
I- ---, 

笏 QI 1 m 
/4 I I I I I I 

第127図 S D  1180溝跡断面図

番号 土 色 土 性
I にぶい黄色 C 2.5 Y 6/3) 砂質土
2 灰黄褐色 110 YR 4/2) 粘質土
3 洩 黄 色 12.5 Y 7/3) 砂質土
4 貿 褐 色 12.5 Y 5/J) 砂
5 にぶい黄色 ( 2 5 Y 6/3) 砂質土
6 a  にぶい貿色 (2.5 Y 6/3) 砂質土
6b にぶい黄色 C 2.S Y 6/3) 砂質土
7 ●  暗灰黄色 I 2.5 Y 5/2) 砂質土
7 b 貧 灰 色 ( 2 . S Y 4/I) 砂

貿 灰 色 (2.5 Y 4ん） 砂質土
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区外へとのびている 。 建物跡や井戸跡な ど多くの遺構と重複している が、 それらのものより古

ぃ。 平面的な調査にとどめたため 、 細部については不明であるが、 西端部近くの断 ち 割り部分

で み る と、 規模は、 上幅4.0 m、 下幅 1.9 m 、 深 さ 0 .4mを計 る 。 埋土は、 砂や砂質土が自然

に堆積 し た様相を呈 し ており、 全体に締まっている 。 遺物は、 土師器の細片が数点出土 じてい

る 。

なお、 本溝跡は、 位四関係や埋土の状況から、 第4次調査区のSD 653溝跡と一連のものと

みられる 。 両者の底面 レ ベルはほぼ一致して い る 。

(13) SD 1186溝跡

調査区北半部の第W層上で検出した東西溝跡である 。 調査区西壁から北壁にかけて、 約60m

に亘って検出 し た。 SD117 8 · 1 1 85 · 1187 · 11 90 · 1205溝跡、 SKl242· 1243土横と重複して

い る 。 SD1185 溝跡との関係は不 明 であ る が、 他のものより古い。 方向は、 西半部が東で約16

度北に偏 しており、 東半部が東で約22度北に偏 している 。 底面ま で掘り下げた部分は少ないが

規模は、 上幅 1.3� 1. 0 m 、 下幅 0.6 � 0.4m 、 深さ 0.6mを計る 。 埋土は、 —均質なにぶい黄

色の砂質土であり、 地山との識別が困難である 。 遺物は、 土師器壺· 甕が小呈出土 し てい る 。

第 1 28 図は 1 層から出土 し た土師器壺である 。 外面口縁部から頸部にかけて、 ま た内面口縁部

をハ ケ メ 調整 し ており、 外面口縁部の先端を ヨ コ ナデ調整 し ている 。 塩釜式に属す るものであ

ろう。 I- — 4 

土師器 壺
R-3 ゜ 10cm 

第127図 S D  1186溝跡断面図 ・ 出土遺物

(14) S D l 185溝跡

調査区北半部の第N層上で検出 し た東西溝跡である 。 SD117 8 · 1179· 1184· 1198· 1306溝

跡、 SK 1214土横と重複しており、 ぞれらより古い。 SD1186溝跡との新旧関係は明らかにで

きなかった。 約55mに亘って検出 し ており、 両端とも調査区外へ とのびている 。 規模は、 上幅

0. 8 m 、 深さ 0.3mを計る 。 方向は、 東で約 9度南に偏 し てい る 。 遺物は、 土師器の小片が数

点出土している 。

なお、 本溝跡は、 位置関係からみて第4次調査区のSD 654溝跡と一連のものであ る 可能性

が高い。
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D .  井戸跡

調査区南半部を中心に分布しており、 31基検出した。 内部に井戸側を備えたものはなく、 す

べて素掘りである。 以下、 それらの規模、 形態、 出土遺物について、 概要を表にまとめる。

遺 構 名
平 面 規 模
深 さ

断 面 図 ( S : 1 /8) 概 要 出 土 遺 物

... ... 

ー S E 1 2 5 2  
長径1.18m
短径1.10m
深さ 1.03m 0 l m  

l....a... I ↓ っ一l

出土遺物 ： 無釉陶器甕• 播鉢、 板碑？

S E 1 2 5 3  

2
 直径1.23m

深さ 1.21m

S E 1 25 4  

3
 長径1.64m

短径1.36m
深さ 1.27m

I-

← 

1- 一4

4
 

S E 1 255 

直径0.95m

深さ 1.10m

’― 

S E1 2 5 6  

5
 

長径1.55m
短径1.12m
深さ 1.48m

.... _, 
S E 1 25 7  

6
 長径1.06m

短径0.94m

深さ 1.53m

← 

_, 

.... 

.... 

出土遺物 ： 無釉陶器揺鉢、 カ ワ ラ ケ 、 鉄滓、 砥石、
礫

出土遺物 ： 野 磁椀、 無釉陶器 甕、 カ ワ ラ ケ、 瓦質
土器、 礫

出土遺物：な し

出土遺物 ： カ ワ ラ ケ 、 瓦質土器、 礫、 窃入粘土

出土遺物 ： カ ワ ラ ケ 、 礫

S E 1 2 5 8  

7
 

長径2.53m
短径2.20m
深さ 1.86m
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出土遺物 ： 無釉陶器 甕、 礫



S E 1 2 5 9  

8 

I 出土遺物 ： カ ワ ラ ケ 、 礫

S E 1 2 6 1  

， 長径1.64m

短径1.46m 出土遺物 ： 青磁椀、 無釉陶器甕 • 播鉢、 礫 、
深 さ 1 .94m 柄杓

S E 1 2 6 2  

10 I 長径1.94m

短径1.76m I I 出土遺物 ： 無釉陶器甕 • 播鉢、＿ カ ワ ラ ケ 、 礫
深さ 1 . 69m

IE , 窓皇＾ “ 
S E 1 2 6 3 

11 長径1.42m

短径1.32m I 1 出土遺物 ： 無釉陶器甕、 砥石、 円礫、 磨石
深さ 1 .96m

I-

S E 1 2 6 5  

1 2 1  直径1 . 16m

深 さ l.llm I u 1 出土遺物 ： 冑磁椀

S E 1 2 6 6  

13 1 直径1. 11m I 

こ』深 さ 1.26m I I 出土遺物 ： 無釉陶器甕

I-

S E 1 2 6 7  

14
1 

長径1.13m

短径0.88m I I 出土遺物 ： 礫
深さ 1.26m
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... → 
SE 1 2 6 8  

15 直径1.20m
出土遺物 ： 無釉陶器播鉢深 さ 1.27m

S E 1 2 6 9  
←一

1 6 1  
直径1.38m I 昌璽＼ 鑽 l 出土遺物 ： 無釉陶器甕 • 播鉢、 カ ワ ラ ケ 、 鉄滓、

深さ 1.34m 欝凰
置miillil I 礫、 円礫

I-
S E 1 2 7 0  

17 
長径1.55m
短径1.42m 出土遺物 ： 無釉陶器甕・ 壺、 カ ワ ラ ケ 、 砥石 、

円礫深 さ 1 .63m

S E 1 2 7 1  ,_ 

18 長径2.32m
短径1.60m
深 さ 1.50m しi、ヘ工し:; �· :it} I 出土遺物 ： 無釉陶器甕、 カ ワ ラ ケ 、 礫

.... .... 
S E 1 2 7 2  

19 I 長径2.30m 出土遺物 ： 無釉陶器甕 • 播鉢、 カ ワ ラ ケ、 砥石、

短径1.94m 礫、 円礫、 漆塗り の小石
深さ 1.53m

I ← -< 
S E 1 2 7 3  

20 I 長径1
以

.
上
70m

1 I 出土遺物 ： 無釉陶器甕 ． 壺 ． 揺鉢、 カ ワ ラ ケ、
短径1.68m 礫、 円礫
深さ 1 .70m 

SE 1 2 7 4  
,-

21 長径1.82m I l 出土遺物 ： カ ワ ラ ケ短径1.30m
深 さ 1.24m
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22 1 

23 1  

24 1 

25
1 

26 

I- → 
S E 1 2 7 5  

長径1.28m
短径1.10m I I 出土遺物 ： な し
深 さ 1 .03m

S E 1 2 7 6  
I- → 

長径1.60m

短径1.26m I 出土遺物 ： カ ワ ラ ケ
深 さ 1.18m

I-

S E 1 2 7 7  

長径1.50m

短径1.22m I 出土遺物 ： 青磁椀、 無釉陶器播鉢
深 さ l.I4m

.... 
S E 1 2 9 3  

長径l.OOm

短径0.94m I 出土遺物 ： 青磁椀、 礫
深 さ 1.04m

S E 1 2 9 8  I- .... 

直径1.20m

出土遺物 ： な し
深 さ 1 . 21m

第皿層上面で検出 SE 1259 · 1261 
第皿層におおわれ第N層上面で検出 S El260 
他は第皿層と の関係不明
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。 10cm 

ご，

7
 

10 

番号 遺 物 名 遺 構 ・ 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考 図 版 登録ぬ
I 黒柚陶臼 襦鉢 SE J 2 5 2  ヽ - 3 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 26-1 Rー191
2 撫樟陶呂 ば鉢 SE I 2 5 2 、- 3 ヘ ラ ケ ズ リ ｀ ヨ コナ デ ョ コ ナ デ 27-2 R-167 
3 焦積陶呂 ば鉢 SE I 2 5 2 ヽ ー3 ヘラナデ 好部砂経 R-161 
4 慧精陶召 甕 SE I 2 5 8 ヽ - I ヘラナデツケ ヨ コ ナ デ 押 印 あ り R-104 
5 焦精陶呂 甕 SE 1 2 5 8  ヽ - 1 Iヽケメ ヨ コ ナ デ 押印あり R -101 
6 撫精陶器 甕 SE 1 26 1  ヽ - 1 ョ コ ナ デ 押印あり R- 86 
7 柄 杓 SE I 2 6 1  ヽ- 3 ョ コ ナ デ 口縁の一部膚耗 R- 65 
8 賃f磁 椀 SE 1 2 8 2  ヽー 1 口縁輪花 R - 203 ， 黒稚陶呂 襦鉢 SE 1 2  6 9 t - 1  ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ R·196 
10 無柚陶器 甕 SE I 2 6 9 t - 3  押印あり R-103 

第 129 図 井戸跡出土遺物 ( 1 )
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ご
7
 ゜ 10cm 

ご ／ 
番号 遺 物 名 遠 構 · 層 位 外 面 細 整 内 面 調 整 偏 考 図 版 登録凡

l 撫積陶笛 甕 SE I 2 6 2 ヽ - 2 ョ コ ナ デ 押印あり R- 87 

2 撼積陶呂 甕 SE 1 26 2  ヽ - 2 ヘラナテッケ ヨ コ ナ デ 押印あり R- 74 

3 慧積悶召 甕 SE l 2 6 2  ヽ - 2 ヨ コ ナ デ 押印あり R· 85 

4 黒柚陶呂 炎 SE: I 2 6 2 ヘ ラ ナ デ ヨ コ ナ デ 押印あり
5 熊柚陶呂 播鉢 SE 1 2 6 2  t - 2  ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ R-170 

6 使用痕のある礫 SE I 2 60 ヽ - 2 R-356 

1 使用痕のある礫 SE I 2 6 0 ヽ一 ］ R-354 

第130 図 井戸跡出土遺物 (2)
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130 第 1 31 図 井戸跡出土遺物 (3)
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第132 図 井戸跡出土遺物 (4)

か•1.J'I,o, LTD 

10 

131 



゜ ゜
-(r\— 
一 1 I l l  
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番 号 遺 物 名 遺 構 ・ 層 位 外 面 調 整 内 面 悶 整 傭 考 図 版 登録No.

第131図 I 蒸 籠 SE l 2 7 o ヽ - 3 黒漆後り 底2枚, I枚に穿孔 36ー4 R- 42 
2 曲物容召 SE 1 2  70 ヽー 3 R- 27 
3 述築部材 SE 1 2  70 ヽ - I 42-3 R-108 
4 折 敷 SE 1 2  70 ヽ ー 3 〇墨喪あ り R· 28 
5 折 敷 SE 1 2  70 ヽ - 3 R- 30 

第132図l 把 手 SE 1 2  70 ヽ - 3 樹皮を残す R· 29 
2 研店頂のある須恵舌片 SE I 2 6 7 ヽ - 2 ク タ キ 7テ具限
3 膏 磁 椀 SE 1 29 3 ヽ - 1 外面に蓮弁文 ⑳ -6 R-206 
4 青 磁 捐 SE I 265 ヽ - 1 内面に文様 R-212 
5 熊積陶器 甕 SE I 2 7 2 ヽ - 3 口縁ヨコナデ ヨ コ ナ デ 23-14 R - 91 
6 黒精陶召 襦鉢 SE 1 2  7 2 t - 2 ヨコナデ ヨ コ ナテ’ 噸直漑かく鱗 R·160 
7 黒積陶呂 播鉢 SE 1 2  7 2 t - 1  ョコナデ、 ヘラケズリ ョコナデ 高台あり 27-12 R-158 
8 撫積陶呂 襦鉢 SE I 2 7 2 ヽ ー 2 ヨコナデ、 ヘラケズリ ヨ コ ナ デ 高台あり 25ー10 R-139 
9 カ ワ ラ ケ SE 1 27 2 ヽ - 1 ロ ク ロ ナ デ 口クロナデ 底部回転糸切り R -276 
10 折 敷 SE 1 26 1  ヽー3 35ー14 R·63 

第133図I 柄 杓 SE 1 26 3  t - 2  口縁の一部門粍 R- 67 
2 柄 杓 SE 1 274 t - 2  口緑の一部磨耗 R- 58 
3 折 敷 SE I 2 7 7 ヽ - 2 底板が厚い R- 57 
4 栓 SE I 2 1 1 ヽ - 2 R - 56 

第133 図 井戸跡出土遺物 (5)
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E .  土 凛

調査区全域にわたって分布し ており 、 57基検出した。 性格不明のものが大部分であり 、 中に

は索掘り の井戸も含めている恐れがある。 以下 、 内部に施設を伴っているも のについて説明を

加え、 他については 「井戸跡」と同様に断面 図 を 示 し 、 規模、 堆積土の様子を表に ま ど め、 次

に出土遺物に対して簡単に説明を加える。

(l} S K 1213土横

調査区北東部の第N層上で検出 し た土渡である 。 平面形は歪んだ楕円形を呈し、 規模は長径

3. 4m 、 短径 2.7 m、 深さ I. O mを計る。 長軸方向の東壁には 7 枚の板を立て並ぺ 、 その両端

に杭を打ち 、 それに横木をわたして板を押えた施設が検出 された。 これらの板組みの施設と土

横東壁との間には地山プロ ッ クを含む黒褐色土が埋め込 ま れている。 遺物は、 土師器、 赤焼き

土器の小片と磨耗痕のある円礫が出土 し て いる。 本土城の性格については不明である。

I El23 

N54 

00 

T > 

1�、゜ 2 m  

第134図 S K  1213土凛
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トー S K 1207 -I 

土 色
黒 褐 色 (2.5 Y 3/l) 
黒 褐 色 (2.5 Y 3 /l )  
黒 褐 色 12.S Y 3/l) 

土 性
砂賀土
砂質土
砂質土

ト ― S K 1209 → 番号 層 位 土 色 土 性
I 1 - l 鼠I 褐 色 1 10 YR 2/l.l 砂賞土
2 C 一 1 瓜 闊 色 (10 YR 3/'l) 砂賞土
3 、- 1 鳳 色 110 YR 2/l) 砂質土｀ e-2 息 色 110 YR 1 .

/I
7
) 
/1) 炭化物膚

s ヽ - z 凡I 褐 色 12.5 Y 3 ) 砂質士
6 t-3 瓜 色 l lOYR l . 7 /1 ) 炭化物吊
6 ' 、-3 瓜 褐 色 12.S Y }{) 砂質土
7 ● 、-3 “し � 1 10 YR J.<) 砂質土
7 b  t-3 /.II 色 l!OYR K) 砂賞土
Sa ヽ -4 贔し 色 110 YR 1.7/1) 砂賞土
S b  ヽ ー • II,\ 色 I IOYR 1.7/l l  炭化物層
9 a 、- 4 肌 褐 色 110 YR K l  砂質土
9 b  t - 4  オ リープ悶色 I S YK) 砂質土
10 1 - 3  埠 色 ! lO YR Kl 砂質土

I- S K  1210 -I 

1- S K 1211 一

蓄号 層位 土 色 土 性

I t - 1 黒 褐 色110 YR½) 砂質土
2 t - 1 凩 褐 色IIOYR½) 砂質土
3 t - 1 黒 色IIOYR½) 粘質土
4 t -2 灰黄褐色110 YR½) 砂質土
5 t -3 黒 褐 色110 YR,<) 粘質土
6 I -3 オリープ黒色 ( 5 y )  粘質土
7 1 -3 黒 色 I S Y ½' )  砂質土
8 1 - 3 オリープ黒色 f S Y¾) 帖質土，． l -4 ＊＇｝ープ黒色IS Y¾'} 帖質土
9b e -4 オ リープ謀色C 5 YM) 枯質土
10 ヽ -4 緑 灰 色 I S C ¾) 帖質土

O
I

 

丁
土 色

渇 灰 色 (JO YR>,) 
渇 灰 色 00 YR>,) 
にぶい黄色(2.SY½)
にぶい黄色(2.SY½)

土 性

粘質土
粘質土
砂質土
砂質土

f- SK 1226 -I 

番号 層 位 土 色 土 性

I t ー l 黒 褐 色 (JO YR ½) 砂質土
z ． 黒 色 C2 . 5 Y U l 炭化物層
3 t - 2  黒 色 CJO YR 'K) 砂質土
4 . 黒 色 CiOYRl.7/1) 砂質土
5 々 黒 褐 色 C2.5 Y ){ ) 砂質土
6 ヽ - 3 黒 色 (2.SY½') 砂質土
7 令 黒 褐 色 (2.S Y � ) 砂質土
8 令 オ リープ黒色 /7S Y ;{ )  砂質土， 令 黒 色 (10 YR 1 .7  /1) 砂質土
10 ． 黒 色 (2 S G Y K ) 砂質士
JI 令 暗 粕 仄 色 (7.SCYK) 砂質土

第 1 35 図 SK 1207 • 1209 ・ 1 210 · 1 21 1 ・ 1226土墳断面図
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I- -I 

第 1 36 図 S K  1241 土墳断面図

番号 層位 土 色 土 性
1 2 ー1 11,\ 色 C IO YR l .7/1 ) 炭化物膚
2 t 一 1 黒 閲 色 (JO Y R ½ )  砂質土
3 ヽ-1 黒 色 fl O Y R l .7/1) 炭化物屑
4 ヽ - 1 黒 褐 色 (10 YR½) 砂質土

5● ヽ - I 黒 色 CIOYRl .7/1) 炭化物膚
Sb 、 -I 黒 褐 色 CIO YR½) 砂質土
6 1 - 1  浅 黄 色 r s Y ½> 砂宵土
7 ヽ - I 黒 色 12.s y Kl 紗質土
8 ヽ - I 黒 色 (I O Y R l .7/ll 炭化物層， ヽ - I オ リープ黒色 c s y ½ )  砂質土
10 ヽ - 1 暗釈貧色 12.SY½) 砂質土
11 ヽ - 1 オ リープ品色 rs v ½ >  砂質土
12 ヽ ー 1 黒 色 flOYR l.7/ll 炭化物膚
13 ヽ - 1 オ リープ黒色 rs v K> 砂質土
H ヽ - 2 洩 賃 色 ' 5 y ½ )  帖質土
15 ヽ ー 2 浅 貧 色 I S Y ½ l  帖質土
16 ヽ 一 2 灰 色 r s v ½ )  帖宵ゴ：” t -2 灰が1ープ色 c s y ½ )  砂
18 ヽ-3 緑 灰 色 17.SCY¾) 砂質土

I 
(l) 

S K1214 

゜ Z m  

A
l
 

A ' 
→ 

B
L
 

8 ' 

→ 

C
L
 

C ' 
→ 

D D' 
← 囀ー1

第 137 図 SK 1214• 1245• 1246 • 1 247土墳
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遺 構 名
平面規模
深 さ

断 面 図 ( s : 泌） 概 要 出 土 遺 物

S K 1 2 0 7  
1 I 長径4.50m

短径4.00m
深 さ 1 .22m

出土遺物 ： 無釉陶器甕 • 播鉢、 カ ワ ラ ケ 、 砥石、

礫、 円礫、 敲石
SK 1 2 0 9 

2 1  長径3.06m
短径2.94m
深 さ 0.76m

S K  1 2 1 0  
3 1  長径3.85m

短径3.16m
深 さ 0.90m

SK 1 2 1 1  
4 1  長径3.52m

短 径 1 . 10m
深 さ 0.51 m 

出土遺物 ： 施釉陶器壺、 カ ワ ラ ケ 、 砥石、 礫

出土遺物 ： 無釉陶器甕 ・ 播鉢、 砥石 、 円礫、 礫

出土遺物 ： 無釉陶器甕

S K  1 2 2 6 
直径2.38m
深 さ 1.42m

S K  1 2  4 1 
6 1  長径2.18m

短径1.90m
深 さ 1.19m

S K 1 2 4 7  
7 I 長径1.24m

短径1.03m
深 さ 0.47m

出土遺物 ： 無釉陶器甕 • 福鉢、 カ ワ ラ ケ 、 円礫

出土遺物 ： 野磁椀、 カ ワ ラ ケ 、 泥岩製土製品

出土遺物 ： 無釉陶器甕、 礫

S K  1 2 1 4  
8 1  長径3.54m

短径2.68m
深 さ I.Olm

S K 1 2 4 5  
9 I 長径1.82m

短径1.76m
深 さ 1.23m

出土遺物 ： 青磁椀、 無釉陶器甕 • 播鉢、 砥石

出土遺物 ： 礫

S K 1 2 4 6  
10 I 長径0.92m

短径0.78m
深 さ 0.27m

出土遺物 ： な し

.... 
S K 1 2 2 0  

11 

長径 3.70m

短径2.82m

深 さ 1.80m

出土遺物 ： 無釉陶器甕、 カ ワ ラ ケ

砥石 、 礫、 磨石、 窃入粘土
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I- -< 
S K  1 2 1  8 

12 1 長径2.42m
短径1.90m カ ワ ラ ケ 、 礫
深さ l.OOm

S K  1 2 2 1  
.... .... 

13 1  長径0.60m

麟 I 出土遺物 ： な し短径0.53m
深 さ 0.40m

I- -, 
S K 1 2 2 3  

1 4
1 

長径1.50m

短径1.27m 饂雪雪國4 I 出土遺物 ： 無釉陶器甕
深 さ 1.03m 祝

... ... 
S K 1 2 2 4  

is l  長径1.90m I I 出土遺物 ： カ ワ ラ ケ 、 砥石、 釘短径1.62m
深さ 0.91m

,_ --! 
S K  l 2 2 5 

16 I 長径1.62m I I 出土遺物 ： 礫短径1.57m
深さ 1.11 m 

S K 1 2 2 7  ... 
17 1 長径0.98m

� 
短径0.74m I 出土遺物 ： カ ワ ラ ケ 、 鉄滓、 円礫
深 さ 不 明

← ..... 
S K 1 2 2 8  

18 I 長径2.33m
短径2.06m

I 出土遠物 ： 無釉陶器甕 ． 揺鉢、 カ ワ ラ ケ 、 鉄滓、
深さ 0.94m 礫、 緑釉陶器 （古代）

>-
S K 1 2 3 0  

19 1  長径0.86m
短径o.76m I 1 出土遺物 ： 礫
深 さ 0.80m

S K 1 2 3 2  
20 I 長径0.88m I I 出土遺物 ： 無釉陶器婆短径0.83m ← 

深.'さ 0.27m

S K 1 2 3 3  
21 I 長径0.90m

J 短径0.84m I 出土遺物 ： 土器小片
深 さ 0.15m

137 



... -; 

S K 1 2 3 5  

22 1 長径1.40m
短径l.IOm I 出土遺物 ： カ ワラ ケ
深 さ 1.13m

.... ... 
S K  1 2 3 6 

231 長径1.20m
短径1.10m I 出土遺物 ： な し
深 さ I.Olm

S K 1 2 3 7  
... .... 

24 1 長径1.32m
短径1.12m I 出土遺物 ： 無釉陶器播鉢
深 さ 0.73m

... 
S K 1 2 3 8  

25 1 長径1.53m
短径1.lOm I 出土遠物 ： 土器小片
深 さ 1.06m

>- → 
S K  1 2 4  0 

26 1  長径2.70m
短径2.06m I I 出土遺物 ： 白磁椀、 育磁椀、 無釉陶器甕 ・ 播鉢、
深 さ 1.20m 土鍋、 鉄滓、 カ ワ ラ ケ 、 円礫、 礫

S K 1 2 4 2  >-

27 1 長径1.02m
I 出土遺物 ： な し短径0.92m

深 さ 0.35m

S K  1 2 4  4 .... 一
281 長径0.96m

匹 I 出土遺物 ： な し短径0.88m
深 さ 0.42m

... _, 
S K  1 2 4  8 

291 長径1.38m

短径1.34m
�l )j I 出土遺物 ： 無釉陶器甕、 カ ワ ラ ケ

深 さ 1.15m ...I g·· 。 輝詈’ •••
....-,三“

>- → 
S K  1 2 5 0  

30 長径2.36m

短径2.20m I IL__ Xi I 出土遺物 ： 無釉陶器塑、 カ ワ ラ ケ 、 礫
深 さ 1.32m

S K 1 2 3 4  I ← ... 
31 1 長径l.OOm

I �� 匂l I 出土遺物 ： 土器小片短径0.82m
深 さ 0.34m
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← 
S K 1 2 7 8  

32 1 長径1.72m
短径1 .48m
深さ 0.71m 一

← 

SK 1 2 7 9  

33 1 長径 1 .20m

短径0.98m

深 さ 0.97m

→ 

→ 

出土遺物 ： 無釉陶器播鉢、 不明土製品

出土遺物 ： な し

第 m 層 に おお われ第N層の上面で検出 S K 1220 · 1284 

他は第川層と の関係不明

; 1 r-→ 
0 5 cm  
I I -�」 ゜ 10cm 

4 

番 号 遺 物 名 遺 構 ・ 層 位 外 面 調 整 内 面 悶 整 偏 考 図 版 登餘凡

第1氾図 J 板な屈 SK I 208 ヽ - 3 39-5 R- 22 

2 慧積陶臼 ほ鉢 SK I 2 1 4  ヽ -2 ョコナデ ョコナデ R-192 
3 漆 呂 椀 SK I 2 1 4  ヽ - 2 凩漆塗り 屈漆塗り R· 54 
4 須恵召 長類瓶 SK 1 2 1 4  ヽ -2 ロ ク ロナデ ロ ク ロ ナデ R- 18 

5 須恵呂 長頸瓶 SK 1 2 1 4  ヽ - 2 ロ ク ロナデ 0 ク ロ ナデ R- 17 

第139図 I 撫積陶呂 甕 SK I 2 0 7  ヽ一 4 ヘラナデ 24-7 R- 89 
2 カ ワ ラ ケ S K  1 2 0 7  、- 2 0 ク ロナデ 0 ク ロ ナデ R-280 
3 慧積陶召 甕 SK 1 20 7  ヽー 4 口縁ヨコナデ ヨ コ ナ デ 23-17 R- 80 

4 不明＊贅品 SK 1 2 0 7  ヽー 4 間樟を面取り 40ー 13 R·37 
5 把 手 SK I 20 7 ヽー 6 樹皮を削り取っている 36-2 R- 40 
6 把 手 SK 1 2 0 7  、- 6 樹皮を残す 36-3 R- 41 
7 曲物容召 SK 1 2 0 7  ヽー 6 下半部に凩漆付着 36-1 R- 39 
8 建部品？ SK 1 2 0 7  ヽ - 4 a · b  2 ケ所に鉄釘 42一- 1 R· 36 

第 1 38 図 土墳出土遺物 ( 1 )
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匡
゜ 10cm 0 

( 1 - 6 )  

I 

0
0

 

り
・

゜

,:, I? 

B C 

第 139図 土壌 出土遺物 (2)
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゜

番号 遺 物 名
1 使用痕のある礫
2 古 銭
3 罵枯陶岱 甕
4 カ ワ ラ ケ

5 鳥軸陶召 甕
6 カ ワ ラ ケ

？ カ ワ ラ ケ

8 不明木籾品

遺 構 . 層 位 外 面 訓 整

SK 1 2 0 7  t一 4
SK 1 2 1 8  
SK 1 2 1 8  ヽ -2 ハ ケ メ

SK 1 2 1 7  、- I ロ ク ロ ナ デ

SK 1 2 1 7 ヽ 一 1 I ヽ ケ メ

SK I 2 2 4 ヽ - 1 ロ ク ロ ナ デ

SK I 2 2 4 t一 1 ロ ク ロ ナ テ

S K  I 2 2 3 t - 2  

゜ 10cm 

( 1 )  

「ゴ 「丁
II II II l瓜 鳳

6 
-

\\ //
- \\〗げ 四

I Z/ :\I 

内 面 闘 整 備

錢種不朗
ヘ ラ ナ デ , ,ヽケ メ ？ ） 押印あり
ロ グ ロナデ

ヨ コ ナ デ 押f./1あり
ロ ク ロ ナデ 府部同転糸切り
0 グ ロ ナ デ

考

Ill 8 

図 版 登録泊

R-377 

R · 7 8  
R-275 
R-102 
R-268 
R·281 

40-7 R- 45 

第 140 図 土墳出土遺物 (3)
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゜ 10cm 

( 1 )  

疇

� 

゜

3 

-― 
6 

4 

番号 遺 物 名 遺 構 ・ 層 位 外 面 悶 整 内 面 悶 整 備 考 図 版 登録ぬ
1 使用頂のある礫 SK l 2 2 0 t - 2  R-364 
2 カ ワ ラ ケ SK 1 2 2 0  t - 2  ロ ク ロ ナ デ 0 ク ロ ナ デ 底部回転糸切り恨 32-7 R-266 

俸状の圧瞑あり
3 杓 子 SK I 2 2 8 ヽ - 1 35ー13 R- 23 
4 も じ り編み用木製錘 SK I 2 2 8 t - 2  40-3 R· 2S 
5 黒柚隣苫 襦鉢 SK 1 2 2 8 t - 1  ヘ ラ ケ ズ リ R-142 
6 緑柚陶器 椀 （皿） SK 1 Z Z 8 t - I 緑柚 緑柚 17ー 1 R-259 
7 漆 呂 惰 SK 1 2 2  8 t - 2  黒漆後り 黒漆塗り 35-1 R- 24 

第 141 図 土墳出土遺物 (4) 

142 
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〗5 

◎ ◎ 

� 7 
1 1  - 形ん笏 8 

’ 
’ 二ニ=:i← ゜

て一

゜ 10cm 

ニ ロ
12 

番号 遺 物 名 遺 構 ・ 層 位 外 面 調 笠 内 面 調 整 偏 考 図 版 登録No.

1 白 磁 椀 SK I 2 4 0 t - 2  口緑部 「口禿げJ 18-2 R-238 
2 無柚陶呂 甕 SK I 2 4 0 ヽ - 1 押印あり R- 76 
3 黒柚陶召 ほ鉢 SK I 2 4 0 ヽ - 1 ョ コ ナ デ、 ヘラケズリ 25-17 R · 168 
4 士 鍋 SK I 2 4 0 9一 l ヨ コ ナ デ ヨ コ ナデ 外面に煤付着 30-7 R-292 
5 施躙笛 壺 SK 1 2 0 9  t - 2  ョ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 口縁部に釉ハケ役り 24ー 3 R· 88 
6 煙 管 SK 1 2 】 5 ヽ - 1 42-4 R- 52 
7 撫釉隣呂 ば鉢 SK I 2 1 5  ヽ- 1 ョ コ ナ デ ヨ コ ナデ R-152 
8 鉤 SK I 3 1 0  1 - 1  40-5 R- 49 ， カ ワ ラ ケ S K  I 2 3 5 t - 3  ロ ク ロ ナ デ 0 ク ロナデ 底部回転糸切 り痕 31 ー 5 R·272 
10 研m演のある須恵呂片 SK l 2 3 5 t - 3  タ タ キ アテ具痕 R- 22 
11 慧柚隕臼 濡鉢 SK I 2 3 7 t - 1  ヨコナデ、 ヘラケズリ ヨ コ ナデ 外底． 高台畳付きに黒色I!) 26-3 R-128 
12 も じ り編み用木製鏡 SK 1 2 4 5  t - 2  付着物 底醗庭 40-2 R- 61 

第 142 図 土墳出土遺物 (5)
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ー

4
 

゜ 10cm 

( 1 . 3 . 4 ) 

·� 三三三二］言 冒— 一
三言言゜

： ー 三
—

�
10cm 

( 2 .  5 )  
5 

番号 遺 物 名 遺 渭 ． 層 位 外 面 調 整 内 面 糊 整 備 考

I 使用痕のある礫 SK l 2 5 0 ヽ - 1
2 カ ワ ラ ケ SK 1 2 5  0 t - 2 ロ ク ロ ナ テ’ ロ ク ロナデ 底部回転糸切り痕

鉄 銭 SK 1 2 9 1  ヽ- 1
4 使用頂のある礫 SK 1 2 4 1  t - I 
5 刀子形木製品 SK 1 2 4 1  t - 2 

第 1 43図 土墳出土遺物 (6) 
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゜ 10cm 

3
 

（古銭 ： 原寸）

▽ニー-

,, 
4 ゜ 10cm 

5
 

遺 物 名

使用痕のある礫
古 錢 （開通元宝）
古 錢 （元覺通宝）
カ ワ ラ ケ
柄 杓

遺 構 · 層 位 1 外 面 岡 整 1 内 面 調 整

SK 1 2 1 3  t - 2  
SK I 2 8 0 ヽ - 1
SK l 280 t ー 1
SK 1 2 2 7  t ー ) I 0 ク ロナデ I ロ ク ロ ナ デ
S K  I 2 2 7 ヽ ー3

備 考

621年切鋳
) 078年初鋳
庇部回転糸切り痕

図 版I登録凡

44-1 “ー20
R—認5
R· 48 

第 144 図 土凛出土遺物 (7)
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□ 

.f, l , 
2

 

3 ロ 10cm 

番号 遺 物 名 遠 構 ・ 層 位 外 面 関 整 内 面 悶 整 隊 考 図 版 登録凡

J 不朗土梨品 SK I 2 7 8 I 層 ヘ ラ R- 301 
2 撫積陶臼 壺 SK I 2 7 3 I 層 ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ 24ー）3 R- 83 
3 撫積陶器 ば鉢 SK I 2 7 3 I 層 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 26- R-159 
4 柄 杓 SK I 2 7 3 2 層 口粒の一部粁耗 36-5 R- SJ 

S-8 古銭 ぼ．宋通宝） SK I 2 0 6  3 膚 1038年in鋳 ， 古銭 （熙寧元宝） SK 1 2 0 6  3 屑 1068年切鋳
10.11 古錢 （元豊通宝） SK I 2 0 6 3 層 1078年初鋳 12 古銭 （紹翌元宝） SK l 2 0 6 3 屑 1094 年M鋳
13.14 古錢 （聖宋元宝） SK 1 2 0 6  3 屑 1101年初鋳

第 145図 土墳出土遺物 (8)
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F .  遺構外出土の遺物

ここでは、 各堆積層や表土（第

I · II 層） などか ら 出土 した遺

物の内、 主なものにつ い て 実測

図を掲げ、 その概要を表に ま と

めた。

第V層出土遺物 ： 第146図は

土師器壺、 或は甕である。 口縁

部は失なわれているが、 体部か

ら底部にかけ てはほぼ完全に復

元することができた。 外面の調

整は 、 体部を斜め方向に、 底部

付近を横方向に粗くヘ ラ ミ ガキ

し て い る 。 内面は ヨ コ ナ デ調整

しているが、 成形 時の粘土紐巻

き上げ痕が明瞭に残って い る

登録No. R - 1 ) 。

゜ 10cm 

第 146 図 第V層出土遺物

番 号 遺 物 名 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 偏 考 図 版 登録心

第111図 ） 撫籍陶苔 ぱ体 筍 m 胃 へ う ケ ズ リ ョ コ ナ デ R-129 
2 綱檜陶召 襦鉢 第 m 屑 ヨコナデ、ヘラケズリ ヨ コ ナ デ 27- 1  R-157 
3 無積陶器 濡鉢 第 罰 層 ョ コ ナ デ ョ コ ナ デ R - 132 
4 撫積陶呂 ほ鉢 第 皿 屑 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R-296 
5 胄 磁 椀 第 m 層 内外面に撞目文様 19-1 R -205 
6 慧積陶臼 甕 第 田 膚 押印あり R·ll9 
7 カ ワ ラ ケ 第 m 層 0 ク ロナデ ロ ク ロ ナ デ 31ー 2 R - 271 
8 使用摂のある礫 第 ＂ 層 R-350 
9 使用痕のある礫 第 m 層 R - 352 
10 古錢 （嘉祐通宝l 第 旧 屑 北宋 1056-1063年m鋳 44-13 
11 古錢 （成平元宝） 第 m 層 北宋 998年m鋳 44- 2  

第118図 l 黒積陶器 襦鉢 第 0 層 ヘ ラ ケ ズ リ ョ コ ナ デ R-144 
2 篤積陶伍 襦鉢 第 0 層 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R·l46 
3 無柚陶器 ば鉢 第 0 屑 ヨ コ ナ デ ） 単 位 6 条の筋目 あ り 28一3 R-189 
4 撫柚陶岱 甕 第 l 層 ヨ コ ナ デ 内外面とも表面が細かく剥纂 R- 71 
S 黒柚陶岱 壺 第 1 層 ヨ コ ナ デ ヨ コナデ 色綱や口縁部の形態が猿投窯IT) 24—4 R- 94 
6 黒枯陶召 ほ鉢 第 1 膚 ヨコナデ ヨコナデ 製品に類似 R-197 
7 黒釉陶器 ほ鉢 第 I 層 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ R -164 
8 黒釉陶臼 ほ鉢 第 1 膚 ヨコナデ ヨコナデ R-169 
9 黒柚陶呂 ほ鉢 第 1 屑 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ 25-9 R -140 
10 熙柚陶臼 寝 第 1 腎 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R·70 
II 黒枯陶召 ほ鉢 第 I 膚 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ R-190 
12 黒枯陶臼 ほ鉢 第 1 膚 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R·l31 
13 無枯陶臼 ほ鉢 第 1 層 ヨコナチ ヨコナデ 25→4 R -145 
14 黒枯陶臼 ば鉢 第 1 膚 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ R·165 
15 黒柚陶臼 ぱ鉢 第 1 層 ョコナデ ョコナデ R-150 
16 黒釉陶召 襦鉢 筍 I 屑 ヨコナデ ョコナデ R-153 
17 撫樟陶召 ほ鉢 第 T 層 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R-147 
18 黒積陶召 濡鉢 第 I 層 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ R-172 
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第147図 第皿層出土遺物
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第 1 48 図 第 I · II層出土遺物 (1)
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番 号 遺 物 名 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考 図 版 登録凡

第HS図 9 篤釉悶器 襦鉢 第 I 層 ヨ コ ヤデ ョコナデ R·l49 
20 無釉陶呂 襦鉢 第 J 隅 ヨコナデ ヨ コ ナ デ R - 174 
21 燕柚陶沿 襦鉢 第 T 府 ヨ コ ナ デ ヨコナデ R-183 
22 青 磁 皿 19-2 R-233 
23 冑 磁 皿 内面に櫛目文様 19-3 R-235 
24 白 磁 合子 18ー11 R-245 
25 カ ワ 9 ケ 0クロナデ 0 ク ロナデ R-274 
26 無釉陶器 甕 ヨ コ ナ デ 押印あり R-112 
27 無柚陶召 甕 ヨコナデ 押印あり R-114 
28 黒釉陶呂 甕 ヨコナデ 押印あり R·IIO 
29 撫枯陶器 甕 ヨコナデ 押印あり R-113 
30 黒枯陶召 甕 ヨコナデ 押印あり R-116 
31 慧釉陶呂 甕 ョコナデ 押印あり R-106 
32 黒釉陶呂 甕 ヨコナデ 押�pあり R-107 
33 無釉陶召 甕 ヨ コ ナ デ 押印あり R-108 “ 焦稚陶召 甕 ヨコナデ 押印あり R-117 
35 黒釉陶臼 甕 ヨ コ ナデ 押印あり R-111 

第ll9図 J 砥 石 R-330 
2 砥 石 R-316 
3 鉄 鍍 43-9 
4 古餞 (,&t宋通宝） 北宋 1038年初鋳
5 古錢 （元祐通宝） 北宋 1078年切鋳
6 士師器 甕 表 採 ヘラ ミガキ ヨ コ ナ デ、 ヘラミガキ R-388 
7 カ ワ ラ ケ 近代U良の濤 口 ク ロ ナ デ 口 ク ロナデ R -277 
8 野 磁 椀 表 採 R-234 ， 黒籍陶器 甕 表 採 ヨコナデ ヨコナデ R- 79 
10 黒枯陶器 甕 表 採 ヨコナデ ヨコナデ R 一 訊
11 行 磁 椀 表 採 外面に鎮返弁文 20-5 

G .  北 ト レ ンチの調査

第 5 · 6 次調査で発見 し た S X 850 東西道路跡は 、 本調査区の西側第 8 次調査区 に お い て も

検出す る こ と がで き た （註） 。 こ の 道路跡は 、 本調査区の北端部を通過す る こ と が予想 さ れた

た め 、 そ の存在 を確認す る こ と を 目 的 と し 、 想定位匠に南北 9 m 、 東西 4 m の ト レ ン チ を設定

し た 。 そ の結果、 表土の下は古墳時代 か ら 中世 に か け て の遺構検出面であ る 黄褐色の砂層 と な

っ て お り 、 そ の 層上で重複す る 東西溝跡 4条を発見 し た 。 そ れ ら の概要は表に示 し た通 り であ

る 。 こ れ ら の溝跡の 内 S D 1194溝跡は 、 中世陶器が出土 し た S D 1192溝跡や、 そ れ と 類似 し た

埋土 を も つ S D1193溝跡よ り 古 く 、 第 6 調査区で検出 し た sx 850 東西道路跡南側溝 と 埋土 の

様子が近似 し て い る 。 小範囲の調査では あ る が、 位臨関係およ び埋土の類似性 か ら S D 1194溝

跡が東西道路跡の南側溝跡 と 考 え て お き た い 。

遺 構 名
1 S D  -1 1 9 2 
2 S D  l 1 9 3 
3 SD l 1 9 4 
4 SD l 3 1 1 

上 幅 深 さ 方 向

1.7 m 0.3m E - 24•- N 
1 . 0 m  0.4m E-13'- N 

1 . 7 m  0.4m 
1 . 6 m  0.7m E-1s· - N  

表 1 0 北 ト レ ンチ発見の溝跡の概要

備 考

植物の種子 を 多 く 出土

埋土に砂 を 多 く 含む
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第 150図 北 ト レ ンチ全体図 と 出土遺物

第 V 章 考 察
1 .  古墳時代

古代の遺構とし ては 、 前期に属する S D 1186溝跡が発見 されている。 同溝跡から出土した土

師器甕は塩釜式に属し 、 該期の土器を詳細に分析した丹羽茂氏の編年（註1) によると第 11 段

階に相当する。 本溝跡の性格 については不明である。 また、 第4次調査を実施した 時点では無

遺物層と見ていた第V層は第11次調査区でも調査区南半部にのみ堆積していた。 この層からは、

土師器2 個体がそれぞれ潰れた状態で出土し ている（第146図） 。 口縁部など特徴的な部分が

失われているため年代については明らかにできないが、 長胴気味で球形の胴部をもち 、 外面全

体をヘ ラ ミ ガキするとい う 特徴は鶴ノ 丸遺跡 （志波姫町） 第 6住居跡出土資料に類似するもの

がある （註2 、 同害第1 3図9 ) 。 丹羽編年では第Il B 段階に位四付けられている。 ま た、 第11
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次調査区のす ぐ南側に隣接 す る 第 6 次調査区の第V層からも丹羽氏が第 II A段階に位四づけて

い る ものと同様の特徴をもつ土師器杯が出土 し てい る （未報告） 。 このようなことから寿福寺

地区一帯の第V 層 と し た黒褐色粘質土層は古墳時代前期の堆積層と見る ことができよう。

第4 · 11次調査区において古墳時代の遺構の存在は極めて希薄であったと言える 。

註 1 宮城県教育委員会 「今熊野遺跡 I 一古代編一 」 r宮城県文化財調査報告魯』 第104集 1985

註 2 宮城県教育委員会 「鶴ノ 丸遺跡」 『宮城県文化財調査報告書』 第81集 1981 

2 .  古 代

古代の遺構と しては、 S D 653 · 645 · 646 · 647 溝跡 （第4次調査区） 、 s x 850 道路跡、

S D  1180 · 1187 · 1178 · 1196· 117 9 · 1181 · 1182溝跡 （第11次調査区） などが発見 されている 。

これらの溝跡の中には、 10世紀前半代に降下したとされている 灰 白色火山灰が埋土中に 自 然堆

積している ものと、 火山灰が堆積 し ていな いものとがあり、 遺構間に重複関係があるものでみ

る と後者はすべて前者より古いものである ことを確認 している 。 後者の溝跡については、 出土

遺物が少なく、 年代は限定できないが、 S D 653 溝跡からは最上限より黒笹14号窯式の灰釉陶

器平瓶が出土しており、 その年代観から9 世紀頃に 埋没 し たと見られ る （註3) 。

火山灰が埋土中に自然堆積 し てい るS D 645 · 646 · 1178 · 1179 · 1181 · 1182溝跡は、 10世

紀前半頃同 時に存在していたと見 る ことができ る 。 この内、 S D l 178溝跡以外の 5 条の溝跡は、

S D 1 17 9 溝跡 を 北辺、 S D 645溝跡を東辺、 S D 646 溝跡 を南辺、 S D l181・ 1182 溝跡を西辺

とす る区画 溝と考えられ る 。 規模は、 北辺約55m · 南辺約80m、 東辺約45m 、 西辺約65m を計

り、 南辺の長い歪んだ台形 を呈 している 。 区画溝の内側からはそれと同 時期の遺構は確認でき

なかった。

S X 850 道路跡 （註4) は、 路幅10m以上 を 計 る 平安 時代の大規模な道路跡である 。 同様の

規模 をもつ山王遺跡東町浦地区発見の道路跡とともに多賀城周辺における道路のあ り 方 を考え

る上で注目 されてい るものである 。 今回の調査でも南側溝の一部 (SD 1194溝跡） を確認す る

゜ 60m 第6 次調査区 -......r--.._」 「�
第152図 古代遺構模式図

第4 次調査区
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ことがで き た。 これによっ て、 第 5 次調査区から第1 1次調査区まで約 180 mにわたって検出し

たことになる 。 路幅については、 側溝心々で計 る と、 第 5 · 6 次調査区で約13. 5 m、 第 8 次調

査区では12. 5-14mである 。 方向は、 S D 832溝跡 （第 6次調査区で検出した南側溝跡） の西

端とS D l194溝跡西端のそれぞれ中心を結んだ線でみる と、 東で約14度北に偏している 。

S X 850 道路跡と10世紀前半に降下したと さ れ る 灰 白 色火山灰との関係についてみる と、 第

5 次調査区のS D 740溝跡 （北側溝） と第 6 次調査区のS D 832 溝跡（南側溝） は降灰時には

既に埋没していた状況を確認しており 、 側溝として機能していなかったと考えられ る 。 また、

側溝には改修 さ れた形跡は認められなかった。 この道路跡を 、 ほぼ同じ規模をもつ山王遺跡東

町浦地区発見の道路跡と比較す る と、 山王遺跡発見の道路跡は方向が多賀城外郭南辺築地の方

向とほぼ一致している こと、 側溝に2-3回の改修 が認め ら れ、 火山灰降下後も 1 -2 回の改

修が見られ る ことな どいくつかの点で相異している 。 この内 、 方向についてみ る と山王遺跡の

道路跡は多賀城とのかかわ り を十分にう かがわせるのに対し、 S X 850道路跡は多賀城の政庁

中軸線、 外郭南辺のいずれの方向とも一致していない。 しかし、 両者の推定 ラ イ ンをそのまま

延長する と第1 1 次調査区のす ぐ東側のあた り で交差し更に延長する ならば微高地からはずれてI

低湿地に入 り 込んでしま う ことになる 。 これらの道路跡が微高地上に立地す るためにはそれぞ

れの方向をそのまま保つのは無理であ る 。 現在のと ころ明確な根拠は示しえないが、 山王 • 新

田遺跡で発見した2 条の道路跡は方向が異な るものの同一の道路である可能性が高く、 多賀城

に近い範囲はそれに強く規制 さ れ、 本遺跡のよ う にや や離れた地域になる と地形に合わせてつ

くられた、 と推定しておきたい。 次に存続年代についてみると、 灰白色火山灰との関係から、

本遺跡の道路跡は山王遺跡のものに比べかなり 早い時期から維持 さ れなくな っ てしまったと見

ざ る をえない状況である 。 この問題については第11次調査で発見したSDl178 · 1179 溝跡の在

り 方をめ ぐ・ っ て検討してみる 。

第11次調査区では、 SX 850 道路跡の南側約16mの地点でSD1178溝跡、 約33mの地点でS

Dl179溝跡を発見している 。 この2 条の溝跡は緩やかに蛇行してはいる がほぼ平行して東西方

向にのびている 。 これらの溝跡には同位匹で3回の変遷が認め ら れ、 いずれも2 時期目の埋土

中に灰白色火山灰が自然堆積している 。 また、 これらの溝跡の間にはそれと同時代の遺構は全

く存在せず、 遺構のない細長い空間が東西に長く続いているとい う 状況である 。 このような遺

構の在 り 方からS D 1 1 78· 1179溝跡の間は道路跡であ り 、 両溝跡はその北側溝と南側溝であっ

た可能性が高いと考えられる 。 また、 SD1178溝跡は調査区東壁から約 4 mの地点で止まり 、

その先端部に幅0.4-0.3mの細いSD1196溝跡がほぼ直角に連結している 。 SD1196溝跡の東

側については中世の溝跡によっ て破壊 さ れてい る ため不明であ る が、 S D 1178 · 11 7 9 溝跡から

な る東西道路跡に連結す る 南北道路跡である 可能性があ る 。 SD1178溝跡の延長線上には約2. 5



m の間隔 を お い て S D 1197溝跡 を検出 し て い る 。 平面的 に確認 し た にす ぎ な い が、 埋土の様子

は S D 1178溝跡 と 類似 し て お り 、 S D1178溝跡 と同様 に東西道路の北側溝と 考 え ら れ る 。 こ れ

ら の こ と を ま と め る と 、 こ の 東西道路跡は 、 幅約19�10m (側溝心々 距離） 、 南北道路跡は幅

1.5 m 前後であ る 。 年代は 、 B 期 ( 2 時期 目 ） の埋土中に灰白色火山灰が自然堆積 し て い る こ

と か ら 大体10世紀前 半 を 中心 と す る 頃と 考 え ら れ る 。

こ の よ う に 、 規模の大 き な 東西道路跡 ( S X 1290 ) と そ れ に連結す る小規模 な南北道路跡 (

S X 1289) を想定 し た 訳であ る が、 い く つ かの問題点 も な い訳では な い 。 第 1 に路幅が調査区

西端部付近では約19m 、 東端部付近では約!Om と 一定でな い こ と が挙 げ ら れ る 。 第 2 に S X 850

道路跡 と の関係であ る 。 灰白色火山灰が降下 し た時点で S X 850 道路跡の南北側溝は若干の く

ぼみ と し て し か残 っ て い な か っ た こ と 、 今回発見の道路跡では こ の火山灰 に お お わ れ る の は 2

時期 目 の側溝であ る こ と は こ れ ま で述べた通 り であ る 。 と す れば最 も 古 い A期の段階では sx

850道路跡の側溝は埋 ま り き ら ずに 残 っ て いた可能性 も あ り 、 廃絶 し て い た と は言い切 れ な い

状況で あ る 。 ま た 、 両側溝間 に そ れ と 同 じ 時期の遺構が存在 し な い と い う 点 に つ い て も 、 調査

区全体 に わ た っ て 少 な い と い う 状況の も と では必ずし も道路跡 と 認定す る 際の決め手 と は な り

え な い か も し れ な い。

第11次調査の結果か ら 、 S X 850廃絶後 、 そ の南側 に 新 し い道路の存在 を 考 え た 。 そ の結果、

新田遺跡の道路跡 も 山王遺跡の も の と 同様に灰白色火山灰降下後 ま で存続 し て い た可能性がで

て き た と 言 え よ う 。 先に述べた問題点 に つ い ては今後の調査 に よ っ て 検証 し て い き た い 。

註3 楢崎彰ー 「猿投窯の編年について」 r愛知県古窯跡群分布調査報告 (JD)』 1983

註 4 SX 850 と い う 遺構番号は 第 5 · 6 次調査区 に お い て付 し た ものであ り 、 第11次網査区

に お い て は別の番号を用 い る べ き と こ ろであ る が、 今回はそ の一部を確認 し た に す ぎな

い ため同番号を用いた。 側溝については各調査区で異 な る 番号 を付 し て い る 。

3. 中 世

第 4 · 11次調査で発見 し た 中世の遺構は 、 建物跡41棟、 柱列跡 8 条 、 井戸跡46基、 土披75基 、

溝跡44粂 な どであ り 、 そ の他多 く の小柱穴 を発見 し て い る 。 以下 、 そ れ ら の変遷 、 年代 な ど を

検討 し 、 本地区の性格 に つ い て 考 え る 。

(1) 重複関係の整理

こ れ ま で述べた よ う に 、 今回の調査区 に は第 m 層 と し た堆積層が広範囲に分布 し て い る 。 発

見 し た遺構には 、 こ の 層 に お おわ れ る も の ( A期 ） と そ の 上面 か ら 掘 り 込 ん だ も の ( B期 ） 、

更 に そ の層 と の関係を把握で き な か っ た も の と があ る 。 以下 、 第 rn 層 と の関係が明 ら か な も の

を中心 と し て他の遺構と の重複関係を整理す る と 次 の通 り であ る 。
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1
5
6
 

A 期
（第 皿 層 と の関係が判明 し て い る も の）

S K  660 
S E  686 
SD 1201 S D1200 S D1202 

SD 1203三S K 1220
S K 1284 

SD 631 
S D  643 

B 期
S B 601 
S B 612 
S B  608 
S E  680ミロ孟＝苓S E 683 

S B  625 
S B 627 > SK 670 >S B 609 
S B 626 ------
SD 632 > S D  633 > S D  635 > S D  637 > S D  638 II II II S D  634 S D  636 S D 639 

一
S D 655 >AS D 656 

（第m�Yfロニ'.!『6『;—→S B  618—→ S 8 6!7/ 

�� � :; 

". S B  622 

S B 606 

/ 
S B  621 

"\. "-SB 630 
S E  679 ヽS B 610 S E 680 
S K  672 >S B 613 
S B 611 >S B 620 
S E  690� 
S B 602 > S B 629 

表11 遺構の重複関係



建物跡についてみると、 第皿層との関係を確認できたものはすべてB 期のものであり、 A期の

ものはない。 溝跡については、 第4 次調査区の西側及び南側で検出 したSD 632-639 溝跡は B 期

のものであり、 新 しいものが順次南側及び西側へと位置がずれているが、 おおよそ同じ形態をとっ

ており、 それらの間に他の遺構は入り込んでいないため連続 して変遷したものと見ることができる。

次に第ID層との関係が把握できな かったもの、 特 に 建物跡について検討を加える。 第4次調

査区の建物跡は、 ある一定の範囲 に集中し 、 複雑 に重複しているが、 方向についてみると次の

3 つの グループに大別することが可能である（註 5 ) 。

I 群：東西発掘基準線 に ほぼ一致するもの、 及びE-3度-8度 ーNの範囲にあるものを含む

S B 606 · 607 · 605 · 604· 602· 610 · 601 · 603 · 608 建物跡

II 群 ： E -2度-22度 ー N の範囲にあるもの

S B 615 · 616 · 61 1 · 614 · 612 · 613建物跡

m群： E -7 度-40度 ーSの範囲にあるもの 、 及び E -38度-40度 ー N の方位をとるもの

S B 61 8 · 627 · 625 · 620 · 626 · 61 7 · 622 · 628 · 630 · 621 · 629 建物跡

S 8 623 · 624 建物跡

この内 、 I 群 については、 細かく みるとS B 605 · 607 · 606 建物跡はo o前後、 S B 604 · 

602 · 61 0 · 601建物跡は3度-4度、 SB 603· 608建物跡は6度-8度とかなり 近接した数値を示

し ていることが指摘できる。

第11次調査区の建物跡については柱痕跡を検出できた建物跡が少 ないため細かな分類は難し

い。 第 4 次調査区の分類を参考 にすると次の通りである。

I 群に近いもの ： S 81167 · 117 4 · 1 28 8 · 1303建物跡

II群に近い もの ： S 81168 · 1169 · 1 1 70· 1 1 7 1 · 1172· 117 3建物跡

II 群に近いものの内 、 S B 1 170 · 1 173建物跡、 S Bl16.9 · 117 1建物跡はそれぞれ近似した数

値を示 し ている。

次に 、 I - 皿群に分類した建物跡の重複関係 に ついてみると次の通りである。

S B  603 ( I 群）-S B 622 · 630 ( 皿 群）

S B  605 ( I 群）-+ S B 607 ( I 群）

S B 61 1 ( Il 群）一S B 620 ( Il 群）

S B  605 ( I 群）-+ S B  622 ( ill 群）

S B 603 · 605 ( I 群） ---+ S B  622 (ill群）

S B  603 ( I 群） ， S B 630 ( ill 群）

S B  602 ( I 群） ， S B 629 (ill群）

以上のことか ら 、 I 群と 1Il 群とではm群の方が新しく、 Il 群と 皿 群とでも皿 群が新しいとい

う関係が読みとれる。 I 群とIl 群との間では重複関係はあるものの新I日関係は明 ら か に できな

かった。 これについては I 群とJI 群の建物のあり方を手がかりと して考 え てみよう。 調査区北
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端部では類似 し た形態 を と る S B 616 · 617 · 618 · 619建物跡を発見 し て い る 。 こ の 内 、 最

も 古い S B 616 建物跡の み が 1I 群で他はすべてm群で あ る 。 Il 群 と IIl 群 と の関係 につ い て は 先

に 見 た通 り で あ る か ら 、 この地点 に おけ る建物は II 群の段階で出現し 、 IIl 群の段階へ連続 し て

い る と 見 る こ と がで き る 。 こ の よ う に遺構の連続性 を考慮す る な ら ば I 群 よ り Il 群 の 方 が新 し

い と 見 る こ と がで き る 。 ま た 、 IIl 群 と し た建物跡 か ら は近世以降の陶器や古銭が出 土 し た も の

があ り 、 近世へ続い て い ＜ 傾向 を う か が う こ と がで き る 。 以上の こ と か ら I 群→ 1I 群→ IIl 群 と

い う 変遷が成立する 。 I 群 と し た S B 602 · 604 · 608 · 609建物跡、 II 群 と し た S B 612建

物跡、 IIl 群 と し た S B 625 · 626 · 627 建物跡は B 期 に 属す る こ と は先 に見 た と こ ろ で あ る か

ら （表11) 、 建物跡はすぺて B期の も の と す る こ と がで き る 。
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第 4 次調査区の西端部及び南半部で検出した溝跡につ い て は S D 632 →  S D  634 · 633→ S  

D 635 · 636 → S D  637 → S D  638 · 639 という変遷を確認している。 この内、 S D 634 と S

D 633· S D  635と S D 636 、 S D 638 と S D 639は それぞれ一連の南北溝と東西溝であり、

区画 溝と考えられる。 S D 632 · 637 につ い ても新 し い段階のもので破壊されてはいる 、 そ

れらと同様に区画溝の一部と見られ（註6 ) 、 ほぼ同位置における5 時期の変遷とすることが

できる（古い順 に 1 段階→ 2 段階→3段階→ 4 段階→5 段階） 。 ところで、 それらはすべ

て 第m層 より新し い遺構であるが、 第m層より古い S D 631 もほぼ同位置で検出されており、

1 段階に先行する区画 溝の可能性がある。

建物跡 I -ID 群と区画 溝1-5 段階の組み合わせにつ い ては明らかにでき な か っ た。

(2) 遺構の年代

前節で整 理 し た ことをふ ま え、 遺構の年代を検討する。 はじめに第1II 層におおわれるA期の

遺構、 次いで第1II 層 の年代を明らかにし 、 その上で前 時期の混入物が多 い B 期の遺構の年代を

考える。

A期に属することが明確な遺構の内、 比較的遠物が多く出土したのは S D 631 · 1200 · 1202 

溝跡である。

S D  631 溝跡 ：底面に掘り込ま れた S K 665 土披から13世紀後半の無釉陶器揺鉢が 1 点 、 2

層からは14世紀前半の施釉陶器香炉が 1 点 、 1 層からは13世紀前半の無釉陶器 甕及びそれと同

一個体と思われるものの破片約20点が出土 し て いる。

S D  1200溝跡 ： 無釉陶器 甕 ． 揺鉢は大部分が13世紀代のものである。 播鉢の中には14世紀前

半 ま で降るタ イ プのものが3層から 1 点のみ出土して いる。 中国陶磁器の中には口禿げの白 磁

椀や外面に鏑蓮弁文のある青磁椀な どが出土している。 これらは13世紀から14世紀前半に多く

見られるよ う である （ 註 7 ) 。

S D  1202溝跡：13世紀から14世紀にかけての無釉陶器播鉢や14世紀前半の施釉陶器 広 口 壺 蓋

が出土し て い る。

S D 631 · 1200 · 1202 溝跡からは13世紀から1 4世紀前半の遠物が出土している。 構築年代が

どこま で さかのぼるかについては明確にし難いが、 出土遺物の大部分がその 時期のものであり、

後述する第ID 層によって下限が定 ま っ て いることから 、 概ね13世紀から14世紀前半にかけて 機

能していたと考えておきたい 。 ま た 、 S D1203溝跡からは12世紀後半の無釉陶器揺鉢と内面に

櫛描き文様のある白 磁椀が出土している。 白 磁椀は京都や鎌倉な どでは12世紀後半の年代が与

えられているものである。 本溝跡は、 出土点数は少ないものの本遠跡における中世の遺構の中

では比較的古い段階に位置づける ことができる。 S D 1201 溝跡については S 01200溝跡より古
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いことは判明しているが詳しい年代は不明である。

次に第1Il層から出土したものについてみると、 1 2世紀から1 4世紀前半のものまで混在してい

る。 第99 図 2 の施釉陶器香炉は1 4世紀後半以降の可能性があるが、 15世紀まで降る確実な資料

は1 点も出土していない。 隣接する第 6 次調査区においては、 1 4世紀後半の施釉陶器深皿や瓦

質土器火鉢が出土している （註8) 。 これらのことから第 m層の年代は1 4世紀代にお さまると

見られ 、 14世紀前半の遺構より新しい ことか ら 、 おおよそ1 4世紀後半頃と考えておきたい。

B 期の遺構については第皿 層の年代を上限と することができる。 この 時期の遺構は、 建物跡

I -Ill群や SD 632 - 639 溝跡のようにほぼ同位置で重複し、 連続性のうかがえるものが多い。

それらの遺構の内 、 SD 632 - 639 溝跡からは近世以降の遺物は 1 点も出土していない。 一方

建物跡ではill群の中に数棟ではあるが近世に属するものが存在する。 しかし、 それらについて

は、 同 じ 皿 群の中でも方向がまとまっており、 他とは明確に区別できるものである。 このよう

に 、 B 期の遺構の中にはわずかに近世のもの も 存在するが、 大部分は中世の範囲に含められる

ものであり、 おおよそ1 5 · 1 6世紀という年代でとらえておきたい。

(3) 遺構の性格

新田遺跡の寿福寺地区は昭和58年以降9 回 にわたって調査が実施 されており、 各地区ごとに

数多く の遺構や遺物が発見されている。 第4、 1 1 次調査区の性格について述ぺる前に 、 他の調

査区の成果を概観し、 その上で今 回の調査地区の性格について考えてみたい。

寿福寺地区における中世の遺構として特策すべきものは第 6 · 7 · 8 次調査で発見した一連

の大溝跡である。 これは、 幅約 8 m を計る大規模なものでほぼ同位置で 4 - 5 時期の重複が認

められている。 この大溝跡は現在でも周囲の畑地より一段低いくぼみとして帯状に残っている。

また、 表面観察ではほとんど痕跡をとどめていない部分についても明治19年作成の地籍図 （多

賀城市役所税務課保管） や昭和36年 撮影の航空写真等を参考にするとおおよその推定 ラ イ ンを

描くことができる。 それによって囲まれる範囲は溝跡の内側で計ると南北約 280m 、 東西約19 0

m 以上に及ぶ広大なものである （第1 5 4図） 。 この大溝に囲まれた内側は幅 3 - 5 m の溝によっ

て区画 され 、 一辺60-50m の方形の区画が形成 されている。 その内部からは、 主屋と見られる

大型の建物跡や副屋或は倉庫のような建物跡、 井戸跡な どが発見されており、 一つ一つが独立

した居住空間＝屋敷となっている。 居住者については、 建物跡の規模が大きいこと、 出土遺物

の中で中国 産陶磁器や瀬戸• 美沿産の施釉陶器の占める割合が大きいことから武士階級と考え

ている。 このような屋敷は、 現在のと ころ4つ確認 されている。
一方、 それらの外側において

も溝をめ ぐ らした方形の区画 が発見 されており 、 その内部からは建物跡や井戸跡な どが検出 さ

れている。 この区画についても、 建物には中心的なものと小規模なものの両者が見られ 、 井戸

を伴っていることから屋敷と見られる。 このような屋敷は現在のところ 2 つ確認されている。



大溝を巡らした屋敷群の西辺か ら 約50m西の地区に おいて も建物跡や井戸跡が集中するプロッ

ク が発見 されている。 調査区が小範囲であったため明 らかにはできなかったがこ れ も 溝を巡 ら

し た屋敷であった可能性が高い（ 註 9) 。 このように 、 寿福寺地区には大溝を巡ら した屋敷群

と 、 その外側に営まれた屋敷群と が存在した（第154 図 ） こ の地区に お け る屋 敷 の 出 現は12

世紀後半まで さかのぼり、 以来16世紀に至るまで連綿 と屋敷とし て使用 されたようである。 区

画 施設 と し ては、 土塁や柵などは現在の と ころ確認されて お ら ず、 一貫して溝であった と 考え

ている。 第154図にみら れるような幅 8 mの大溝による区画 は15世紀になってか ら 出現し た と

見ているが、 それよりさかのぼる可能性 も ある。

第4 · 11次詞査区に おける遺構のあり方についてみると 、 第 4 次調査区については周囲に溝

を巡 ら した屋敷跡 と 見 られる。 屋敷全体の内の南西隅にあたり、 屋敷地自体は更に北と 東に広

がっている と 考え ら れる。 明治1 9年作成の地籍図を参考にすると 、 SD 638 溝跡のつづき及び

北辺をなす溝の ラ イ ンをたどること ができ、 それによると この屋敷は南北約120n:i 、 東 西 8 0 m

以上の範囲に 及 ぶ と 見 られる。

屋敷内の建物についてみると 、 I - 皿 群の各時期の中で、 比較的規模が大きく中心的 な も の

が発見されている。 I 群におけるSB 601 · 6 03、 I[ 群に お け るS 8 611 、 Ill 群におけるS B

620 の各建物跡である。 I 群のS B 601 と S 8 603については、 同時期に存在し た も のか否か

は明 ら かにし難い。 I 群 と してま と めた建物群も更に細分されて可能性があり、 S 8 6 01 と S

8 603はそれぞれある段階の中心建物であったこと も 考え られる。 このような中心的な建物跡

に近接した位置で桁行 2 間 、 梁行 1 間の比較的小規模な建物跡がいくつか発見されている。 I

群のS 8 605 · 606 · 607 、 I[ 群の S 8 614、 m 群の S 8 629などであり、 桁行の狭い も の

で平面形は概ね正方形に近い形態をとっているものが多い。 明確な根拠は示しえないが小規模

である点に箸目すれば、 居住の施設 と するより倉庫のような性格 が考えられるのではなかろう

か。

この他、 屋敷の施設 と しては、 区画 溝の 5 段階の時期に南辺に おいて土橋の通路が発見され

ている。 寿福寺地区の屋敷跡においてこのような通路が発見 された例は多 く ない。

なお 、 この屋敷の居住者については、 中心的な建物跡の規模が大溝 を巡ら し た屋敷群の も の

よりやや小 さい程度であること 、 中国産陶磁器や瀬戸 • 美濃産施釉陶器が多く出土しているこ

と より武士階級 と 考え ら れる。 これまでの調査では更に限定できるような資料は発見されてい

ないが、 本遺跡の立地する と こ ろが留守氏の支配する と こ ろであった 「高用名」 に含まれる地

域であるこ と か ら 留守氏にかかわりのある武士 と する こ と ができよう。

次に 、 第11次調査区についてみると 、 大溝を巡 ら し た屋敷群 と 第 4 次調査区発見の屋敷の中

間に位臨し ている。 この地区では建物跡が少なく、 逆に井戸跡や土城が非常に多いと いう状況
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である。 建物は第 4 次調査区の屋敷に近いとこ ろで 7 棟重複して発見されており、 こ の地点が

一 貰 し て建物のス ペ ー スとして利用 されていたようである。 中には廂のついた建物も見られる。

居住域と し て使用 されていたと見られるがそれに伴う溝や柵などの区画 については検出できな

かった。 他にも数棟の建物が発見 されているがいずれも小規模あり 、 各地点に1 棟ずつ点在し

ている状況である。 建物跡の存在から居住の場であったことは事実であるが、 溝を巡ら し た屋

敷の内部とは明らかに様相を異にするものである。 性格 については明確に し えないが屋敷の居

住者より低い階級の人々の住いと見ることはできそうである。

第 4 · 11次調査地区の性格については、 他の調査地区との厳密なる比較を通し て検討される

べきである。 建物跡の規模や構造、 配置などは屋敷の居住者の性格 などを大いに反映している

と考えられるからである。 ま た出土遺物についても、 高級品と見られる中国産陶磁器や瀬戸・

美濃産施釉陶器の 占 める割合は居住者の階層によって異っていると考 えられ、 調査地区ごとの

比較からは興味深い結果が得られそうである。 しかし、 他調査区の成果がほとん ど未報告とい

う現状の中では本章の如く簡単な記述にせざるをえなかった。

また、 出土遺物については考察の中でほとんど取り上げることができなかった。 これについ

ては、 より良好な資料が出土 し ている他の調査区の報告書の中で併せて検討していきたい。

註 5 方向の表示については、 ほ と ん どの建物跡が東西棟であ る ため 、 側柱の方向で示 し て い る が、

一部90度折 り 返 し て表示 し た も の も あ る 。

註 6 S D  632 溝跡と連結す る と 見 ら れ る南北溝跡については、1平面的に検出 し て は い な い が SX 693 

がそれに相当す る と 考 え て い る （第76図） 。

註 7 亀井明徳 「14 · 15世紀の貿易陶磁ーと く に 日 本出土の中国陶磁」 r貿易陶磁研究』 No. 1 1981 

註 8 多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー 「年報 2 一昭和62年度 （新田遺跡第 6 次詢査）」r多賀城市文

化財調査報告書』 第16集 1988 

註 9 多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー r新田遺跡」 r多賀城市文化財調査翰告書』 第18集 1989 
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図 版 1 新 田 遺 跡 遠 景 （西よ り ）



新 田 遺 跡 岩 切 城 跡

新田遺跡遠景
（東よ り ）

調査前の状況
（南 よ り）

調 査 区 全 景
（北よ り ）

図版 2 第 4 次調査



北半部遺構検出状況

（南よ り）

同 上
（東よ り ）

S 8 601 建物跡

（ 東 よ り ）

図版 3 第 4 次調査



S D  643溝跡
（東よ り）

調査区南半部溝跡重複状況
（南よ り ）

調査区南半部
（北よ り ）

図版 4 第 4 次調査
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S D  653溝跡
（西よ り ）

S D  645溝跡
（北よ り ）

S D  644溝跡
（西よ り ）

図版 6 第 4 次調査



S X 65 8焼土遺構
（南よ り ）

S X 659 貝殻出土状況

左 S K  660土絋
（北よ り）

右 S E  678井戸跳
（西よ り ）

図版 7 第 4 次調査



図版8 第1 1 次調査

上 調査前の状況一昭和61 年ー （北よ り ）

下 調査区西半部遠景 （西よ り ）



上 調 査 区 西 半 部 全 景 （西よ り ）
下 調査区東半部遺構検出状況 （西よ り ）

図版 9 第11 次調査



左 S D 1202溝跡 （東よ り）
右 同上 板草履出土状況

図版 10 第1 1 次調査



図版1 1 第1 1 次調査

so 1200溝跨（右） so 1202溝
跡 （左） 東よ り

2 so 1200溝跡 木根等出土状況
3 同上 遺物出土状況
4 同上 土層堆積状況



図版12 第1 1 次調査



（北よ り ）

図版13 第1 1 次調査
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lU L-V R-1 

SD -645 J1, -2 R-80 

図版15 土師器 ・ 須恵器
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1 土師器杯 SD-11788 R - 8  
2 土師器杯 SD-1178B R-7 
3 土師器杯 SD-11788 R-6 
4 土師器甕 SD-11788 R-11 

5 土師器杯 SD-ll 78B R - 3  9 赤焼き士器杯 SD-ll 79B R-13 
6 土師器杯 SD-ll78B R-4 10 土師器杯 SD-ll 79B R-12 
7 須恵器壺 SD-ll 78B R-10 
8 赤焼き土器杯 SD-ll78B R-9 

図版16 土師器 ・ 須恵器
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l 緑釉陶器椀 SK-1228 Q-1 R - 259 4 灰釉陶器瓶 l U  L-1 R-261 7 灰釉陶器平瓶 SD-653 Q -I R - 43 
2 灰釉陶器瓶 4l 鵡N05T R - 296 5 灰釉陶器椀 lll L-1 R-264 
3 緑釉陶器椀 4.t(G-04) L - 1  R -014 6 灰釉陶器皿 4l(E-04) L渭 R - 299

図版17 陶 器



1 椀 4�(E-09) L-m R-09 6 皿 4� 鵡N03T R-300 l 1 合子 ll� 膊 L-1 R-245 16 梅瓶 lU D[ L-1 R-250 
2 椀 SK -1240 Q -2 R - 238 7 椀 SD-1203 Q -1 R-237 12 合子 4MH-l4.) L-1 R-301 17 合子 SD1200 Q -2 R-048 
3 椀 SD-651 Q -1 R-120 8 四耳壺 4�(A-15) L··I R-19 13 広口壺蕊 4.�(G-05) L·D R-333 
4 皿 SD-1178① R··247 9 四耳壺 4W-10) L渭 R-10 14 梅瓶 SD-1188 Q -I R-249 
5 椀 m II! L渭 R -239 10 四耳壺 4�(G-17) L-1 R-l8 1 5 染付皿 SK679 Q -1 R-25 

図版18 白 磁



l 椀 SK-1261 か1 R-205 
2 皿 m 罷 L- 1 R-233 
3 椀 m 罷 L- 1 R-235 
4 椀 SD -1202 Q-1 R-204 
5 椀 SD-1200 Q -I R - 045 

6 椀 SD-lZOO Q - 4  R -044 
7 椀 飲(H-07) L-1 R-08 
8 椀 SK-698 Q -1 R-07 
9 椀 11� 罷 L-1 R-Z16 
lO 椀 SD -637 Q -3 R-30Z 

図版19 青 磁

11 椀 llll: 皿� L-1 R-214 
12 椀 1U 0[ L - 1  R-217 
13 椀 llll: Z R -211  
14 椀 4� L - 1 R-303 
15 椀 SD-635 Q -1 R - 304 



l 椀 S0 -1200 Q -1 R-041 7 椀 4次 Z R-310 13 椀 llt Z R-234 19 壺（鉄釉）IU(E-03) L-1 R - 306 
2 鉢 SD-1202 Q - 1  R-236 8 椀 4lk(C-03) L-1  R-309 14 椀 4t(E-0)3 L - 1 R-308 
3 椀 SD -1200 Q -5 R - 042 9 皿 4t(G-07) R - 045 1 5 壺（鉄釉） 4W-12) L - lB  R-305 
4 椀 S D -637 Q -2 R - 073 10 椀 4l(H-ll) L - 1  R -307 16 茶入（鉄釉）SD-656 Q -1 R - 06 
5 椀 S D -638 Q -5 R-255 11 椀 SD-1200 Q -I R-043 17 壺（鉄釉） lU Dl!. I .. -I R - 254 
6 椀 SK-l293 Q -1 R - 206 12 椀 SK-1208 Q -1 R-207 18 壺（鉄釉）4l(K-07) L-D R-311 

図版20 青磁(1�14) ・ 施釉陶器(15�19)



1 天目茶椀（鉄釉） 4l(G-09) R-52 7 折緑深皿（灰釉） 4l(E-13) L - 1  R-16 13 香炉（灰釉） SD-655 Q -1 R-66 
2 丸椀（銅緑釉） SE-679 R-106 8 香炉（鉄釉） 4l(H-16) L -1 R-60 14. 香炉（灰釉） SD-631 £ -2 R - 26 
3 椀（銅緑釉?) 4l L-1 R-230 9 卸皿（灰釉 ） 4l(E-05) L - 1  R-241 15 壺（灰釉） SD-656 £-2 R-312 
4 鉢（灰釉） SD -634 £-2 R-17 10 卸皿（灰釉） 4l(H-14) L - 1 R - :i50 16 瓶子（灰釉） 4次(B-17) L-1 R - 332 
5 折緑深皿（灰釉） 4l(F-10) L— 圃 R- 55 11 壺（灰釉） SD-656 Q -1 R - 313 
6 香炉（鉄釉） SD-655 Q - 1  R - 47 12 香炉（灰釉） 4l(C-l3) L-0 R -75  

図版21 施釉陶器
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l 広口壺蓋 4W-13) L - 1  R-318 
2 広口壺蓋 飲(D-02) L - 1 R-319 
3 広口壺蓋 SK-661 Q -3 R-36 

4 広口壺蓋 SD-1202 Q -I R-293 
5 播鉢（鉄釉） 4l(F-03) L - 1  R -61 
6 播鉢（鉄釉） 4l(E-03) L - I R-320 

7 蓋 ? S B -623 R - 321 
8 甕 S K -1220 Q - 1  R - 93 
9 鉢 SD-644 Q -l R-42 

図版22 施釉陶器 (1 -7) · 須恵器 (8 · 9)
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1 1  

12 

15 16 

17 

1
2
3
4
5
 

SD-631 R-92 
4W-07) L-1 R-314 
4i(E-ll) L-1 R-316 
S D -1200 Q -5 R-50 
,i«(F-10) L-1 R - 235 

6
7
8
9
10
 

SD-1200 Q - 3  R-49 
SD-651 Q -1 R-317 
ll� II!. L-1 R-70 
SD-1192 Q-1 R - 73 
SD-634 Q -2 R-84 

図版23

11
12
13
14
15
 

11l Z R-79 
SD-1198 Q -1 R-96 
S D -634 Q -2 R-54 
S E -1272 Q -3 R-91 
SD-634 Q -2 R-237 

l6 SD-1198 Q -1 R -120 
17 S K -1207 Q -4 R -80  
18  S K -677 Q-1 R-39 

無釉陶器 甕
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1 甕 SK-660 /l, - 4  R - 46 
2 甕 SK-634 /l, -2 R - 50 
3 壺 SK-1209 /l,-2 R-88 
4 壺 m U L-1 R-94 
5 甕 SD -634 ll -1 R-56 

6 甕 11!1: L - 1  R - 390 
7 壺 SK-1207 Q-4 R-89 
8 壺 SD -631 Q -1 R-231 
9 壺 4!1:(E-01) L -I R-315 
10 壺 S K -1207 Q-2 R-389 
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11 壺 S D -631 Q -I R -129 
12 壺 4�(&-16) L - 1  R-74 
13 壺 SE-1273 Q -I R-83 
14 壺 SD--631 Q -3 R -58  
15 壺 SD--634 Q -5 R-48 

図版24 無釉掏器 (l .2 .4 .7-15) 

施釉陶器 (3.5.6)
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1
2
3
4
5

 

SD-1200 Q -4 R - 53 
4-t(A-15) L - 1 R -175 
m 郎 L- 1 R - 391 
SK-1228 Q -1 R-142 
SD-631 Q -1 R-162 

6
7
8
9
10
 

4W-0S) L - 1  R-173 
SD-1198 Q -l R-148 
4� 醒T R-142 
11� I� L-1 R-140 
SE-1272 Q -2 R -139 

11
12
13
14
15
 

SD-1203 Q -1 R -136 
lU ID[ L-1 R-138 
m mg L - 1  R -137 
m ng L-1 R -145 
SD-1200 Q -5 R-52 

6
7
8
9
 

l
l
l
l

 

S K -662 Q - 2  R-51 
SK-1240 Q-1 R -168 
SD-631 Q -1 R-100 
SK-1240 Q -l R -14.l 

図版25 無釉陶器 擢鉾
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12 
13 -= 

� 置l

14 

1
2
3
4
5
 

SE -1252 Q -3 R-191 
SD-637 Q -1 R-41 
SK-1237 Q -1 R -128 
SD-637 Q -3 R-59 
4l し 一眉 R-l81 

6
7
8
9
10
 

15 

SD-1202 £-2 R -134 
1111: 国[ L-1 R-129 
SX-695 Q -1 R-141 
SD-1202 Q -2 R-163 
1111: Z R-166 

三
ll
12
13
14
LS
 

16 

SD -634 Q -1 R -167 
SK-1214 Q-2 R -192 
llll: II! L··l R -164 
SD -637 Q -5 R-38 
SD-1202 Q -l R-162 

16 
17 

17  

SE-1273 Q -1  R -159 
SD-632 Q-2 R -138 

図版26 無釉陶器 播鉾
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lll IV� L -1  R -157 
SE-1252 Q -3 R-167 
SD-1200 Q -1 R -51  
S E -1272 Q-1 R - 201 
S E -1269 Q-1 R-196 

6
7
8
9
10
 

SE-1262 Q-2 R -170 
4l ffl R-136 
SE-686 Q-2 R - 77 
SD-1202 Q-1 R -198 
4l(B-15) Lー旧 R-176 

11
12
13
M
15
 

SE -677 Q -1 R - 95 
SE -1272 Q-1 R -158 
SD-633 Q -2 R -115 
SD-638 Q -1 R-322 
46: L 一 眉 R - 44 

16
17
18
19
20
 

SD-1199 Q -1 R-193 
SD-637 Q-3 R - 282 
SD-1202 Q -1 R-195 
ll� L-1 R-165 
SD-632 Q -4 R-117 

図版27 無釉陶器 擢鉾
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l SD-633 Jl-1 R -143 
2 4l L-1 R-93 

3 11!1: L - 0  R - 189 
4 4!1:(A-06) L — 眉 R -172

Li 
4
 

5 SD-637 Q -5 R-38 
6 4a'. L - 1  R-40 

図版28 無釉陶器 擢鉾
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l SD-655 1/. -1 R-20 
2 4t(C-12) L-B R-293 
3 S0�656 1/. -1 R-323 

4 4!t(C-03) 1.-1 
5 4!t(C-03) I.-1 
6 SD-656 .£-1 

R-324 
R-178 
R-325 

7 SK- 1210 Q-2 R-200 
8 4t(D- 0 1 )  L-m R-326 

図版29 無釉陶器 播鉾
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1 福鉢 S D -639 か2 R-229 
2 呑炉 lU L - 1  R-295 
3 香炉 位(D-02) L-1 R-232 

4 心 llt DK L - 1 R - 329 
5 心 4.t(K-11) L - 1  R -107 
6 心 S K -679 Q -3 R-30 

7 土鍋 SK-1240 Q -1 R - 292 
8 土錘 SD-1200 Q -3 R - 59 

図版30 瓦質土器 ( 1 � 6 ) · 他
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5 b  

1 SD-1200 .£ - 3  R-270 
2 11次 U 1.-1 R-271 

3 S D -655 £-1 R - 15  
4 S K -1235 £-3 R - 272 

5 S D -1202 Q -3 R-269 
6 SD-1202 Q -1 R - 265 

図版31 カ ワ ラ ケ
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1 4t(F-04) L-D R-271 
2 4W- 06) L -m  R-328 
3 4W-14) L —川 R - 327

4 SX-694 Q -1 R -31 
5 SE-676 Q-2 R -329 
6 4紗渇 N03T R-330 

7 SK-1220 Q-2 R -266 

図版32 カ ワ ラ ケ
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l 4.il:(H-08) L-ID R-72 
2 SD-1200 e -3 R-040 
3 SD-1200 Q -3 R-037 

,ヽ �'c" -· 

9—e. 

5
 

6
 

7
 

4 SD-1200 JI, -2 R-039 
5 SD-1200 JI, -2 R-034 
6 SD-1200 JI, -5 R-035 

7 SD-1200 Q -3 R-038 
8 SD-1201 Q -1 R - 288 

図版33 カ ワ ラ ケ
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1 4t(H-05)L-I R-331 
2 S D -1202 Q -1 R-265 

3 SD-1200 fl -3 R-270 
4 SK-1 224 fl -1 R - 268 

5 S K -1250 Q-2 R - 267 

図版34 カ ワ ラ ケ
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l 漆器椀
2 漆器椀
3 漆器椀
4 漆器椀
5 漆器椀

SK-1228 Q - 2  R - 24 
S E -679 Q -3 R - 9  

SD-1200 Q - 5  R - 7  
SK-1214 Q -2 R-54 

S D -637 Q -3 R-8 

6 漆器 SD-1200 Q ·· 3  R-80 
7 漆器 4U 
8 漆器椀 SK-1207 Q ·· 4  R - 38 
9 漆器 S D -1202 Q -3 R·l05 
10 漆器 S E -1271 Q -2 R-59 

11 漆器
12 漆器椀
13 杓子
14 折敷底板
15 円板

S D -1200 Q -3 R-104 
SD-634 Q -2 R - 6  

SK-1228 Q -1 R-23 
S E -1261 Q -I R-63 

llt z 

図版35 木製品
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1 曲物 SK-1207 Q -6 R-39 4 蒸籠 SE-1270 Q -3 R - 42 7 柄杓 SE-1273 Q -2 R - 51 
2 把手 S K -1207 Q -6 R-40 5 蒸籠底板（下） SE -1270 f2 -3 R-42 
3 把手 SK·-1207 12-6 R-41 6 蒸籠底板（上） SE-1270 Q -3 R-42 

図版36 木製品
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 1 柄杓 SE-1261 Q-3 R-65 
2 柄杓 SE-l263 Q -2 R - 67 
3 将棋駒 SD-1200 Q-3 R - 1  

4 柄杓の柄 S D -1200 Q-3 R-72 
5 柄杓 SK-124.8 Q-1 R-53 
6 竹製カゴ SD-1202 Q -3 R - 18 

7 角状木製品 SD-1200 Q -5 R-3 
8 刀子形 SK-1241 Q -2 R-47 
9 刀子形 SD-1200 Q -5 R - 6  

図版37 木製品
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1 SD-1200 /1. -3 R-10 
2 SJ)-1200 /1.-3 R-19 

3 S D -1202 Q -2 R - 1 6  
4 SD�l202 Q -2 R - 15 

4
 

5 S D -1202 Q -2 R - 14 
6 S D -1200 Q -5 R - 5  

7 S D -1200 Q-2 R-2 

図版38 木製品
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( 1 部分）

2
 ( 2 部分）

8
 

7
 

6
 

，
 1 SK-1208 Q -3 R-21 

2 SE-1252 Q-3 R-4.3 
3 SD-635 /1. -3 R-3 

4 S D -634 Q - 5  R-14 
5 SK-1208 Q-3 R-22 
6 SD -643 Q -2 R - 5  

7 6 の出土状況
8 SD-1202 Q -2 
9 SD-1202 Q -2 

図版39 木製品
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15 

10 

l 横槌
2 も じ り編用錘
3 も じ り編用錘
4 も じ り 編用錘
5 鉤
6 不明
7 不明
8 糸阜
9 不明
10 kき息り0ある太饂
11 I\)匹
12 不明
13 不明
14 不明
15 記勘恥り

11  12 

S D -1200 Q-5 R -12  
SK-1245 Q -2 R -61  
SK-1228 Q-2 R-25 
SK-1258 Q -1 R-96 
SK-1310 .2-1 R-49 

S K -1260 Q -3 R-101 
S D -1200 Q -5 R-45 

S D -1200 7. R -11  
SD-1200 Q -5 R - 4  

SD-1200 Q - 3  R-110 
SD -1200 .2. -5 R-4 
S D -I 200 Q -5 R - 9  

SD -1207 Q -4 R - 3 7  
SD-1200 Q - 3  R -75 
SD-1200 Q -3 R-74 

図版40 木製品
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1 箸 SD-1200 Q - 3  R-20 7 /Jギリ船）あるltU SD-1200 Q -3 R-90 l3 錘？ SK-699 Q -1 R-11 
2 皿o恥拙 SD-1200 Q -2 R-76 8 /:Jギリ勘恥lilt Sl>-1200 .e -3 R-90 14 毬 SD-633 Q -1 R -19  
3 /Jギリliaiぁolt材 SD-1200 Q -3 R-90 9 /Jギリ勘恥拙 SD-1200 Q-3 R - 90 15 錘 ？ Z R - 1 8  
4 )jギリlil/lあoilけ SD-1200 Q -3 R-90 10 /Jギリ勘8紐U SD -1200 Q -3 R-90 16 毬 ？
5 )Jギリ勘あb拙 SD-1200 Q -3 R-90 1 1  /JギりIIaJ�ollけ S D -1200 Q-3 R-90 17 錘 ? SD-1200 Q-3 R -110 
6 /Jギリ勘ら研K SD-·1200 Q -3 R-90 12 不明 S D -634 Q -2 R-4 

図版41 木製品
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l 建具部品? S K -1207 .12 -4 R·36 
2 同上 レ ン ト ゲン写真

3 建築部材 SE-1270 £ -4 R-108 
4 キセル SK-1215 Q -1 R-52 

図版42 木製品
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10 11  

1 2  

r 1 
13 

1 5  

醐

l 』 ＇ 
1 4  1 6  1 7  18 20 

1 和鏡 SD-634 ll-1  6 i失鍋 SD-1198 Q-1 11 鉄鏃 SX1239 Q -1 16 釘 SD655 Q-1  
2 銅製器台 SD-637 Q-2 7 小刀 SD-655 Q-1 12 不明鉄製品 SK669 17 釘 SE1253 Q-1 
3 不明銅製品 SD-655 Q -1 8 小刀 4�(C-Ol) L - 1  13 鉄製皿 4�(A-07) L-0 18 釘 SK1218 J2 -1 
4 不明銅製品 4l L - 1  9 鉄鏃 113: Bf!: L-1 14 毛抜 '1!!:(H-07) L-11 19 釘 4.�(H-06) L - 1  
5 不明銅製品 S D -633 Q - 2  10 鉄鏃 SX1291 Q -1 15 鋲 SK1218 Q -1 20 鉄製皿 SD631 Q-1 

図版43 金属製品
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L 00元通宝 SK-1280 JI ·l 2 成平通宝 111. ·� し I 3 炊徳元宝 SD-1184 e 1 4 祥符通宝 4t G-09 L -1 5 炊祐元宝 SD-655 JI ·I 

6 皇宋通宝 SK-l20S Q 4 1 �  宋通宝 SK·1206 e 4 8 皇宋通宝 llt 雌 L・ 1 9 旦宋通宝 4l rヽr 10 只宋通宝 SD-631 Q 1 

11 息宋通宝 SK-1206 Q-4 12 J;! 宋通宝 SK-1206 � - 4  13 嘉祐通宝 ll� U L I 14 煕寧元宝 SK-699 e-1 15 煕宮元宝 SK-676 e- l 

e

 

゜

16 煕寧元宝 SK-1206 U .. 4 17 元愕涌宝 SK-1206 .e -4 18 元愕涌宝 SD-1202 .2-1 19 元豊通宝 SD-1200 �-1 20 元愕通宝 SK-1280 Q-1 
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